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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







「きゅ───────────────っ！」

　キュートは、広々とした花畑を前に目を見開いた。

　ここ、どこ？

　見たことがあるような……、ないような。

　来たことがあるような……、ないような。

　色とりどりの花々が、まるで夢のような香りを振りまいている。濃密な、さりとて鼻につかない上品な蜜みつの香り。

　この香りを知っているような……、知らないような。

　花々の蜜香かおりをたっぷりと含んだ風が、キュートの銀髪にじゃれついてくる。涼やかな風は肌に心地ここちよく、気持ちにやさしい。

　ツインテールのひと房がゆらゆら……、もうひと房も、ゆ～らゆら。

　この風はまるで、意志を持っているかのようだ。なんだか、久し振りの風質である。どこか魔界の風に似た……。

「まさか……」

　暑くもなく寒くもなく、半はん袖そででちょうどいい温度と湿度……、人間界は夏休みのまっただ中だったはず。

「これって……」

　ふーっと息を吐き出し、キュートは落ち着くことに努めた。不意打ちの驚きが、徐々に小さくなっていく。

　つい先ほどまで、理り刀とや黒くろ媛ひめたちといっしょにマンションの管理人室で笑い合っていた。麦茶で唇を湿らせ、水滴の浮いたコップをちゃぶ台へ戻した直後、なんの予兆も合図も許可もなく、眼前に花畑がひろがったのだ。

　だからいま、キュートはぺったんと座ったままの状態である。

　やわらかな地面の感触が、悔しいけど気持ちいい。お尻しりで押し潰つぶした花には、ちょっと申し訳ないけど。

　キュートは立ち上がらず、周囲を見回した。

　花畑。ずっと花畑。とにかく花畑。否定のしようもなく花畑が続いている。ずっと先は、霧のカーテンが邪魔で見通すことができない。肩越しに後ろを見ると、丘陵になっていた。その先は、いってみないとわからない。

「もうっ！」

　キュートは勢いよく立ち上がり、靴下のまま丘陵を上り始めた。見渡す限りの花畑へ歩み出すより、むこう側が見えない丘の頂上を目指すほうが気分的に楽である。












　頂上に立ったとき、むこう側も見渡す限りの花畑だったら、そのときには大声で叫ぼう。「バカ───ッ！」と。

　自分を召喚したのはだれなのか？　考えるまでもない。六〇〇人以上いるお姉様たちのだれか……。最有力候補者は、三女のリイザである。いや、ほぼ間違いなく彼女の仕業だ。

　キュートは、リイザへの不満や怒りを胸に押し込み、代わりに理り刀とたちのことを考えた。

　自分がいきなり消えてしまったから、今いま頃ごろみんな慌あわてているに違いない。でも、これ幸いと、スイートが理刀にベタベタしているかも。最近、理刀を見る巴ともえの目も変わってきたみたいだし……。黒くろ媛ひめと百もも香かも、理刀のことは嫌いじゃないはず。

　自分がいたからって、理刀とどうこうできるとは……、思ってない……、けど……。

　とにかく、急いで帰らないと。

　キュートはなるべく花を踏まないよう、ゆるやかな斜面を上っていく。

　と、頂上のほうから女性の歌声が聞こえてきた。聞く者の心をつかまえて放はなさない、癒いやしと快感が見事なまでに融合した声音である。

　キュートは、足を速めた。

　丘陵の頂上にたどり着き、歌い手の姿を目にしたことで、キュートは盛大に、重々しく、体すべてを使って息を吐き出した。

　丘の上には、湖がひろがっていた。そして、その岸辺で尾を投げ出して歌っていた女性は、顔かお馴な染じみのシャミだった。

　彼女は、淡水系の人魚族だ。

　一糸まとわぬスベスベの上半身と瑠る璃り色いろの鱗うろこに覆われた下半身が、うっとりするほど美しい輝きを放っている。豊かな胸元と背に流れる緑髪もうっとりものだ。が、ここでうっとりなんかしてられない。もちろん、のんびりも。

　キュートは、ぐらぐらと湧わき上がってくるリイザへの怒りを懸命に抑えながら、シャミに歩み寄った。

　ピタリと歌がとまった。キュートに気づいた彼女が、妖あやしいまでに美しい笑みをむけてくる。

「おひさしぶりね、シャミ」

「小公妹プリンセス、おひさしぶりです。湖のこちら側へいらっしゃるのは初めてですね。船ですか？」

「船じゃないわ」

　シャミが、ゆっくりと周りに目を配りながらたずねてきた。

「静せい謐ひつの君は？」

「きょうは、いっしょじゃないの。そこでお願いなんだけど、パムを呼んでもらえないかしら」

「パム、ですか？」

　シャミが、色っぽく首を傾かしげた。そのため緑髪が流れ、かたちのいいプルルンとした胸が顔を出す。

　彼女とむき合うと、いつもこちらのほうが恥ずかしくなる。人魚族には、肌を隠すという習慣がないからしかたないのだが。

「湖を渡りたいの。できれば急いで」

「事情がおありのご様子ですね。それでは、しばらくお待ち下さい」

　勘のいいシャミが、キュートの表情からなにかを感じ取ったのだろう。会話を続けようとせず、再び歌い出した。

　今度の歌は、テンポが速くトーンも高い。歌というよりも、早口の朗読といったほうがいいかもしれない。

　しばらくすると、湖の左手にある森の中から、無数の鳥たちが飛び立ち始めた。

　その中の一羽が、こちらへ飛んでくるのが見えた。近づくにつれ、その白い鳥が人型であることがわかってくる。

　鳥人族のパムだ。遠目にはわかりづらいが、れっきとした女の子である。

　両腕の代わりに翼を持つ鳥人族も、人魚族と同じく衣類を身につけない。それでもパムの場合、ふくらんでる？　という程度の胸であるため、シャミの正面にいるときほどドキドキはしない。

　パムが舞い降りてきた。

　鋭いかぎ爪づめを持つ両足を地につけるなり、両翼を上下にバサバサと動かしながら、パッと顔を輝かせる。

「あ～、キュートしゃまだぁ」

「おひさしぶり、パム」

「キュートしゃま、おひさ～」

　立つと、彼女はキュートの肩までしかない。ショートの黒髪と純白の羽毛のコントラストが、いつもながら鮮やかである。

「小鳥ちゃん、小公妹プリンセスを対岸までお連れして。お急ぎよ」

　シャミの言葉に、パムがニパ～と笑みを浮かべる。

「あ～い、キュートしゃまをあっちにつれていきまぁす」

　質問もなにもなく、素直すぎる反応でシャミが再び飛び上がった。そして、キュートの両腕をかぎ爪でやさしくつかみ、空へ舞い上がる。

「ありがとうシャミ、助かったわ」

　キュートは、微笑ほほえみを絶やさないシャミにお礼を言ったあと、パムを見上げた。

「よろしくね、パム」

「うんしょ、うんしょ、パムねぇ、ちょっとはちからもちになったんだよ？」

　パムが、ゆるゆると湖面上空を飛んでいく。

　鳥人族は、見かけによらず飛ひ翔しよう力が強い。成人した鳥人族では、運んでもらうときスピードがありすぎて恐こわいのだ。落とされないとわかっていても、全身が強こわ張ばってしまい、降ろしてもらったときにはヘトヘトになっている。だから、パムくらいでちょうどいい。

　湖の対岸へ運んでもらって、そのあとは……。

　人魚族のシャミ。

　鳥人族のパム。

　彼女たちは魔界の土着民である。だから当然、ここは魔界だ。しかも、魔界の中でもキュートがよく知っている場所。

　断りもなく、勝手に魔界へ連れてこられたことになる。しかも一瞬のうちに。

　考えられないことだが、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝だったら可能かもしれない。

　対岸へ渡れば、やることはひとつしかない。

　リイザの専用宮殿へ怒鳴り込むのだ！





一章　フォンターナ・アイランド







　本日は『お泊まり勉強会』ということで集まっているのだが……、仲間六人が顔を寄せ合えば、教科書や参考書は退屈で窮屈で無価値な紙の束でしかなくなってしまう。

　理り刀とたちはいま、クーラーのきいたマンションの管理人室に集まり、ちゃぶ台を囲んでいる。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者、春日かすが理刀。

　魔界の公爵家令嬢、キュート・フォンターナ。同じくスイート・フォンターナ。

　ダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】であり、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の異名を持つ亜あ威い黒くろ媛ひめ。

｛謎エニグマ｝と呼ばれているトップクラスの【死霊使いネクロマンサー】、美み々み津つ巴ともえ。

　姉と同じ【時の統治者】であり、つい先日｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝というふたつ名をもらったばかりの亜威百もも香か。

　以上六名。

　人数が多いため全員ちゃぶ台につくことができず、麦茶の入ったグラスを置いているだけだ。

　みんなそれぞれ、ちゃぶ台から少し離れて座ざ蒲団ぶとんに腰を下ろしている。

「この夏は、能力に磨きをかけたいな」

　黒くろ媛ひめが余裕たっぷりの笑みを浮かべ、面々を見回した。

「はいはぁ～い、わたしもバンバン磨きをかけたいと思いまぁす！」

　姉に続き、顔中に笑みをひろげた百もも香かが、まるで宣誓をするかのようにビシッと右手をあげる。

　こんなに暑いのに、亜あ威い姉妹はいつも元気で真まっ直すぐだ。姉はシンプルな乳白色のタンクトップにジーパン姿。妹は、大胆に肩と胸元を出した黄色のキャミソールに空色の短パンを合わせている。

　一方、ふたりの横でこくこくとうなずいている巴ともえは、花柄のワンピースだ。まるで清風と可か憐れんさを凝縮した置物のようである。

　が……、じゃらじゃらとつけた媒体プラチナのピアスとネックレスとブレスレットは、なんというか、ワンピースに合っていないような……。それでも、可愛かわいいことに変わりはないのだけど。

　黒媛たちの言葉に対し、スイートがふふんと鼻を鳴らした。

「あまり張り切りすぎると、干ひ涸からびてしまいますわよ。ニッポン国のナツという時期は、炎熱術式が暴走したのではないかと思うくらい殺人的ですから」

　いつものようにバフッとした帽子をかぶり、幾何学模様のＶネックＴシャツにデニムのミニスカートを身につけた彼女が、理り刀とを挟んで座っているキュートへ、すぐさま挑発的な視線をむける。

「あなたは、特にお気をつけにならないと、いつもみたいにぼんやり道を歩いてたら、気づいたときには干ひ物ものになっているかもしれませんわよ」

　あ……、始まる。

　理刀は一瞬、そう思った。自分を挟んで、キュートとスイートの口こう撃げきが飛び交い、徐々にヒートアップして、その後には直接攻撃が……。って、あれ？

　ただただニコニコしているキュートの顔を、理刀は横目に窺うかがった。

　光が流れる銀のツインテールは、ハッキリ言って可愛い。ピンクのタンクトップにシースルーのベストを重ね着しているのも可愛いし、ふんわりとひろがったリボンつきのスカートがピンクなのも可愛い。女の子座りも実に可愛い。

　でも……、スイートの挑発に乗らないなんて、キュートらしくない。

「「「？」」」

　黒媛、巴、百香の三人も、不思議そうにキュートを見ている。理刀と同じく、彼女たちもキュートとスイートの衝突じやれあいを予測していたはずだ。

　挑発したスイート本人も、怪け訝げんな顔で妹へ「？」と目をむけている。

　ニコニコ。

　キュートが浮かべている表情は、それだけ。

「キュート？」

　ニコニコ。

　横から黒くろ媛ひめが、心配そうにキュートの顔を覗のぞき込んだ。

「おいキュート、どうした？　具合でも悪いのか？」

　ニコニコしているから、具合が悪いというわけでは……、いやいや、魔界人は夏バテするとニコニコフェイスになるのかもしれない。もしかして、食あたりか？　微笑ほほえみながら腹痛に耐えているのか？　それとも、目を開けて熟睡しているとか……。

　理り刀とは、キュートからスイートへ、そして巴ともえ、百もも香か、黒媛、と視線を動かしていった。みんな、表情を微妙に強こわ張ばらせている。

　キュートは、微笑みニコニコを崩さない。視線も動かさない。まばたきもしない。ふざけている様子でもない。

　もしかして本当に、魔族特有の病気では？

　頼りの毒どく舌ぜつ丸まるは、いまこの場にはいない。近所のコンビニへ、ジュースの買い出しにいっている。

「少し横になったほうが……」

　理刀は、キュートの薄い肩にそっと手をのせた。

「え!?」

　直後、キュートの姿が、強風に飛ばされた煙のように消えてしまった。

「キュート！」と黒媛。

「………っ！」と巴。

「ぅひゃっ！」と百香。

　スイートだけが、驚きの声をあげることもなく立ち上がり、落ち着いた様子でキュートが座っていた座ざ蒲団ぶとんへ歩み寄ると、そこに手をのせた。

「まだ少しあたたかいですわね。おそらく、すり替えられてからそれほど時間は経たっていないはずですわ」

「すり替え、ですか？」

　百香の言葉に、スイートがうなずく。

「本物と偽物をすり替える交換術式は、とても高度な組成感覚が必要なのですが……わたくしたちのだれも気がつかなかったのですから、相手はかなりの術者だと認めざるをえませんわね」

「いったい、だれがこんなことを……」

「キュートは、大丈夫なの？」

　黒媛と巴が、硬い表情を見合わせる。

　理り刀とは、自分の右手を見下ろした。すべての魔力を消し去ってしまう『混沌とした実在カオテイツク・リアル』を持つ自分が触れたから、キュートの偽物は消えてしまった。が、本物はどこへ？

　と、そのとき……、カチャリと管理人室のドアが開き、手にビニール袋を提げた毒どく舌ぜつ丸まるが入ってきた。真夏だというのに、彼女はいつもながらの黒いスーツ姿である。なのに、汗ひとつかいていない。

「ただいま戻りました」

「あ、毒舌丸さん、キュートが……」

「キュートお嬢様のことでしたら、ご心配には及びません。いま現在は、安全な場所にいらっしゃいます」

　毒舌丸の返事に、理刀は続けようとした言葉を吞のみ込んだ。

　キュートのことは、心配ない？　どうして毒舌丸が知っている？

　狭苦しい台所の流し台脇わきにビニール袋を置いたあと、毒舌丸がもう片方の手に持っていた二枚のポストカードに目を落とした。

「このように、招待状がきています。キュートお嬢様はいま、浮遊島『フォンターナ・アイランド』にいらっしゃるそうです」

「浮遊島って、もしかして海にぷかぷか浮かんでる島のことですか？」

　百もも香かが、キラキラの瞳ひとみを毒舌丸へむける。

「いえ、海の上ではありません。『フォンターナ・アイランド』は現在、このマンションの真上に停泊しています」

「「「ええっ！」」」」」

　理刀が、スイートが、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、百香が、同時に驚きの声をあげた。

　すぐに窓を開け、みんなで空を見上げる。冷えた空気が逃げ出し、代わりに排気ガス混じりの熱気が入ってくるが、そんなことにかまってなどいられない。

　ビルの隙すき間まから見える狭い空……、いや空は見えない。なにかが、陽ひの光を完全に遮さえぎっている。

　岩だった。ビルの隙間から見えているだけだから、その大きさがよくわからない。それでも、窓から見えるはずの空すべてが覆い尽くされている。

「あそこにキュートさんがいるの？」

「魔界人のやることは……なんというか、想像を絶するな、うん、感心するよ」

　亜あ威い姉妹が、身を寄せ合って浮遊島を見上げている。

「キュートが無事で、よかったわね」

　巴は、どこかのんびりとした様子だ。

　スイートがひとりだけ、さっさと窓際から離れ、再び座ざ蒲団ぶとんに腰を下ろした。

　理刀はそこで、ふと気になった。スイートの瞳が、どこか寂しそうなのだ。

　どうした？　と彼女へ声をかけようとしたそのとき……。

　にゃあおぅ

　猫？　違う、これは！

　不意に聞こえてきた鳴き声に、理り刀とは反射的に戸口のほうへ視線を動かした。

「うおっ！」

　ドン！　と効果音が聞こえてきそうなほど存在感のあるドラゴンが、開いたドアのむこうに立っていた。

　身長は理刀の肩ほどまで、だが体重は理刀よりもずっと重そうだ。ガッチリとした体からは想像もできないが、もしかしたら……。


　　　☆☆☆



「キュートしゃま、またね～」

　森へ帰っていくパムの白い翼を見送ったあと、キュートは湖に背をむけて歩き出した。

　目的地は、ここからすぐだ。ほら、木々の間からもう見えてきた。

　腹立たしさを胸に地面を踏みしめ続けること数分、そこにたどり着いた頃ころには、怒りがさらにふくれあがっていた。

　いま目の前に、見上げるほど大きな宮殿の外門が立ちはだかっている。

　見ているだけでムカムカする。

　ひと桁けた台のお姉様たちは、自分専用の宮殿をいくつか所有している。この『静せい謐ひつ宮きゆう』は、リイザが持っている宮殿のひとつだ。

　キュートも、何度か遊びにきたことがあるからよく知っている。

「マナ、メナ、門を開けてちょうだい」

　キュートは、幅一〇メートルはあろうかという門の左右に置かれた石像に、それぞれ呼びかけた。

　二体とも、精巧につくられた女性像だ。

　躍動感のある衣をまとった彼女たちは、下腹部の前で両手を組み合わせたまま何年もの間、直立不動の姿勢を崩さない。無駄な肉が一切なく均整がとれており、観賞用としても十分な価値がある、とキュートは前々から思っている。

　もちろん、ただの石像ではない。疑似ではあるが、リイザによって生命を吹き込まれた門番たちだ。

『『我らが主あるじの愛いとしき小公妹プリンセス、ようこそいらっしゃいました』』

　同じ声質と声量で、左右から言葉が返ってくる。何度か耳にしたことがある、落ち着いた深みのある女こ声えだ。唇を動かさずに念話しやべるから、面とむかっての会話には少々違和感があるのだが。

「リイザお姉様に会いたいの。大至急よ！」

　マナとメナにはなんの責任もないとわかっているのだが、そろそろムカムカを抑えきれなくなっている。

『『では、小公妹プリンセスの特権として、二七の手続きすべてを省略します。我らが主あるじがお待ちです。どうぞお通り下さい』』

　突然、マナとメナがなめらかに動き出した。彼女たちが左右の門を押し開いてくれる。

　滅めつ多たに動かない彼女たちをもう少し眺めていたい、という気持ちをグリグリと踏み潰つぶし、キュートは自分が通れる隙すき間まが開くとすぐ、門の中へ飛び込んだ。

　ガツンと言ってやる！

　許可もなく魔界に連れ帰らないで！

　いますぐ人間界に帰して！

　言い訳なんか聞きたくないの！

　○▽☆×◇□っっっ！

　もう言葉にならない。

　拳こぶしを振り上げ、大声で、語気を荒らげ、反撃の隙すきさえ与えずわめき散らす！　事と次第によっては、ツインテールを回転させてピシピシ叩たたいてやる！

　だがしかし、キュートの断固たる決意と沸騰しそうな怒りは、大きな胸の弾力と圧力によって押しとめられた。

　目の前が暗くなる。だれかに抱き締められたのだ。

「キュ～トぉ、待ってたのよ」

　甘々なリイザの声を耳にするなり、キュートは彼女の出っ張りすぎた胸をグイ～と押し返した。

　抱ほう擁ようから脱出し、一歩だけ距離をとる。

「リイザお姉様、苦しいでしょ！　って、そんなことよりも、勝手に魔界へ連れてこないでちょうだい！」

　見上げたリイザの顔は、キュートの怒りなど些さ々さたるものだと言わんばかりに涼やかだ。怒鳴られると、すぐ泣きそうな顔をするはずなのに。

　そんな彼女が、いつものように愛情過多な視線を注いでくる。

「ここ、魔界じゃないのよ」

「きゅーっ！　シャミやパムにも会ったんだからね。マナとメナもいるじゃない」

「でも、ここは人間界よ」

「騙だまそうとしたってダメなんだから！」

「わたしがあなたに噓うそついたこと、いままでに一度でもあったかしら？」

「………噓は、なかったけど……でも……」

　確かに、彼女の唇は噓を紡ぎ出さない。そして悪気もない。微み塵じんも。そんなことは、長いつき合いの中でわかっていることだ。

　ただ、強力極まりない愛情パワーを原動力とした行動力が、姉妹中随一なだけである。

　だからこそ質たちが悪い。

「じゃあ、ここが人間界だとして、どうして静せい謐ひつ宮きゆうがあるの？」

　闘う姿勢と疑心は決してゆるめず、キュートは質問をぶつけた。

「周囲の土地ごとえぐり取って、人間界こつちへ運んできたの。思ったよりも大変だったのよ」

　うふふ、と乙女チックに頰ほおを染めているリイザは、到底太た刀ち打うちできないほど美しい。でも、うふふ程度で流していいような話ではない。

　開いた口を塞ふさぐのに、キュートは意志力を総動員した。それでも、全身の力がふしゅるるる～と抜けていく。クラクラしてきた頭を振り、なんとか意識をつなぎとめる。

「で、人間界のどこに持ってきたの？　これだけ大きいモノを置ける場所って、ニッポン国にはないはずよ」

「ええ、だから地上には降ろしてないの」

「は？」

「ずっと浮かべてるのよ。空飛ぶ島って、素敵だと思わない？　『フォンターナ・アイランド』って名づけたの」

　名づけてんじゃないわよ……。

　心の中でつぶやきながら、キュートはため息をついた。リイザの目の前で、わざとらしくハァァァ～と息の塊かたまりを吐き出してやる。

　これだけ巨大な物質を空中に浮かせ続けるためには、想像力が及ばないほど強力で、しかも一生かかってもたどり着けないほど緻ち密みつな浮遊術式を組まなければならないはずだ。

　これだから、ひと桁けた台の姉は……。

　魔力の次元がいったいいくつ違うのか、想像する気にもならない。

「お友達もご招待してるから、安心してね」

「お友達？」

「あなたの学校のお友達よ。きょう、マンションに集まってたでしょ？」

　理り刀との笑顔が、頭に浮かんだ。続けて、黒くろ媛ひめや巴ともえや百もも香かの笑い声が聞こえてくる。

「呼んでくれたの？」

「ええ、他ほかにもスターライトの子たちや、アンダーレゾンの新入生も呼んでるわ。両校の交流会を開こうと思ってるの」

　キュートは、リイザの顔から目をそらし、しばし考えた。

　静謐宮は、正直そんなに悪いところではない。いや、どちらかといえば素敵な場所だ。

　もし、理刀といっしょに散策できたら……。

　ふたりで花畑を歩いたり、手をつないだり……、あ、いや、べつに絶対そうしたいとかいうわけじゃなくて、喜んでくれるかも、とか思っただけで……。

　自分で自分にツッコミを入れながらも、どういうわけか頰ほおと唇がゆるんでくる。

「交流会は、嫌だった？」

　わずかに眉まゆ根ねを寄せたリイザへ目を戻し、キュートはぶんぶんと首を振った。

「そんなことないわ。うん、いいことよ。人間と魔族の仲を深めるいい機会よね」

「そう？　喜んでもらえてよかったわ」

　まぶしさで目がくらみそうなリイザの笑顔に、キュートも思わず笑みを返した。


　　　☆☆☆



「シィちゃん!?」

　理り刀とは、ドアに駆け寄った。

　窮屈そうに両翼を折りたたみ、ドラゴンがのっしのっしと管理人室に入ってきた。

「シィちゃんだろ？」

　にゃあああああぉ

　間違いない。二ヶ月ほど前はまだ、理刀の頭にのれるほど小さかった、あのシィちゃんだ。短期間で、そのへんで目にする大型犬よりもずっと大きくなっている。

「えぇ～、もうこんなに大きくなったんですかぁ？」百もも香かが、驚きの表情を浮かべた。

「ドラゴンだから、こっちの基準じゃ計れないだろうな」黒くろ媛ひめが、豊かな胸を下から押し上げるように腕を組む。

「大きくなっても、目の透明感は変わってないのね」巴ともえが、やさしげに微笑ほほえんだ。

「もしかして、始し祖そ竜りゆうでは？　え、まさか、スキュースお姉様のペットの？」スイートの目は、シィちゃんに釘くぎづけだ。

「このドラゴンが、メッセンジャーとして招待状を持ってきてくれました」

　毒どく舌ぜつ丸まるが、手にしたポストカードを胸元に上げた。

「シィちゃんがメッセンジャーかぁ、お利口になったなぁ。それにしても、育つの早すぎだろぉ～」

　にゃあぁぉぉ、と胸に鼻先を擦こすりつけてきたシィちゃんを、理刀はしっかりと抱きとめた。すべすべの鱗うろこは、相変わらず手触りがいい。

　長い間会っていなかった友達と再会したときのような、なんともいえない懐かしさと心地ここちよさが湧わき上がってくる。

　シィちゃんがいなければ、キュートとも出会わなかった。そして、キュートと出会わなければ、黒媛たちと知り合うこともなかったはずだ。

　すべてはシィちゃんから始まった、といっても過言ではない。

　黒媛と百香も、珍しそうにシィちゃんの鱗を撫なで始めた。

　巴も、おずおずと人差し指でシィちゃんの翼をつついている。

　スイートも、理り刀との横から手を伸ばしシィちゃんの小さな角を触る。

　不意に、

「おふたりとも、そろそろお出になってはいかがでしょうか？」

　毒どく舌ぜつ丸まるが、だれに言うでもなくつぶやいた。

　理刀はシィちゃんから体を離し、「？」と毒舌丸へ顔をむけた。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香か、スイートも、言葉の意味を探るような表情だ。

　ひと呼吸後、毒舌丸が手にしていたポストカードが輝いた。そこから現れたのは……。

「もうぉ、ビックリさせようと思ったのにぃ」

「毒ちゃんつまんなぁ～い、気づいてないフリしてくれなきゃダメダメだよぉ」

　はた迷惑ツインズ。ゴルゴンゾラとパルメザンのふたりだった。

　ポストカードに化けていたらしい。

　頭にかけたサングラス。黒いベストとパンツとブーツはすべてお揃そろい。違いは、金と銀の髪色だけ、というベタベタ仲よしツインズだ。

　スイートが、ほんの少しだけ顔をしかめた。

　微妙に顔を引きつらせた黒媛と巴が、それとなくふたりから距離をとった。

　気持ちはわかる。すご～く、わかる。と、理刀も心持ちふたりから体を離す。

「あ、こんにちは！　先日はお世話になりました！」

　笑顔と元気と礼儀を保てているのは、百香ひとりだけのようだ。

　そのお陰だろうか、ゴルゴンゾラとパルメザンの不満顔が、瞬時に搔かき消えた。代わりに彼女たちの表情を彩いろどったのは、「みんなで楽しもう！」的な明るいものである。

　不安な気持ちになっているのは、絶対に自分だけじゃないはず、と理刀はそれとなく視線を動かした。

　案の定、スイートと黒媛と巴は唇を強こわ張ばらせたまま。毒舌丸は、相変わらずの無表情だ。期待の表情を浮かべているのは、やっぱり百香ただひとり。シィちゃんは、キョロキョロとみんなの顔を見ているだけ。

　受け手の気持ちなどおかまいなしに、はた迷惑ツインズがさっそく絶妙のハモりを披露してくれた。

「「はぁ～い、みんな元気にしてましたかぁ？　ちゃんと歯は磨いてたかなぁ？　暑いからって、冷たいものばかり食べてちゃダメだぞぉ。みんなはぁ、いい子だよね？」」

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、同時に左耳の後ろに片手を添え、聞く姿勢をとった。

　理刀たちの返事を待っているらしいが、なんとこたえていいのかわからない。

「はぁ～い、いい子でぇす」

　元気にこたえたのは、百香だけ。

　ニマ～っと笑みをつくった迷惑ツインズが、まるで台本があるかのように、次のセリフを口にする。

「「それではぁ、これからみんなで『フォンターナ・アイランド』へいきまぁす。慌あわてず騒がず、一列にならんで下さぁい。おやつは用意してますからねぇ～」」

　まるで、幼児番組のお姉さんのようだ。

　でも、え？　『フォンターナ・アイランド』へいく？　空飛ぶ島へ、自分たちも招待してもらえるの？

「やったぁ～！」

　まず最初に、百もも香かが両手をあげて跳び上がった。

　黒くろ媛ひめと巴ともえは、まだ少々顔を強こわ張ばらせてはいるものの、彼女たちの瞳ひとみに喜びと期待が浮かび上がっているのは、だれの目にも明らかだ。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、変わらず無表情のまま。

　スイートが、スススッと理り刀とに体を寄せてきた。

「人間界では、こういうイベントのことを『ナツの思い出づくり』というのでしょ？　たくさん、思い出をつくりましょうね、わたくしと、ふ・た・り・で」

　三つ編みのひと束を指先でくるくるともてあそびながら、スイートがポッと音が聞こえてきそうなほど、頰ほおを紅に染めた。

「え、あ、ああ、みんなで、たくさん思い出をつくれたらいいよな」

　理刀は、「みんなで」をそれとなく強調しつつ、曖あい昧まいな笑顔を返しておくことにした。

　ふと視線を移すと、こちらを見ていた巴と目が合った。すぐに横をむかれてしまったが、彼女の横顔にもちょっと紅が浮いている。

「？」

　頰を紅あかくするスイートと巴……、深くは考えないことにする。いまは、浮遊島のことだけを思い描きたい。

　島にはキュートもいるはずだ。いったい、どんなところなのだろう。空飛ぶ島へ上陸！

　夏のイベントとしては、申し分ない。

　だが、そんな期待感は脆もろくも崩れ去ってしまった。ゴルゴンゾラの言葉で。

「あー、そのー、ゴメンねぇ。混こん沌とん坊やだけは、うー、連れてけないんだよねぇ、なんていうかぁ、スターライトじゃないからっていう理由らしいんだけど」

「今回は、スターライトとアンダーレゾン学院の交流会なんだってさ。ゴメンねぇ～」

　パルメザンが、口をうみゅ～っとへの字に曲げる。

　そんな……。自分だけ、仲間外れですか？

　寂しいが、それでも理刀は笑顔を浮かべた。ここで気落ちした表情を見せれば、黒媛たちに悪い。彼女たちを『フォンターナ・アイランド』へ気持ちよく送り出さなければ。

「うわっ、残念賞ですか？　う～ん、しゃーないか、それじゃあ、地上待機組として、お土産みやげを期待するかな」

　できるだけ、声を明るくした。表情も、態度も、明るく明るく……、明るく。

　いきなり黒くろ媛ひめが、大きな胸の前でパンッと手を打ち鳴らした。

「あ、しまった！　用事を忘れていた。すみません、きょう中に終わらせないといけないヤツだから、残念ですが、島にはいけそうにもありません」

　迷惑ツインズが、ふたり同時に両りよう眉まゆをぴょこんと跳ね上げた。

　次に口を開いたのは、巴ともえだった。

「あ、その、黒媛がいかないのなら、わたしも……、春日かすがくんも、その、いけないし……」

　続けて百もも香かとスイートも。

「えー、巴ちゃんもいかないの？　だったら……」

「わたくしも、理り刀とがダメならご遠慮しますわ」

　毒どく舌ぜつ丸まるは、この場にいる全員に目を配りながらも、無言のままである。

　理刀は思った。自分のせいで、遠慮と申し訳なさの連鎖がひろがっていく。これはよくない。みんなで『フォンターナ・アイランド』を楽しんできてほしい。

　迷惑ツインズが、巴と百香へジ───ッと視線を貼はりつけた。

「混こん沌とん坊やに遠慮してるね？」とゴルゴンゾラ。

「混沌坊やに申し訳ないと思ってるね？」とパルメザン。

「「本当ぉ～は～、とっっってもいきたいはずだよね？」」

　巴と百香が、ほぼ同時にギクリと表情を強こわ張ばらせる。

「あの子は、急ぎの用事があるっていうからしかたないけど」とゴルゴンゾラが黒媛へ視線を移す。

「大切な用事だったらぁ、無む理り強じいするのはいけないことだから」とパルメザンも黒媛へ顔をむける。

　そしてまた、巴と百香へ目をむけ、

「「でもでもぉ、あなたたち、本当ぉはいけるんでしょ？」」

　迷惑ツインズが、声を揃そろえる。

　巴と百香が、顔を見合わせた。

「でも……」と百香。

「わたしは、やっぱり……すみません」と巴。

　ツインズが、しかたないね、といった表情で同時に肩をすくめる。

「リイザ姉様が、キュートのお友達をお連れしろって言ってたけどぉ」

「連れていかなかったら、あとが恐こわいけどぉ」

「キミたちが嫌だって言ってんだから、しょうがないよね～」

「だね～、だったら、お別れの挨あい拶さつしなきゃだねぇ」

「「お別れの挨あい拶さつ、しましょうね～」」

　意外にも、あっさりとあきらめた様子のゴルゴンゾラが、にこやかに巴ともえへ手を差し伸ばした。

　同じように、パルメザンが百もも香かへ。

「あ、え……」と巴が遠慮がちに手を出す。

「すみません」と百香も。

　それぞれ握手を交わした。次の瞬間、

「「強制連行ぉ！」」

　四人の姿が……、消えた。

「え!?」

　突然のことに、目を丸くすることしかできない理り刀とである。もちろん、黒くろ媛ひめも。

　すぐさま毒どく舌ぜつ丸まるが、

「キュートお嬢様の安全を確保、かつ維持することが務めですので、わたしも失礼させていただきます。この部屋は、ご自由にお使い下さい」

　浅く頭を下げたあと、姿を消す。

　すぐにスイートが、ふぅ───っと呆あきれたように息を吐きながら帽子を取り、胸の前でくしゃりと押し潰つぶした。

「お姉様たちは、いつもキュートばかり……毒舌丸だって……わたくしのことなど……だれも……」

　ぽそぽそと寂しげな声でつぶやきながら、ス───ッと理刀に体を寄せてきた。そして、腕に抱きついてくる。

「スイート？」

　肘ひじの辺りにスイートの熱を感じながら、理刀はぺちゃんと力なく倒れたクマ耳を見下ろした。

　すぐにスイートが、上目づかいに理刀を見つめてくる。震える瞳ひとみにはうっすらと涙。頰ほおには薄うす紅べに。唇からは熱い吐息。

「わたくしにやさしくしてくれるのは、理刀、あなただけですわ」

　スイートが、理刀の腕にぎゅぅぅぅっとしがみついてくる。決して大きいとはいえない彼女の胸だが、もろに押しつけられると、さすがに感触が……、薄着だし……、色っぽい熱気も……、なんだか変な気分になってくる。

　それでも理刀は、黒媛とシィちゃんの視線に気づき、コホンと咳せき払ばらいひとつ。

「大丈夫だって。みんなスイートのこと気にかけてくれてるよ」

「噓うそですわ。わたくしだけ置き去りにされている現状が、いい証拠です。でも、かまいません。わたくしには、理刀、あなたが……」

「ちょっとよかかな？」

　とうとつに、ドアが開いたままの玄関先から、声が聞こえた。

　立っていたのは、ネクロだった。

　フォンターナ公爵家の第三八女。金髪ぼさぼさ頭。機能優先の眼鏡めがね。よれたシミつき白衣。それでも綺き麗れいなお姉様だ。ちなみに、アンダーレゾン学院における封印庭アーク学科の講師でもある。

「なんか、リイザ姉様がスイートを絶対に連れてこいって言いよるみたいやけん、わたしといっしょにいこうか？」

「え、リイザお姉様が、わたくしを？」

　スイートの表情が、ほんの少しだけ明るくなった。

「ほら、言っただろ？　みんなスイートのこと思ってんだって」

　理り刀とはスイートの両腕をそっと解き、自分の腕から離した。

　スイートが、ネクロを前にして胸の前で指先をもじもじとからめながら、言った。

「リイザお姉様のお気持ちは、とても嬉うれしいのですが、わたくしは理刀と……」

「あっ！　そのドラゴン、始し祖そ竜りゆう？　噓うそやろ、なんでこげんとこに……」

　玄関に入ってきたネクロが、黒くろ媛ひめの後ろにいたシィちゃんにようやく気づいたようだ。

　スイートが続けようとした言葉を、瞬時に搔かき消してしまった。












「もしかして、スキュ姉様が飼っとる始し祖そ竜りゆうやない？　そう？　ああ、そうなんやね、やっぱり……。スキュ姉様の！　なんたること！　こげん素晴らしか実験体ば目の前にして、なんの研究もできんとは！　ひどすぎる！　苦しい！　悲しい！　もうダメっ、こげん場所は、一秒たりともおりとうない！　スイート、いこっ！」

「ちょ、え、わたくしは、理り刀とと……」

　ネクロに腕をつかまれたスイートの姿が、巴ともえや百もも香かと同様に、スッと消えてしまった。

　気が抜けるほど、あっさりと……。

　残ったのは、理刀と黒くろ媛ひめとシィちゃんの、ふたりと一匹、だけ。


　　　☆☆☆



　静せい謐ひつ宮きゆうの大広間で、キュートは待っていた。壁際にならべられた椅い子すのひとつに腰かけ、理刀たちがやってくるのを。

　大広間にはすでに、立食パーティが始まっていた。スターライトたちとアンダーレゾン学院の生徒たちが、揃そろっている。お姉様たちも、一〇〇人近くが参加しているようだ。

　楽団が、耳にやさしい音色を流し続けている。静かな声で歌っているのは、鳥人の女性だ。この場ではもちろん、羽毛に合わせた品のいいグレーの前かけを身につけている。

　みんな、楽しげに言葉を交わし、盃さかずきを交わし、笑みを交わし合っている。

　でも、まだ理刀たちがきていない。

　リイザに訊きくと、いま現在、姉妹たちを迎えにやっているという。

　キュートは、心許せる仲間の到着をジリジリとした気持ちで待ち続けた。

　待つこと数十分。ドレスの裾すそを引きずりながら、リイザが歩み寄ってきた。スターライトや地下学院アンダーレゾンの生徒たちの視線も、たくさん引きずってくる。

　三女の慈愛に満ちた笑みに、キュートはふくれっ面を返した。

「リイザお姉様、みんなはまだこないの？」

「ふふ、いま庭に到着したわよ」

「ホント？」

「バルコニーから外をご覧なさい」

　急せき立てられるような気持ちで、キュートは椅子から立ち上がった。その勢いのまま、バルコニーへ小走りにむかう。

　理刀が、ようやくきてくれた。黒媛も、巴も、百香も。スイートは……、この際、我慢しよう。

　バルコニーの手すりから身をのり出し、庭を見下ろした。パーティ会場は静謐宮の三階だが、声は届くはず。

　ゴルゴンゾラとパルメザンの姿が見えた。双子のそばにいるのは、巴と百香だ。咲き誇った花壇の花々や宮殿を、物珍しそうに眺めている。

「あ、キュートさぁん！」

　目ざとくキュートに気づいた百もも香かが、ぶんぶんと両手を振ってくる。

　キュートも、手を振り返した。

　と、百香たちの後ろの空間が、くにゃりと歪ゆがんだ。そこから姿を現したのは毒どく舌ぜつ丸まるだ。しばらくすると、ネクロとスイートもやってきた。

　でも、理り刀とがいない。黒くろ媛ひめも……。




「リイザお姉様のご意志ですから、しかたありませんわね」

　パーティ会場にやってきたスイートが、肩をすくめた。でも、どこか嬉うれしそうにも見えるのはなぜだろう。続けて、

「でも……あと一歩で理刀をオトせましたのに……」

　スイートがポソリともらした言葉を、キュートは聞き逃さなかった。

　キッとスイートをにらみつけてやる。が、口は開かない。というか開けない。

　予想通り、キュートのいない隙すきを狙ねらい、スイートが理刀にちょっかいをかけていたようだ。でも、スターライトや地下学院アンダーレゾンの生徒の手前、フォンターナ家の恥をさらすことはできない。リイザの顔を潰つぶすことにもなりかねないから。

　キュートは、スイートへぶつけたい言葉をグビリと飲み下し、いい感じにあたたまってきたパーティ会場へ目をむけた。

　巴ともえと百香はすでに、お姉様たちに手を引かれ、パーティの輪に引きずり込まれている。

　スターライトたちも、みんな楽しそうだ。

　地下学院の生徒たちも、楽しそうにしてくれている。

　お姉様たちは、いつも通り。どんちゃん騒ぎのエキスパート揃ぞろいだから、パーティを楽しむためには欠かせない。

　パーティの演出は、リイザがすべて手がけたのだろう。

　テーブルにならぶ料理は、どれも一流コックの手によるものばかり。流れる音楽も、決して自己主張をせず控えめで大人おとなしく、それとなく会話を引き立てている。会場内を満たしている香りもどこか不思議で、懐かしく、料理の匂においとぶつかることもなく、気持ちを軽やかにしてくれる。調度も、歩くたびに気持ちよくなる絨じゆう毯たんも、隅々まで手落ちがない。

　それでも、すべての来賓に好まれるとは限らない。現に、スイートがわずかに眉まゆ根ねを寄せている。

「わたくし、この香り、ちょっと苦手ですわ」

　四分の一だけ獣人の血を持っている彼女は、普通の魔族より嗅きゆう覚かくが鋭い。

　すべてを満たすことなど、さすがのリイザにも不可能である。だから、理刀も連れてくることができなかった。黒媛も。

　スターライトと地下学院アンダーレゾンの生徒たちの交流会だと言われれば、声を大にして反対はできない。

「キュート、スイート、こんな隅のほうにいないで、あなたたちもみんなと話したら？」

　リイザが、キュートとスイートの間に跳んできた。

「そうしますわ。封印庭アーク学科の方々と親交を深めてきます」

　スイートが、素直に歩き出した。苦手な香り、などとは口が裂けても言うはずがない。

　キュートは、リイザのやさしい瞳ひとみを見上げた。黒くろ媛ひめには所用があったということだが、理り刀とは連れてこれたはず。

　でも、いまさら文句を言っても……。

　みんな楽しんでるし。

　それを見ていると、なんだか自分も楽しくなってくるし。理刀や黒媛には悪いけど……。

　リイザがスッと腰を落とし、キュートの耳元に唇を近づけてきた。

「きょうは泊まっていってちょうだい。地下に風熱鳥を眠らせてるから、温泉に入ることもできるのよ。温泉って知ってる？　ニッポン国の人たちが好きだって聞いたから、静謐宮ここの裏手につくったの。あと、人間界の高級リゾートを参考にいろいろつくったから、きっと楽しいわよ」

　リイザの甘い息で、ゆっくりと怒りが溶かされていく。

　無理やり連れてこられたこと……、理刀のこと……、でも……、まあ、いいかな、という気持ちになってくる。

　リイザは、末の妹キユートを心から愛してくれている。やりすぎることも多いが、そこに悪意はない。

　姉の愛に、少しは、たまには、心を開いてこたえなければ。


　　　☆☆☆



　最初にキュートが連れ去られ、続けて巴ともえと百もも香か。それからスイートも。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、自分の意志で『フォンターナ・アイランド』へ。

　管理人室に残ったのは、理刀と黒媛のふたりだけ……、プラス、シィちゃん。

『お泊まり勉強会』が一転、微妙な疎外感が漂う状況になってしまった。

　ま、スターライトとアンダーレゾン学院の生徒たちの交流会だから、しかたないか。

　落ち込む心を、つくり笑いで隠し続ける理刀である。部屋にはまだ、黒媛がいるから。

「用事はいいの？」

　黒媛に「帰らないの？」とたずねているようで気が引けるが、きょうはもうお開きだ。『楽しい時間』と『夏の思い出づくり』は、また次の機会に。あればいいけど……。

「ん？　用事、か……よく考えたら、きょうじゃなくてもいいヤツだった」

　黒媛のこたえに、理刀は「ん？」と考えた。まさか……最初から……。

「亜あ威いさん、もしかして、用事なんかなかったんじゃ」

「いま重要なことは、わたしの用事よりお昼になにを食べるのか、だと思うがな？　ほら、もう一二時だぞ」

　黒くろ媛ひめが、壁の時計を指差した。

　どうやら、独り残される仲間のために用事があるフリをしてくれたらしい。

「どうして残ったの？」という質問がノドまで出かかったが、理り刀とは無理やり吞のみ込んだ。ヤボな問いかけだから。それでも、「百もも香かちゃんのこと、心配なんじゃない？」

　たずねずにはいられない。彼女は、とても妹想おもいだから。

　黒媛が、そんなことか？　とでも言わんばかりに肩をすくめた。

「百香はもう、わたしがついていなくても大丈夫だ。巴ともえもいてくれるし、まがりなりにも｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝なんだからな……そんなことよりも、食事にしよう」

　彼女のことだから、たぶん、いや絶対に妹のことを心配しているはずだ。でも、理刀のほうを優先してくれたことがわかるから……。

「亜威さん……」

　ヤバイ、泣きそう。

　にゃあおぉ、とシィちゃんが前足をにぎにぎやりながら、理刀に寄ってきた。黒媛の「食事」という単語に反応したのかもしれない。

「外に出ないか？　そのドラゴンもいることだし。名前は、シィちゃんだったかな？」

　にゃあおぅ、とシィちゃんが嬉うれしそうに鳴いた。


　　　☆☆☆



　キュートは、全身に染み入る温泉の心地ここちよさに、思わずふぃとぽかぽかの息をついた。湯気が、ゆ～らりと動く。

　昼間のパーティ後、さっそくこうして湯に体を沈めている。

　湯船には、赤や黄や白の生花がいくつも浮いており、周囲を岩場と木々に囲まれた、ひろすぎる温泉である。大量の湯気に遮さえぎられ、そのひろさがどれほどのものなのか、ちゃんと確かめることはできないが……。

　白濁した湯には、様々な効能があるという。腰痛、肩こり、リューマチ、肝機能不全、美肌、となんでもござれだ。

　人間は、楽しみ方を見つけるのがとても上じよう手ずだと思う。

　魔界では、湯の中でのんびりするという習慣がない。バスルームは、汗を流したり髪の毛を洗ったり、とにかく体を綺き麗れいにするところという認識しかないのだ。

　大地のエキスを大量に含んだ湯に体をつけ込む、という発想が素晴らしい。しかも澄み渡った大空を見上げて、である。

　ロテン風ぶ呂ろ、というらしい。

　もちろん、男性の目を遮さえぎるため周囲に可視結界が張られており、ロテン風呂の外側から女性たちの姿が見えないようになっている。

　キュートはいま、白濁した湯の中だから、大胆に両手両足を投げ出していた。ちょっとはしたないけど、鎖骨から下は体の影しか見えないし、なんだか手足を自由にひろげたい気分なのだ。

　そばで、巴ともえと百もも香かも湯に体を浸ひたしている。大きな岩に背をあずけ、気持ちよさそうに頰ほおを火ほ照てらせている様さまは、幸せのかたちをふたつならべたかのようである。

「黒姉様もくればよかったのになぁ」

　百香が、温泉であたたまった息を吐き出すようにつぶやいた。

「そうね」

　巴も、ほぅっと色っぽい、しかしどこか寂しげな息をつく。

　そうだった。地上には自分たちの帰りを待っている友達がいる。黒くろ媛ひめと、もうひとり……。その笑顔が……、脳裏に浮かんでこようとした瞬間、

「キュートしゃまぁ～！」

　バシャッッッン、と、いきなり湯が爆はぜた。だれかが、無作法にも温泉の中へ飛び込んできたのだ。

　顔にかかった湯を片手でぬぐい、キュートは犯人へ目をむけた。

　甲高い声と一瞬だけ見えた白い影から予想したとおり、鳥人族のパムだった。

　巴と百香が、汗を浮かべた顔を寄せてくる。

「綺き麗れいな羽毛」と百香。

「腕が、翼になっているの？　空を飛べるって、素敵ね」と巴。

「キュートしゃま、パムねぇ、おゆのなかでめぇあけられるんだよ？」

　自慢げにぺったんこの胸を張ったあと、パムが勢いよく湯に倒れ込む。再び、飛沫しぶきが四方に飛び散った。

「もうパム、ダメじゃない、みんなに迷惑よ」

　言っても、パムは湯から顔を上げようとしない。中で目を開けているかどうかなんて、まるでわからないのに……。

　数秒後、ごほげへぶべぇぇ、と小さな口から湯を吐き出しながら、パムが顔を上げた。

　そんなにがんばらなくても……。でも、だんだん楽しくなってくる。

「めぇ、あけたよ？」

　パムが、嬉うれしさを抑えきれない、といった感じで両翼をバタバタと動かすから、またまた湯が飛び散った。

　でもそれが、なんだか楽しい。巴が、顔に手をかざしながら笑っている。百香も、きゃあぁと嬉うれしそうな悲鳴をあげている。

　温泉に入り、一枚の衣服も身につけず、肌と肌で触れ合う時間がこんなに新鮮で楽しいなんて、新発見で大発見だ。

「ほらほら小鳥ちゃん、小公妹プリンセスにご迷惑でしょ」

　とうとつに湯の中から現れたのは、人魚族のシャミだった。深い胸の谷間を白濁した湯が流れ落ちる様さまは、とにもかくにも色っぽい。

「あー、シャミたんもきたのぉ？」

「申し訳ありません小公妹、その子ったら、静せい謐ひつの君がここに湯の池をおつくりになってからというもの、湯浴びを好むようになってしまって……かく言うわたしも、お湯の虜とりこになったひとりですが」

　キュートは思わず手を伸ばし、微笑ほほえむシャミの肩から肘ひじにかけて、指先でツツツーッと撫なでた。スッベスベだ。温泉効果？

「ぃやん、くすぐったいですわ」

　身をよじったシャミが、尾びれでパシャンと軽く水面を叩たたく。

「え？　おっきな魚がいるの？」と百もも香か。

「いまの、魚？　え？　え？」と巴ともえ。

「あ、紹介が遅れたわね。この子が、鳥人族のパム。そして彼女が、人魚族のシャミよ」

　キュートは、パムとシャミをそれぞれ紹介した。

「すご～い、人魚さんなんて初めてです！　握手して下さい」と百香がシャミの手を握った。巴も、キュートと同じくシャミの肌を撫でさせてもらい、感動してくれた。

　育ちも種族も違うのに、湯気の中ではどうしてこんなにも心を開けるのだろう。

　キュートはただただ、視界のあちこちで咲き誇っている笑顔を楽しんだ。





二章　シィちゃんビート







　ふぅわりふわふわな心地ここちを味わいながら、キュートはしばらく温泉につかっていた。

　ゆぅるりとした微風に湯気が流され……、ふと気づくと、すぐ近くにリイザの姿があった。つるっと光が流れる大きな胸が、ぷかぷかと湯に浮いている。

　そのむこうに、門番のマナとメナの姿も見えた。百もも香かや巴ともえとなにやら話しているようだ。身分の上下に関係なく温泉を開放しているところが、とてもリイザらしい。

　長い銀髪を頭の上にまとめ上げた静せい謐ひつの君が、湯の中を泳ぐようにキュートへ近づいてきた。

「温泉、気持ちいい？」

　上品な微笑ほほえみとともにたずねられ、キュートは素直にうなずいた。

「そう？　風熱鳥を眠らせておいてよかったわ」

「風熱鳥って、すっごく気性が荒いって聞いたことあるけど、大丈夫なの？」

「ふふ、意外と可愛かわいいのよ」

　リイザが、笑みをひろげる。

｛静謐なる禍わざわい｝にとっては、いかなる脅威や猛威であっても、「可愛い」のひと言ですむ。

　ずっとずっとずぅーっと彼方かなたに住まう姉。上位魔族の中でも、さらにぐぐぅーっと上位に座しているフォンターナ家の三女、リイザ。そんな彼女が、キュートと肩を寄せ合い、温泉を楽しんでいる。

　これまで、幾度となく抱き締められた。キスもされた。手をつないで歩いたことなど、数えきれない。豊む乳ねの感触など、肌が覚えているくらいだ。

　でも、こうやって肩をならべ、ふたりでのんびりと湯につかるのは初めてだった。

「あなたに喜んでもらえて、よかったわ」

　リイザの言葉が、じぃんと心の内側に染み入ってくる。温泉のエキスといっしょに、じぃん、じぃん、じぃん、と。

　不覚にも、魔界へ帰か省えりたくなった。

　そんな思いに追い打ちをかけるように、リイザが言った。

「魔界が恋しくなったんじゃない？」

「……うん、まあ、恋しくないって言えば、それは、噓うそになるけど」

　リイザの表情が、パッと輝いた。

「そうよね？　あなたは魔界人なんだから、魔界で生活したほうがいいに決まってるわ。だったらこのまま……」

「でも、あたしは人間界へ勉強しにきたんだもん。そう簡単には帰れないわ」

「も、もちろんお勉強も大切よ。でもね、魔界にいても人間界のことは学べるでしょ？」

　キュートは、リイザの整った顔を見上げた。

「自分の肌で感じなきゃ、本当に学んだことにはならないって、そう教えてくれたのはリイザお姉様よ」

　昔、自分に手取り足取り魔術を教えてくれていたときの、それが彼女の口くち癖ぐせだった。

「もう十分、人間界を感じることができたんじゃないかしら？」

　キュートの脇わきの下に、なにかが滑り込んできた。リイザが、湯の下で腕を伸ばしてきたらしい。そしてそのまま、やさしく、力強く、胸に抱き寄せられた。

　姉の胸に頰ほおを押しつける。すると、温泉効果と相まって、体の中からほかほかがあふれ出してきた。

　幼い頃ころを思い出す。むか～し昔、自分がヨチヨチ歩きだった頃……。

　リイザはいつも、そばにいてくれた。抱き締めてくれた。頭を撫なでてくれた。頰を擦すり寄せてくれた。髪をといてくれた。見守っていてくれた。あたたかく、あたたかく。

「魔界へ帰ってらっしゃい」

　リイザの甘すぎる声が、耳に心地ここちいい。

　魔界へ帰るのも、悪くないかも。

　でも……、人間界で学ぶことが、まだまだたくさんある。友達だって……。

　友達？　黒くろ媛ひめに……、巴ともえに……、百もも香かに……、あともうひとり……。

　──理り刀と

　湯気のむこうから、理刀の笑顔がじわ～っと浮かび上がってきた。

　キュートは、体がとろけてしまいそうな快感をようやく押し退のけ、リイザの胸から顔を上げた。そして、澄んだ空色の瞳ひとみを前に笑みを浮かべる。

「あたし、がんばるから。人間界で、もっともっとがんばってみせるから」


　　　☆☆☆



　理刀は、黒媛といっしょに駅前の大通り沿いにある喫茶店へ入った。もちろん、シィちゃんも。

　当然、『ペットＯＫ』という立て看板が出ていたから、シィちゃんも店内へ連れて入ったわけだが……、これも当然というか、店員と客に目をむいて驚かれた。

　マンションから喫茶店へむかう途中でも、理刀たちは……、正確にはシィちゃんが、道ゆく人の注目をガンガンに集めまくった。ケータイで写真を撮られたのも、一度や二度ではない。

　だから、店員や客の反応は予想できたのだが……。彼らが、迷惑そうな目をむけてくる。中には、怯おびえを含んだ視線もあるようだ。

　魔界からの動物輸入には、厳しすぎるほどの規制がかけられているらしい。そのため庶民には、魔界生物を目にする機会などほとんどないのが現状である。

　だから、いきなり目の前にドラゴンが現れても、ピンとこないのだろう。珍しいというよりも先に、危険や恐怖を覚えるのかもしれない。

　店内には六つの丸テーブルが置かれ、そのうちの五つは、すでに埋まっていた。三匹ほど犬の姿も見える。ミニチュア・ダックスが二匹。ゴールデン・レトリバーが一匹。

　三匹の犬たちが、シィちゃんを見ていっせいに尻尾しつぽを振り始めた。それでも飼い主ぬしたちの視線は、どこか刺とげ々とげしいままだ。

　黒くろ媛ひめが、周囲の視線を気にする様子もなく、空いたテーブルにさっさと腰を下ろした。

　理り刀とも、黒媛に倣ならって腰を下ろす。それでも、彼女のように堂々とはできず、どこか居い心地ごこちの悪さをぬぐいきれない。

　メニューを脇わきに挟み、トレイに水の入ったグラスをふたつのせた若い女性店員が、怖々と理刀たちのテーブルへ近づいてくる。

　他ほかの客たちが、店員への同情と理刀たちへの反感を表情に滲にじませ、それでも、シィちゃんの一挙手一投足を好奇の目で窺うかがっているのがわかる。

　理刀は、周囲の視線を懸命にはね除のけながら、テーブルの横で大人おとなしく立っているシィちゃんの頭を撫なでた。

　すると、シィちゃんが少しばかり面白い芸を披露してくれた。

　テーブルを両の前足で軽く叩たたき、トン、トン、トトトンとリズムを刻んだのだ。

　理刀は、黒媛と顔を見合わせた。

　トン、トン、トン、とシィちゃんが楽しそうにテーブルを叩く。まるで、小さな子供が、オモチャの太鼓を叩くように。

　トン、トン、トトトン、トン。

　たったそれだけで、まず最初に女性店員の表情がやわらいだ。唇が、明るい笑みのかたちになっている。周囲の客たちからも、硬さが消えていくのがわかる。

　すぐに黒媛が、いっしょになって指先でテーブルを叩いた。

　トン、トン、トン、トトトン、トン。

　するとすぐに、シィちゃんも同じリズムでテーブルを叩く。

　トン、トン、トン、トトトン、トン。

　黒媛が叩き続ける。

　トトトン、トトトン、トトトントン。

　シィちゃんがすぐにこたえ、彼女とリズムを合わせる。

　トトトン、トトトン、トトトントン。

　トトトン、トトトン、トトトントン。

　いつの間にか、黒媛とシィちゃんのリズムが重なり合っている。

「ふむ、シィちゃんは音に対する反応とリズム感が鋭いな」

　黒くろ媛ひめが、わずかに目を見開いた。

　理り刀とはまた、シィちゃんの頭をぐりぐりと撫なでた。

「シィちゃん、すごいじゃないか」

　にゃあぉ、とシィちゃんが、理刀と黒媛を交互に見やりながら、喉のどの奥で鳴いた。猫のような愛らしいその声で、またさらに店内の雰囲気が明るいものになる。

　隣のテーブルにいるゴールデンや、むかいのテーブル下にいる二匹のミニチュアたちが、シィちゃんから目をそらさず、ずっと尻尾しつぽを振っていることもあり、店内の空気が急速にやわらかくなっていく。

　水を持ってきた店員に注文を聞いてもらったあと、すぐに隣のテーブルから声をかけられた。ゴールデンの飼い主ぬしだ。

「その子、お名前は？」

　六〇になるかならないか、くらいだろうか……、品のいい薄緑色のワンピースを着た女性だった。身なりはきちんとしているが、スッピンで白髪交じりの髪もあまり整えていないため、どこか疲れているように見える。

「シィっていいます。本当の飼い主は、別の人なんですが……」

　理刀のこたえに、女性が「そう？」と小さく首を傾かしげた。

　まさか、本当の飼い主が｛魔界の至宝スキユース・フオンターナ｝だとは言えない。ビックリされるか、噓うそつきだと思われる。

「そちらの子の名前は？」

　黒媛が、すぐに同じ質問を返す。

　女性が、ゴールデンに目を落とした。どこか遠くのものを見ているかのような表情が、理刀は少しだけ気になった。

「ジーナっていうの。フルネームは、三みツつ瀬せジーナ」

　三ツ瀬ジーナということは、女性の名前が三ツ瀬なのだろう。

「女の子ですね？　綺き麗れいな目……」

　黒媛が、ジーナの顔を見下ろした。

　ちゃんとブラシを入れているらしく、ジーナの毛並みはツヤツヤに光っている。三ツ瀬は、自分の化粧よりも飼い犬のお洒落しやれに気をつかう女性のようだ。

　三ツ瀬が、黒媛とジーナを交互に見つめている。と……、

「おふたりは、お散歩デートかしら？」

　不意の質問に、理刀は手にしていたコップの水をこぼしそうになった。

　自分と黒媛が恋人に見える？　あの｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝と……、自分が？

　返答に迷っている理刀のむかい席で、黒媛がわずかに眉まゆを上げる。

「デート？　う～ん、デートというよりも、友達同士で仲よくお昼を食べにきた、といった表現のほうがピッタリきますね」

　狼狽うろたえる様子もなく、三みツつ瀬せに落ち着いた笑みをむけた。とても彼女らしい対応である。

　理り刀とは内心で、ふーっと息をついた。お散歩デートかしら？　なんて訊きかれると、ついつい黒くろ媛ひめが女の子であることを意識してしまう。

「ジーナとゆっくり食べる昼食は、楽しいでしょうね」

　黒媛が会話をつなげてくれるから、初対面の三ツ瀬とも気まずい雰囲気にはならない。

　三ツ瀬のテーブルには、コーヒーと半分ほどなくなったサンドイッチが置いてある。もし理刀だったら、とても足りない量だ。

　口紅さえ塗っていない三ツ瀬が、愛犬ジーナを見下ろし、ため息のような笑みをもらした。

「この子とは、いつもいっしょなの。一日中いっしょだから、楽しいとか楽しくないとか、意識しなくなったわね」

「可愛かわいがってらっしゃるんですね」

　黒媛の言葉に、三ツ瀬が力のない笑みを乾いた唇にのせた。

「この子を可愛がっていたのはダンナのほうで、わたしは……どちらかといえば動物が苦手だったの。いまも正直、苦手。この子、大きいし、よく食べるし……恥ずかしい話だけど、わたしこの年になるまで、ちゃんと動物を育てたことがなかったから」

　理刀は、三ツ瀬の言葉が気になった。

　旦だん那ながジーナを可愛がっていた、と彼女は過去形にした。ということは……。

　黒媛も同じことに気づいたのだろう、眉まゆ根ねに小さなしわを寄せたまま、会話を続けようとしない。

　三ツ瀬が、ジーナの頭に手をのせた。

「ダンナは、朝はマジメすぎるサラリーマンで、夜は陽気なお酒好きだったわ。毎晩、ジーナを相手に晩酌してたのよ。わたしはいつも、ダンナとジーナの肴さかなをつくってばかりだったけど、それでも、毎日が……」

　旦那さんは？　というノドまで出かかった質問を、理刀はゴクッと吞のみ込んだ。訊いてはいけないような気がしたからだ。

　黒媛も、無言のまま三ツ瀬とジーナへ交互に目をむけている。

　シィちゃんは、理刀の横に立ったまま店内や他ほかの客や三ツ瀬やジーナをそれぞれ物珍しそうに眺めているだけだ。

「あ、ごめんなさいね。こんな話、わたしったら……」

　三ツ瀬が、顔の前で軽く手を振り、理刀と黒媛に笑顔をむけた。

　それに対し、黒媛も笑顔を返す。

「いえ、ジーナは、ご主人に愛されて幸せだったはずです。もちろん、いまもそうです。犬を見れば、それがわかります。愛されている子は、幸せそうな顔になりますから」

「そうかしら？」

「はい」と力強くうなずいた黒くろ媛ひめから目をそらし、三みツつ瀬せが細すぎる左手首に巻いた腕時計に目を落とした。そしてすぐに、

「ごめんなさいね、そろそろ散歩の時間だから……ジーナにはまだ、ダンナの愛が残ってるんだと思うわ。亡くなってから、三ヶ月も経たってないから」

　とても寂しいことを言っているはずなのに、彼女の瞳ひとみは穏やかだった。化粧気がまるでない疲れたような顔のどこにも、痛みは感じられない。

　それでも理り刀とには、三ヶ月ほど前に夫を亡くしたという三ツ瀬が、無理をしているように見えた。

　大切な存在を喪うしなったあと、ジーナとともに生きていく日々の中で、いったい彼女はなにを得て、なにを失っていったのだろう。

　すごく会いたい人に会いたいときに会えず、声さえ聞けない生活。

　自分にとって大切な存在となった人の笑顔が、永遠に喪われた生活。

　計り知れないな……、と理刀は思う。

　表情に寂しさを出していないから、彼女は寂しがってはいない、という捉とらえ方はあまりに短絡的すぎる。見せないからこそ、深い寂しさもあるはずだ。悲しさだって。

　大きなお世話かもしれないが、少しでも笑わせてあげられたら……、ほんのわずかでも寂しさを癒いやしてあげられたら……、理刀はそう思った。

「それじゃあ」

　三ツ瀬が、伝票を持ってレジへむかった。テーブルの上にはまだ、カップに三分の一ほどのコーヒーとサンドイッチが半分も残っている。

　店員と話している最中、彼女が一度こちらを振り返って軽く手を振ってきたため、理刀と黒媛は同時に頭を下げた。

　その後、理刀は注文したクロワッサンとチキンのサンドイッチをシィちゃんと半分ずつ分けたあと、「それだけじゃ足りないだろ？」と黒媛からタマゴサンドをもらい、腹六分程度で昼食を終えた。

　そしてレジへ立ったとき、店員から知らされた。「お会計は、もう頂いています」と。

　理刀と黒媛が喫茶店を出ても、もちろん三ツ瀬の姿があるはずもない。


　　　☆☆☆



　温泉で日々のストレスを綺き麗れいサッパリ洗い流し、たっっっぷりと肌にエキスを染み込ませたあと、薄手のローブをまとっただけの格好で、キュートは静せい謐ひつ宮きゆう直属のメイドたちから別室へ案内された。もちろん、巴ともえと百もも香かもいっしょに。

　そこで、よくわからないものを全身に塗られ、首や、肩や、腕や、背中や、腰や、太ももや、ふくらはぎや、足の裏を丹念にじっくりとマッサージしてもらい……。

　なんだか、クスクスと笑い出したいような気分になってくる。心地ここちよさが、ジワジワと体の芯しんからひろがっていく。

　とっっっても、カ・イ・カ・ンで……、いつの間にか、微睡まどろんでいた。そして、

「小公妹プリンセス、終わりました」

　静かな声に起こされたあと、体が軽くなっていることに気がついた。

　見ると、爪つめもすべて磨き込まれている。甘皮が削り取られ、かたちを整えられ、艶つや光っている。まるで一〇個の宝石のように。

　頰ほおにかかる銀髪も、いい香りを漂わせている。毛の一本一本が輝いています、といった仕上がりにキュートは思わず感嘆の息をもらした。

　隣のベッドからカーテン越しに、

「素敵ですぅ！」

　百もも香かの上機嫌な声が聞こえてくる。

　彼女も、キュートと同じように全身を磨き込んでもらったのだろう。

　肌も髪も爪も心も綺き麗れいになって、友達にも喜んでもらえて……。

　最高の気分。




　全身を綺麗にしてもらったあと、キュートたちはすぐにまた別室へ案内された。

　三人のメイドたちについて部屋へ入るなり、百香が真っ先に驚きの声をあげた。

「わぁっ！」

　ツヤツヤの黒髪に光の輪を浮かべた彼女が、キョロキョロと周りを見回しながら、部屋の中へ入っていく。

　白い肌がより透明になった巴ともえも、目を大きくして部屋の中にぶら下げられているものを眺めている。

　案内されたのは、巨大な衣装部屋だった。

　部屋の左右には、様々な種類の衣装が奥までずらりとならんでいる。一〇〇〇着はあるかもしれない。

「小公妹のサイズは存じております。あと、ご学友のお二方のサイズも、失礼ながら先ほど測らせていただきましたので、お好みのお召し物を仰おつしやっていただければ、同じサイズのものをすぐにご用意させていただきます」

　メイドたちが、恭しく頭を下げる。

　キュートは、ずら──────────っとぶら下がった衣装を見て、大きく眉まゆを上げた。これだけ多いと、好みのものを選ぶのもひと苦労である。

「どれがいいかなぁ？」

　百もも香かが、人差し指で下唇をいじりながら、衣装を眺めている。

　巴ともえは早くも適当な服を手に取り、壁にはめ込まれた鏡にむかい、自分の体に合わせ始めている。

　よし、とキュートが衣装のひとつに手を伸ばしたそのとき、

「小公妹プリンセスのお召し物は、こちらにご用意してあります」

「え？　あたしだけ？」

「静せい謐ひつの君からのリクエストがございまして……」

「リイザお姉様から？」

　いつの間にか、六人のメイドたちがキュートのそばに控えている。

「はい、小公妹には、特別にリイザ・チョイスの衣装を着せてあげてほしい、というのが静謐の君の強いご要望です」

「もうっ、リイザお姉様ったら……で、どんなヤツなの？」

　衣装を選ぶ楽しみがなくなったが、あんまり腹は立たない。リイザのお陰で、いまこんなにリラックスした気分を味わうことができているのだから。

　メイドのひとりが両手で捧ささげ持ってきた衣装は、全身これフリフリ、といったものだった。地色はピンクだが、うっとりするような刺し繡しゆうがまんべんなく施されている。フリフリそのものにも、咲き誇る花が刺繡されているから、ひと目でつくり手が誠心と誠意を練り込んだ衣装であることがわかった。

　むこうでは、百香や巴がメイドたちに手伝ってもらい、さっそく着替えに取りかかっている。女同士だから、別室でお着替え、ということはしない。

「それじゃ、これを着てみるわ」

　キュートのひと言で、メイドたちがいっせいに動いた。

　ひとりが、キュートのローブを流れるように脱がし、瞬く間に一糸まとわぬ姿にしてしまう。

　自信なんかまるでない胸や腰やお尻しりや足や……、早い話、右も左も上も下も、それどころか表も裏も、すべてがメイドたちの目に収められていく。

　魔界でも人間界でも、着替えは自分ひとりでやっていたキュートだから、こんな公爵家では当たり前の習慣が、ちょっとばかり恥ずかしい。

　ドキドキドキッと心臓が波打つが、それでも公爵家の血族として、顔が紅あかくならないよう、懸命に動揺を抑え続ける。

　近くからは、

「きゃあぁ、くすぐったいですぅ」

「あ、あの、そ、そそそそそ、そこは……そのぅ……あ、ぃゃぁん」

　百香と巴の裏返った声が聞こえてくる。彼女たちは当然、爵位持ちの家で生まれ育ったわけではないから、こんな着替えには慣れていないはずだ。

　キュートは、メイドたちに頼まれるまま手足を動かし、されるがままに身を任せた。

　ドレス用の下着を身につけ、腰を締めつけられ、袖そでに腕を通し、胸にわずか、というか大量に詰め物をされ──ちょっと癪しやくに障さわったが──背から腰にかけて強く紐ひもを結ばれた。

　そして、目の前に大きな鏡を用意される。

　先日の《星影祭》でもドレスを着たが、これはまた違った雰囲気のものだった。

　大きく開いた胸元、その周りを彩いろどった絡まる蔦つたを模した刺し繡しゆうが、色っぽさと可愛かわいらしさ、その双方の魅力をあますところなく引き出している。

　男性の視線を惹ひきつけるための胸元、そして同性の羨せん望ぼうを集めるための胸元。つまり、キュート自身も心を奪われそうになる胸元が演出されている。

　その他ほかの部分も、申し分ない。でも、スカートがちょっと、いやかなり短いような……。このままだと、わずかに足を上げただけで、その、見えてしまうかもしれない。

「人間界における伝説の衣装だと、静せい謐ひつの君が仰おつしやっていました」

　横に控えたメイドが、どこか誇らしげに鏡の中のキュートへ視線を投げてくる。

「伝説の衣装？」

「はい、人間界における聖地、アキーバから全世界へ急速に波及した衣装だと聞き及んでおります。これを身につけると、殿方の関心を一身に集めることができるとかできないとか……」

「ふぅ～ん」

「わたしどもが身につけておりますメイド服の進化型、とお考えになっていただければよろしいかと思います」

「つまりこれ、メイド服なの？」

「左様でございます。しかしながら、あくまでもメイド服を基本型としながらも、全体のシルエット、色調、フリルの分量と配置、衣装に込められた魂、その他様々な要素をグレードアップさせたものでございますので、わたしどもの服とはすでに次元が異なるものとなっております」

　メイドの声が、だんだん熱っぽいものになってくる。必死に表情を消しているようだが、メイド服への愛がよほど強いのだろう。

　キュートはあらためて、鏡の中の自分と見つめ合った。

　自分で言うのもなんだが……、確かに可愛い。気持ちが軽くなる。

　鏡には映っていないが、もしかしたら翼が生えたのかもしれない。気持ちだけじゃなく、体もさらに軽くなっているから。いまにも飛べそうだ。

　見てもらいたいな……。ふと思った。でも、だれに？

　見せたいな……。また思った。でもでも、だれに？

　リイザ？　百もも香か？　巴ともえ？　……、えっと……、………？　人間界で待ってくれているのは……、黒くろ媛ひめ？　ん？　あれ？

　だれかが、頭の奥で笑っている。あ、あ、そうだった。

　──理り刀と

　春日かすが理刀。『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者。人間界で初めて友達になった男の子。

　彼の顔が、脳裏に浮かび上がってくる。だがすぐに、胸が苦しくなった。

　どうして、理刀のことをすぐに思い出せなかったのだろう。

　楽しくて、気持ちよくて、すっかりと頭の中から抜け落ちていたようだ。

　後ろめたさや寂しさや悲しさの波紋が、じわわわ～んと体の隅々へひろがって……。

「キュートさん、どうですか？」

　とうとつに、百香がキュートの視界に飛び込んできた。

　彼女が身につけたのは、可愛かわいらしさを前面に押し出したドレスだった。

　青で統一し、全体的にふんわり感を強調したものである。まるで、魔界のディル島に数多く見られる、女王花の精のようだ。

「百香ちゃん、とっても可愛いわ」

「キュートさんも可愛すぎですぅ。わぁ、胸元なんか素敵すぎですね。男の人が、目のやり場に困っちゃいますよ」

　青いドレスの輝きに加え、ニコ～と百香が明るく笑う様さまは、まさに妖よう精せいそのものである。

　そんな百香が、キュートの後方へ目を移した。

「ほら、巴ちゃんもすっごく綺き麗れいなんですよ」

　振り返って、キュートは思わずため息をもらした。

　巴が、胸の前で両手の指を絡めながら、頰ほおを紅色に染めて立っている。

　上から下まで、体にピッタリとしたシックな薄うす紅べに色のドレスだった。無駄な装飾がほとんどないため、プラチナのネックレスがいつもより輝いて見える。

　線の細い巴だからこそ着こなせるドレス、といったところだろうか。足首から太もものつけ根まで入っているスリットが、なんとも色っぽい。歩くと、白い肌がチラチラ覗のぞくようになっているようだ。大おお股またで歩けば、チラチラどころではなくなりそうだけど。

　キュートと百香の視線がスリットへ集まっていることに気づいた巴が、さらに頰を染めた。おでこから首筋まで、真っ赤になっている。

「あの、どう、かな？」

「巴ちゃんも、キュートさんも、素敵すぎぃ───っ！」

　はしゃいで両手をひろげる百香も、可愛らしすぎる。

　メイドたちが、キュートの後ろに集まってきた。その中のひとりが、

「お三方とも、お綺麗でございます。それでは、次に御髪おぐしのほうを整えさせていただきますので、あちらの部屋へどうぞ」

　まだ次があるようだ。

　どうせだから、最後までやってもらおう。

　キュートは、百もも香か、そして巴ともえへうなずいた。

　彼女たちも、頰ほおをゆるめてうなずき返してくれる。

　三人で、きゃあきゃあと言葉を交わしながら、次の部屋へ歩き出す。

　ん～と？　さっき、なにか思い出していたような気が……。

　ん～と？　ん～と？　ま、いいか。それほど大切なことじゃないのだろう。


　　　☆☆☆



　喫茶店を出たあと、理り刀とと黒くろ媛ひめはシィちゃんを連れて近くの公園へ足を運んでいた。

　大きな池の周りに二キロ以上もの遊歩道がつくられた、都会のオアシス的な場所である。

　遊歩道の両りよう脇わきには、シートや布などをひろげて小物を売っている人たちが、ずらりとならんでいる。

　店の小物は様々だ。

　手作りのカード、写真、絵葉書、ぬいぐるみ、アクセサリー、自作の詩、などなど。

　他ほかにも、歌っている人、楽器を演奏している人、風船を使って芸を披露している人、と様々な人たちで賑にぎわっていた。












　そんな場所だから、予想していた通り、というか予想以上にシィちゃんが目立った。

　子供が触りにきたり、散歩中の犬が寄ってきたり、女子高生に記念撮影をせがまれたり、すれ違う人たちに次々と話しかけられたりで、一〇メートル進むのもひと苦労だった。

　公園にきたのは考えなしだったか？　と理り刀とは黒くろ媛ひめと顔を見合わせ苦笑いを浮かべた。

　シィちゃんは、どんなに触られても、周囲で騒がれても、大人おとなしく理刀の隣を離れようとしない。体だけでなく、気持ちも随分と成長したようだ。

　そんな中、

「ひぉわっ！」

　いきなり、黒媛が奇声をあげた。

「ん？」

　にゃ？

　直後、顔を強こわ張ばらせた彼女が、理刀に体を押しつけてくる。

「ど、どうしたの？」

　大きな胸のムニュな圧力にドキドキしながら、理刀は黒媛の硬い視線をたどり、道端にひろげられたシートへ目をむけた。

　巨大な昆虫たちが、ところ狭しとひしめき合っている。

　クモ、ムカデ、クモクモクモ、ムカデムカデムカデ、ところどころゴキブリやカブトムシやクワガタやトンボやモスラが交ざっている。

　ぜぇ～んぶゴムのオモチャだ。

「オモチャ？」

　理刀の言葉で、黒媛がサッと体を離し、コホンと咳せき払ばらいをする。

「ま、まぎらわしいな。どうしてあそこまで精巧につくるんだ？」

　少しばかり怒っているようだが、照れ隠しのようにも見える。

　ゴムのオモチャを興味深げに見下ろしていたシィちゃんの手を引き、理刀は再び歩き出した。黒媛も、ならんで歩き出す。

　理刀は、黒媛の横顔へチラリと目をむけた。

「亜あ威いさん、虫、苦手なの？」

「実を言うと、すっごく苦手なんだ。足が多いヤツとか、イモムシとか……ああ、ダメだ。想像してしまった」

「ふぅ～ん」

｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝が虫嫌いだったなんて、正直驚いた。ダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】でもやっぱり女の子なんだな、と新鮮な気持ちになる。

「こんな公園で虫のオモチャをならべて、商売ができるのか？　明らかに需要と供給のバランスがとれていないと思うんだが」

　眉まゆ根ねに微かすかなしわを寄せ、黒くろ媛ひめが文句にも聞こえる言葉をもらす。

　そんな様子が、なんとなく可愛かわいい。

　凛りん々りんと黒髪をなびかせ、己を律することをいとわず、他ほかの生徒たちの模範となっている亜あ威い黒媛。

　これが、黒媛と知り合う前に理り刀とが抱いていた｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝に対するイメージである。

　でもそれは先入観でしかない。

　彼女が持つ｛蛇髪女の眼｝という厳いかつい異名から、そしてダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】であるという動かせない事実から、周囲が勝手につくり上げた亜威黒媛像なのだ。

　確かに、彼女は凛りんとしている。格好いいと言ってもいい。でもそれは、彼女の外側でしかない。

　本当の亜威黒媛は、少女的な内面を持つ女の子だ。

　それを知ることができた。

「虫を見ると、自動的に鳥肌が立つんだ。なんだか体も重くなるし、気分だって悪くなる。これはもう、本能的なものだな」

　困ったものだ、とつぶやきながら、さして困った表情も見せず、黒媛がシィちゃんの首筋を撫なでた。

　にゃあ～、とシィちゃんがそれにこたえる。

　そのときだった。

「すみません、『ペット自慢コンテスト』に出場しませんか？　いえ、出場して下さい！」

　不意に、短髪の女性が、理刀と黒媛の歩みを妨害するかのように、横から飛び出してきた。年齢は、二十代半ばくらいだろうか。

「ペット自慢？」

　理刀は、隣のシィちゃんへ目をむけた。

「コンテスト？」

　黒媛も、シィちゃんへ顔をむける。

　短髪の女性が、大きくうなずいた。

「はい、テレビにも映りますよ！　ぜひぜひ、そのドラゴンといっしょに参加して下さいませんか？　お時間は取らせませんから、お願いします！」

　深々と頭を下げられた。

　どうやら、テレビのＡＤかなにからしい。

「面白そうじゃないか」

　黒媛が、シィちゃん越しに理刀の肩をポンと叩たたいた。虫のオモチャのことは、すでに頭の中から吹き飛んだのだろう、瞳ひとみをキラキラさせている。

　理刀は、シィちゃんの頭を撫でながらたずねてみた。

「コンテスト、出てみる？」

　にゃあぁぁぉ！

　力強い鳴き声が返ってきた。が、本当にわかっているのかどうか疑問である。

「お願いします！」

　女性が、さらに深く頭を下げた。

　にゃあぉ！　とシィちゃんが、翼をバサバサと動かした。

「考えるな、こんなときはまず行動だ」

　シィちゃんも黒くろ媛ひめも、参加する気十分のようだ。




　理り刀とたちは、公園の広場につくられた野外ステージの裏手に連れてこられた。

　ペットといっしょに、たくさんの人たちが集まっていた。ペットのほとんどが、犬のようだ。

　小型犬、中型犬、大型犬。犬以外に、猫を抱いている人がちらほら。中には、肩にオウムをのせている人もいる。

　うるさく吠ほえていた犬。その声に怯おびえていた猫。落ち着きのなかったオウム。そのすべてが、シィちゃんの登場でピタリと騒ぐのをやめた。

　飼い主ぬしとペット、そのすべての視線が理刀たちに集まってくる。

「ドラゴン？」

「うおっ、初めて見た」

「意外と可愛かわいくない？」

　様々な声が聞こえてくる。

　なんとなく恥ずかしい。

　そんな中、ひとりの男性が歩み寄ってきた。歳としは三〇半ばくらいだろうか、まぶたの厚い、どこかいやらしそうな顔をしている。連れているのは、体の線が細い、犬界のイケメンといった感じの大型犬だ。

「ドラゴンって、いくらぐらいするの？　五、六〇〇万じゃきかないでしょ？」

　明るい声だが、挨あい拶さつ代わりにシィちゃんの値段をたずねてきたのには驚いた。

　黒媛が、整った眉まゆをわずかに寄せた。

　理刀は、彼女のように控えめなことはせず、あからさまに嫌な顔をしてやった。

　だが男は、理刀たちの反応に気づきもしない様子だ。相手の表情や場の空気を読めない体質なのだろう。

「ＢＭＷとか買うより高いんじゃない？　ボクのボルゾイ、ナポレオンって名前なんだけど、こいつは一二〇万ちょいなんだ。ドラゴンと比べたらお安いでしょ？　一二〇万じゃ、ポンコツ車しか買えないしね」

　犬の価値は値段か？　そう言ってやりたかったが、理り刀とは代わりに、

「ご想像にお任せします」

　とだけ言ってやった。

「ボルゾイ……ロシアン・ウルフハウンドはやっぱり気品がありますね。大人おとなしいし、吠ほえないし、それに体も丈夫だし」

　黒くろ媛ひめも、明らかに社交辞令とわかる口調で言ったあと、男ではなく、彼が連れているボルゾイに微笑ほほえみかけた。

「キミ、ボルゾイに詳しそうだね？　興味あるの？」

「ええ、うちに三頭いますから」

「え、三頭も？　は、はは、すごいな。さすが、ドラゴンを買えるだけはあるね」

　男の笑顔が、微妙に引きつっているのがわかる。

「この子、ボクらのペットじゃないんですよ。知り合いから預かってるだけなんです」

　理刀は男へ顔をむけないまま、シィちゃんの首筋を撫なでた。

　シィちゃんが、にゃあぁぁと理刀の胸に顔を擦こすりつけてくる。甘えるような仕草が、とても可愛かわいい。

「へぇ、そうなの？　ドラゴンだと、なんの芸ができなくても、コンテストで高得点が稼げそうだね。こりゃあ、ナポレオンのライバルになるな。どうか、お手柔らかにね」

　男の言葉に腹が立ったが、理刀は口を開かなかった。言い返したところで、こちらが嫌な気分になるだけである。

　黒媛も同じ考えのようだ。唇を閉じたまま、別の方向を眺めている。

　と、声が聞こえてきた。

「えー、皆様。本日はお暑い中ご足労いただきまして、ありがとうございました。あー、それでは、さっそくコンテストを始めたいと思います。先ほどお配りしたカードの順番で、ステージにお上がり下さい。えーと、まず、一番の方、お願いします。他ほかの方々は、あちらのテントにお飲み物をご用意してありますので、ごゆっくりとお待ち下さい。順番がきましたらお呼びしま～す」

　理刀たちに声をかけてきたＡＤの女性が、出場者たちを取り仕切っているようだ。

　それはいいが、理刀たちはカードをもらっていない。でもまあ、待っていれば迎えにきてくれるだろう。

　そう思い、理刀は他の参加者やボルゾイの飼い主ぬしの背を追うようにテントのほうへ歩き出した。と、後ろから肩をつかまれた。

「おい春日かすが、わたしたちはコンテストの競技内容を知らないんだから、先に発表している人たちを見学しないか？」

　振りむくと、黒媛のウインクが目に飛び込んでくる。

「よっしゃ、シィちゃんいこう」

　にゃあぁ

　反対する理由なんかないし、見学を禁止されてもいない。

　理り刀とと黒くろ媛ひめは、舞台横に張られた垂れ幕に近づくと、その合わせ目を少しだけめくって舞台上を覗のぞき見た。

　テレビカメラが、二台。照明に、集音マイク。客席はすべて埋まっており、その周りにも、立ち見の人がひしめき合っている。二、三〇〇人はいそうな感じだ。

「けっこう、お客いるね」

「やりがいがありそうだな」

　黒媛の瞳ひとみが、キラン、と輝いた。こういったシチュエーションに燃えるタイプらしい。

　ところで、ＡＤの女性が『ペット自慢コンテスト』とか言っていたが、いったいなにを自慢するのだろうか？

　舞台上では、テレビで見たことのある女性タレントが、マイクを手に参加者を紹介している。最初の出場者は中年女性で、ペットはトイプードル。ぬいぐるみのようにカットした茶色の毛が、とっても愛らしい。

　等間隔にならべられた一〇個ほどの木箱を、トイプードルが渡っていく。それも、後ろ足で立ったまま。なかなかレベルの高い芸である。

　なるほど……、『ペット自慢コンテスト』の中身が見えてきた。どうやら、ペットの芸の完成度を競うコンテストのようである。

　理刀は、後ろで大人おとなしくしているシィちゃんへ肩越しに声をかけた。

「シィちゃん、なにか芸とかできる？」

　にゃあああああおっ！　と少しばかり威勢のいい鳴き声が返ってくるが、そもそも『芸』というものがわかっているのかどうか、怪しいものである。

　黒媛が、クスッと笑いながらシィちゃんへむき直った。

「シィちゃんは、そのままでも十分インパクトがあるからな、翼をひろげたり、飛んでみせるだけでウケるんじゃないか？」

　にゃあお！　とシィちゃんが、勢いよく翼をひろげた。なかなかの迫力だ。

「よし、そこで、空にむかって炎でも吐けば……」

　ゴオォッ！　シィちゃんが、遠慮がちに炎を吐き出した。翼をひろげて炎を吐く様さまは、まさにドラゴンそのものである。

　黒媛が、シィちゃんの手を取った。

「本番もその調子だ」

　にゃあああお！

　お任せ下さい！　とでも言っているかのように、シィちゃんが前足をバタバタと上下に動かした。

「だからぁ、ドラゴンは反則だろって、何度も言わせんなよ！」

　いきなり、怒鳴り声が聞こえてきた。

　理り刀とは、心持ち身構えながら声の出所を探したが、周囲に人の姿はない。

「だいたいドラゴンなんて珍獣、立ってるだけでウケるんだからさ、そんなんじゃ芸とは呼べないだろ？」

　また、声が聞こえた。

　どうやら、舞台裏にとめられたミニバンの裏で、だれかがシィちゃんの出場に対して文句を言っているようだ。

「審査は厳正に行いますので」

　女性の声が、それにこたえている。

「本当に頼むよ。ペットの種類じゃなくて、ちゃんと『芸』を見てもらわないと、こっちも出場した意味がないからさ。それと、ついでに言っとくけど、お宅んとこの局長と次長、ボクのオヤジと知り合いだから、そこんとこよっく覚えといて」

「は、はいぃ」

「いくぞ、ナポレオン」

　ミニバンの裏から出てきたのは、先ほど理刀たちに話しかけてきたボルゾイの飼い主ぬしだった。こちらに気づかず、テントのほうへ歩み去っていく。女性ＡＤもいっしょに。

　ふたりの背を見送りながら、

「腹が立っているのは、わたしだけか？」

　黒くろ媛ひめが、ボソリとつぶやいた。

「いや、オレもムカついてる。あのボルゾイ野郎をぶん殴ってやりたい」

「ふむ、暴力はよくないな。せっかくのコンテストだ。テレビ局の女性も、厳正な審査を行うと言っていたことだし、ここは正々堂々と『芸』での勝負といこう」

「よっしゃ魅せてやれ、シィちゃん！」

　にゃあっ！　シィちゃんが鋭く鳴いた。

　それでもやっぱり、可愛かわいらしいのだが……。




　ボルゾイの飼い主は、言うだけあって自分の犬に素晴らしい芸を仕込んでいた。

　投げたボールの連続キャッチ。輪くぐり、用意された木箱を踏み台にしての大ジャンプ、フリスビーキャッチ。すべてを完かん璧ぺきにこなしていく。

　大きな胸の下で腕を組んだ黒媛が、

「ボルゾイにあれだけのことを覚えさせるのは、かなり難しいぞ。意外と気難しいし、どちらかというと猫に近い性格をしてるからな。うちの子たちとは大違いだ」

　と素直に感心したほどである。

　ちょうど、ボルゾイの次に舞台へ出るように言われていた理り刀とたちは、演技が終了したその飼い主ぬしと舞台裏ですれ違った。

　そのときかけられた言葉が、

「せめて、お座りくらいはできるんでしょ？」

　である。

　理刀はグッと怒りを抑え、ＡＤの指示に従って舞台に歩み出た。

『お次は、な～んとドラゴンの登場でぇす！』

　シィちゃんが舞台上に姿を現すタイミングに合わせ、タレントの声がスピーカーから流れ出る。

　観客席から、「おおおおお～」とどよめきが沸き上がった。

　シィちゃんに続き、黒くろ媛ひめも舞台へあがる。

　舞台の中央に立ってすぐ、理刀は彼女の存在に気づいた。驚きに声をあげそうになる。

　観客席の最前列に、喫茶店で会った三みツつ瀬せが座っていたのだ。彼女の足もとに、ジーナの姿も見える。

「亜あ威いさん」

「ああ、わたしも気づいた」

「こりゃ、がんばらないとな」

「だな」

　にゃあおおおぉぉぉ！

『ドラゴンちゃんのお名前は？』

「シィちゃんです」

　女性タレントからマイクをむけられただけで、理刀は顔が熱くなるのを感じた。思ったよりも緊張しているようだ。

『さぁて、シィちゃんはどんな芸を見せてくれるのでしょうかぁ？』

　マイクの声で、シィちゃんが観客席のほうへむき直った。

　完かん璧ぺきに、とまではいかないものの、事前にある程度の練習はしている。

　理刀の合図で翼をひろげ、空へむかって盛大に火炎放射。そのあと、理刀を抱き上げて大空へ舞い上がるのだ。うまくいけば、観客の度肝を抜くことができるだろう。

　飛べるペットは、いまのところオウムしか出場していない。

　よし、いくぞシィちゃん！　観客にドラゴンのすごさを見せてやれ！　でも、間違っても火炎放射を観客席にむけて吐かないでくれよ。

　理刀は、黒媛とうなずき合った。

「シィちゃん、いけぇ！」

　シィちゃんが、翼を大きく………、ひろげない……。それどころか、にゃあとノドで鳴きながら、よちよちと舞台裏へ戻っていく。

「お、おいシィちゃん、どこに……」

　にゃあお

「シィちゃん？」

　段取りと違うんですけど？

　黒くろ媛ひめも、啞あ然ぜんとシィちゃんの背を見つめている。

　舞台裏手に消えたかと思いきや、シィちゃんはすぐに戻ってきた。木箱を抱えて。

　高さ一メートルほどの木箱だ。それを、舞台の真ん中にドスッと置き、その上に前足をのせる。

　なにが始まるんだ？　観客の視線が集まってくる。理り刀とにもわからない。シィちゃんはいったい、なにをやろうとしているのだろう？

　トン、トン、トン、トン、トン。

　シィちゃんが、おもむろに木箱を叩たたき始めた。トン、トン、トン、トン、トン、トン。

　集音マイクを持ったスタッフが、すかさずシィちゃんとの距離を詰める。

　トトトン、トトトン、トトトントン。

　木箱を打つリズムが、徐々に速くなっていく。トントトン、トトトントトトントトントン、トントントン、トトントン、トントントトントントントトン、トトトトトン、トン。

　観客席に笑顔がひろがっていく。どよめきもひろがっていく。軽快なリズムもひろがっていく。

　カッ、カッ、カッ、と木箱の横で、黒媛が靴のかかとを床に打ちつけ始めた。そのまま、リズミカルに踊り始める。

　タップダンス？

　トトトン、トン。カカカッ、カッ。トントトントン。カッ、カカッ、カッ。

　シィちゃんと黒媛が、同じリズムを刻み続ける。楽しそうに、無我夢中で。

　女性タレントが、慌あわてて黒媛の足もとへマイクを持っていく。

　シィちゃんが木箱を打つ音が……。

　黒媛がコンクリートを蹴ける音が……。

　流れ、重なり、寄り合い、ひとつになっていく。

　理刀も、リズムに合わせて小刻みに体を揺らした。

　打ち合う音。

　弾はずむ音。

　黒媛の長い黒髪が、まるで意志を持っているかのように跳ね躍る。豊かな胸も、リズムにのって大きく大きく跳ねている。

　心が躍った。気づいたときには、観客席の人たちも体を揺らしていた。

　トトトトトトトトトトン、トトトトトン、トトトントトトントトトントン、トトン！

　カカカカカカカカカカッ、カカカカカッ、カカカッカカカッカカカッカッ、カカッ！

　シィちゃんと黒くろ媛ひめのリズムが、ピタリとやんだ。

　黒媛の額ひたいには汗が、唇には笑みが浮かんでいる。

　にゃあぁぁお、とシィちゃんが理り刀とへ顔をむけた。「こんなんで、いいですかぁ？」とたずねているような目である。

　いいもなにも……。

　観客席から、大津波のような拍手が舞台上へ流れ込んできた。

　これが、シィちゃん＆黒媛が刻んだリズムに対する評価である。





三章　伝説のゲーム







　ドレスに身を包んだキュートは、銀髪を整え、薄く化粧をしてもらったあと、別室で行われていたパーティ会場へ、メイドたちに案内してもらった。巴ともえや百もも香かもいっしょだ。

　スターライトや地下学院アンダーレゾンの生徒たちも、すでに会場入りしている。みんな、キュートたちと同じように、最初のパーティとは違う衣装を着せられていた。

　それでも、キュートたちがいちばん目立っている……、ような気がする。

　クスクス、うふふ、あはは、となぜか巴や百香と顔を見合わせ、笑い合った。おかしくて、楽しくて、くすぐったくて、どうしようもない。

　互いの衣装が可愛かわいすぎて、髪型がきまりすぎて、会場に漂う香りが強すぎて、音楽が穏やかすぎて、絨じゆう毯たんが心地ここちよすぎて、笑みがこぼれた。

　胸にパットを詰めていると考えただけでも、おかしくなる。初めて人間界へきたときは、スキュースを演じるため、もっと大量の詰め物をしていた。あのときは、すぐにバレてしまったけど……。

　えっと……、だれにバレたんだっけ？

　数秒間、キュートは首を傾かしげた。思い出せない。だから、すぐに考えるのをやめた。

　考え込むと、それだけ楽しさやくすぐったさが逃げてしまいそうな気がする。時間も惜しい。満腹になるまで楽しさを味わい続けたい。

「え───っと、だれだったっけ？」

　キュートの横で、百もも香かが人差し指でこめかみをつんつんとつついている。

「どうしたの？」

「ん───とですねぇ、こんなに素敵なドレスだから、だれかに見てもらいたいなぁって思ったんですけど……だれだったかな？」

　巴ともえが、心地ここちよさそうに目を細め、百香の背を撫なでた。

「わたしも、なんとなく、だれかに見てもらいたいような……でも、まあ、みんなが見てくれてるわ」

「エヘヘ」

　巴と百香が、笑顔を重ね合わせる。

　ぽわぽわとした雰囲気だから、どうやら百香もふわふわな心地になっているようだ。

　ふと目を移すと、先ほどのパーティよりもさらにドレスアップしたリイザが、キュートのほうへ歩み寄ってくるのが見えた。

「キュート、あなたに紹介したい男の子たちがいるの。お友達もごいっしょにどうぞ」

　男の子？　リイザが直々に？

　キュートは、リイザのスカートを踏まないように気をつけながら、彼女の細い背について会場の奥へむかった。

　周りを見ると、みんな笑っている。スターライトも、地下学院アンダーレゾンの生徒も、みんな。左右を歩く巴と百香も、目が合うとふんわりと笑みを返してくれる。

　こんな楽園パーテイを演出してくれたリイザには、感謝してもしきれない。友達が喜んでくれていることが、なによりも嬉うれしかった。

　リイザが、ひとつのテーブルの前で立ちどまった。五人ほどの少年が、いっせいにキュートへ微笑ほほえみを投げてくる。

　少年たちは全員、スラリと背が高かった。顔が小さかった。目、鼻、口、すべてが整っていた。いわゆる、美少年である。

「わぁ───っ、みなさん、俳優さんみたいですねぇ」

　百香が、素直に驚きを言葉にしている。

　巴は、頰ほおを染めて絨じゆう毯たんの上に視線を落としたまま顔を上げようとしない。

　リイザが、いちばん手前にいた少年の横に立った。

「こちら、アリアス子爵のご子息、ロム・アリアス。彼は、魔界の『美少年コンテスト』で見事優勝してるのよ」

　そして、今度はロムに微笑みをむけ、

「ロム、この子がわたしの妹、キュートよ。可愛かわいいでしょ？」

　キュートを紹介した。

　若草色の髪を搔かき上げながら、ロムが控えめな笑みを浮かべた。

　ドキッ……、彼の濃い紫瞳に見つめられると、一度強く震えた心臓が、まるで助走を始めたかのように鼓動を速くしていく。

　この気持ちは……、なに？


　　　☆☆☆



『ペット自慢コンテスト』の優勝者は、ボルゾイの飼い主ぬしが選ばれた。

　女性タレントがそう発表したと同時に、会場からブーイングが飛んだ。

「どう見てもドラゴンだろっ！」

「ヤラセはやめろよなっ！」

「ドラゴン・カムバァァァァァァァク！」

「なにが動いたんだ!?　金か？　権力か？　謀略か？　うぉい、なにが動いたんだぁ！」

「どんな審査したんだっ！」

　その他ほか、様々なヤジとも叫びとも文句ともつかない声が舞台上に雪な崩だれ込んでくる。

　女性タレントが、泣きそうな顔で、しかし気丈に優勝者へ賞品を渡した。

　優勝賞品は、『ペットといく二泊三日の温泉旅行券』である。

　舞台上で理り刀とは、騒然となった会場と蒼そう白はくになったボルゾイの飼い主を交互に見ながら、ホッと胸を撫なで下ろしていた。怒りは、そんなに湧わいてこない。

　もし優勝していたら、二泊三日の温泉旅行券を黒くろ媛ひめとふたりでもらうことになっていた。そんな姿がテレビで流れれば、なんとなく、困るような気がする。

　そんな中、理刀は観客席の最前列に目をむけた。三みツつ瀬せとジーナは、まだそこにいた。心配そうな顔を舞台へむけている。

「優勝したら、賞品は三ツ瀬さんにプレゼントしよう」と、つい先ほど黒媛と話し合っていたのだが……。

　安あん堵どと微量の悔しさを胸に、理刀はなんとなく居い心地ごこちの悪さを感じながら、撮影が終わるのを待っていた。

　ブーイングに負けじと、女性タレントが声を大きくした。

『みなさぁん、どうかご安心下さい。シィちゃんにも、特別賞をご用意してまぁす』

　会場が、一気に静かになった。

　理刀と黒媛は、シィちゃんを間に挟んで顔を見合わせる。

『こちらは、国内でも有名なペット用品のデザイナー、クリチャン・犬いぬ塚づか氏の手による、世界にひと組しかないペットと飼い主さんのペアリボンでぇす。はい、みなさん拍手ぅ』

　パラパラとシラケ気味の拍手があがる。

『シィちゃんを連れてきてくれた仲よしカップルのおふたり、前へどうぞ！』

　仲よしカップル……、なんて言われると恥ずかしいが、理り刀とは黙ってシィちゃんの手を引き、舞台の中央へ歩み出た。

　頰ほおにかかった黒髪を軽く払いながら、黒くろ媛ひめも理刀の横にならぶ。

　二台のカメラが寄ってくる中、アシスタントの女性が平たい箱を持ってきた。

　その中に入っていたのは、言われたとおりひと組の赤いリボンだった。

　理刀の掌てのひらに収まりそうなほどのリボンだ。

　ふたつのリボンそれぞれに、『いつまでもいっしょに』と金糸の刺し繡しゆうが入っている。

　ひとつのリボンが、シィちゃんの太い首に巻かれた。そして、もうひとつが、黒媛の髪に留められる。

　拍手の中、黒媛がチラリと理刀へ目を投げてきた。

「そんなに見るな。リボンは……小学校のとき以来なんだ」

「テレビに映ってるよ」

「それは……ちょっと……困る、な……」

　亜あ威い黒媛という少女の頰が紅あかくなるところを、理刀は初めて見た。

　想像したことさえなかったが、それはとても女の子らしく、可愛かわいい表情である。

　にゃあぁぁお、とシィちゃんが、理刀のほうを見て首のリボンをくいくいと指先で引っ張った。そしてすぐに、視線を観客席へ移す。

　シィちゃんが言いたいことは、考えなくてもすぐにわかった。




　理刀と黒媛は、ＡＤの女性や他ほかの出演者への挨あい拶さつもそこそこに、シィちゃんを連れて野外会場をあとにした。

　急いで表に回り、三みツつ瀬せの姿を捜す。が、いない。散らばっていく観客たちに紛れてしまったようだ。

　にゃあおぉぉぉ

「ぉわっ！」

　いきなりシィちゃんが、理刀の股またの下に首を突っ込み、ひょいと持ち上げて肩にのせた。すぐに、翼をひろげて黒媛に背をむける。

　にゃあお

「わたしに、のれと言っているのか？」

「みたいだね」

「よ、よし」

　黒媛が、シィちゃんの背に両りよう膝ひざをのせた。成長したといってもまだまだ狭い背中で、しかも翼が邪魔で足を下ろせないため、正座の格好になる。ということは……、バランスを保つため理り刀とにしっかりと抱きつかなければならなくなり……。

　つまり、彼女の胸が理刀の背に押しつけられるかたちになって……。

「すまん、春日かすが……わ、きゃっ！」

　腹の底に響くような浮遊感の直後、黒くろ媛ひめがむぎゅ─────っと背に抱きついてきた。

　シィちゃんが飛び立ったのだ。ふたりをのせ、ふらつくことなく悠々と。

　胸の圧力が……、黒媛の腕が首を絞めて……、視界が斜めに……。混乱しながらも、理刀はドラゴンの飛ひ翔しよう力に驚嘆した。

　瞬く間に、人々が小さくなった。公園が見渡せる。わずかに曇ってきた空が少しばかり残念だが、それでも未体験の感覚だった。

　宙を歩いているような心地ここち、とでもいえばいいのだろうか。

　抗あらがいがたい魅力を持った空中遊泳は、しかしほんの五秒ほどで終わった。

　いた！　三みツつ瀬せとジーナの姿が、眼下に見えた。薄緑色のワンピースとゴールデン・レトリバーのコンビ。

　シィちゃんが、バッサバッサと翼で空気を叩たたくようにして、地上へ舞い降りた。

　周囲の人間が、驚きの声をあげる。当然ながら、三ツ瀬も目をむいている。が、空から降りてきたのが理刀たちだとわかるとすぐ、やさしげな笑みを浮かべてくれた。

　ジーナは、シィちゃんを見てさっそく尻尾しつぽフリフリ状態だ。

「春日、すまなかった」

　黒媛が、申し訳なさそうに理刀の背から離れ、シィちゃんの背から降りた。また、ほんのりと頰ほおが紅あかくなっている。本日二度目だ。

　理刀は、極まりかけたチョークスリーパーから解放されたことに、こっそり安あん堵どの息をついた。それでも、背に押しつけられた感触は……、深くは考えないことにしよう。

「コンテストは残念だったけど、その子の芸はすばらしかったわよ」

　三ツ瀬が、労ねぎらいの言葉をかけてくれる。

　そんな彼女に対し、黒媛がわずかに頭を下げた。

「ありがとうございます。それから、お昼はごちそうさまでした」

「ごちそうさまでした」

　理刀も頭を下げた。

「いいのよ、楽しい時間のお礼だと思ってちょうだい」

　三ツ瀬が、嬉うれしそうに目を細める。

「あの、これ……もらっていただけませんか？」

　黒媛が、自分の髪からリボンを外し、返答を待たず三ツ瀬の髪に留めた。

　理刀もすかさず、シィちゃんの首からリボンを外し、ジーナの首輪につけ直す。

「あら、ダメよ。これ、クリチャン・犬いぬ塚づかのリボンなんでしょ？　ブランドものなんて、そんな、いただけないわ」

　三みツつ瀬せが、慌あわてて首を振る。

　理り刀とには、クリチャン・犬いぬ塚づかというデザイナーの価値がわからない。だから、わかる人が持っていたほうがいいと思う。

　ジーナは、相変わらず尻尾しつぽを振り続けている。リボンに喜んでいるのか、ただ愛想がいいだけなのか。

「こんなにいいもの、本当にいただけないわ……それに、わたしにはリボンなんて……」

　遠慮する三ツ瀬の言葉を無視して、黒くろ媛ひめがジーンズのポケットからコンパクトを取り出し、それを開いた。

　時間をとめるのではなく、ただ鏡に映る三ツ瀬を彼女自身に見せるためである。

「あら……あらあら」

　鏡をむけられた三ツ瀬が、数回またたいた。

「リボン、お似合いですよ」

　黒媛の言葉に、三ツ瀬が照れ臭そうに顔をしかめる。

「少しくらいお化粧しなきゃ、ダメね。しわも目立ってるし、眉まゆを描いて、口紅だって……やだわ、もう完全におばあちゃんじゃない……」

「それでも、似合ってます」

「でも、このリボンは……」

「それは空から降ってきたものですから、わたしたちよりも相応ふさわしい方が持つべきだと思うんです」

「空から？」

　三ツ瀬が、曇り始めた空を見上げた。

「はい、空から」

　黒媛が、顔の横でピシッと人差し指を立て、空を指差した。

　数秒後、三ツ瀬の目に光るものが滲にじみ出てきた。

　理刀は、シィちゃんの首を撫なでながら思った。彼女はいま、だれのことを想おもっているのだろうか、と。

　夫が亡くなってから、まだ三ヶ月も経たっていない、と三ツ瀬は言っていた。

　三ヶ月……、人生経験が豊富であろう三ツ瀬にとって、それが長いのか短いのか、理刀にはよくわからない。でも、大切な存在が消失した記憶は、おそらく生涯をかけて整理していかなければならない重みがあるはずだ。

　ふと、キュートに会いたくなった。

　いま、この瞬間、彼女はなにをしているのだろう？

　空に浮かんだ島の上で、銀のツインテールを揺らし、笑っているのだろうか？

　逢あいたいな、と思う。

「がんばんなきゃ、ね……」

　三みツつ瀬せの言葉が、理り刀との心にじんわりと染み込んできた。


　　　☆☆☆



　夜になっても、静せい謐ひつ宮きゆう内でのパーティは続いていた。

「ほぉら、もっとくっつかないと枠の中に入らないわよ」

　カメラを構えたリイザが、キュートたちに上機嫌な様子で指示を出す。

　隣に立つロムが、「キュートさん、もう少しこちらへ」とキュートの肩に手を回し、そっと引き寄せてくれた。

　彼と身を寄せ合い、百もも香かや巴ともえといっしょに、

「ぴぃぃぃす！」

　人間界流に二本指を立て、笑顔で写る。

　こんな瞬間が、とても心地ここちいい。

　心が、絶え間なく躍っている。

「それじゃあ、楽しんでね」

　写真を撮り終えたリイザが、キュートに手を振ったあと、背をむけて別のテーブルへ歩いていく。そのあとすぐに、

「髪がかかってますよ」

　ロムが、キュートの顔に落ちた前髪を、指先でそっと払ってくれた。

「あら、ありがとう」

　微笑ほほえみながらも、ロムの瞳ひとみを前に心臓が呼吸困難に陥りそうなキュートである。

　ロム・アリアスは、子爵家で品位ある教育を受け健すこやかに育ったのだろう、気づかいの細かい少年だった。

　キュートが、「喉のどが渇いた」と思ったときには、口に出すよりも先に黙って飲み物を持ってきてくれた。

　自分がしゃべるより人の話に耳を傾け、的確なところで相あい槌づちを打ってくれる。それでいて大人おとなしすぎず、控えめすぎず、意見はハッキリと口にするし、冗談も言う。

　言葉にも仕草にも嫌味なところがなく、笑うたびにキラッと輝く白い歯は、文句のつけようもないほどに爽さわやかだ。

　そんなロムといっしょに、リイザが催もよおしてくれた様々なゲームに挑戦した。

　男女ふたり、お尻しりで風船を挟んで割るゲーム。手を使わないケーキ早食いゲーム。くわえたストローを使って、輪ゴムを次々とリレーしていくゲーム。すべて、人間界で生まれたものだという。他ほかにも、いろいろやった。

　ゲームの最中も、彼はキュートを気づかってくれた。風船を割る際、キュートがバランスを崩すと、いつの間にか後ろに立っていてくれたり、口の横についたケーキのクリームを、指先でそっとぬぐってくれたり。

　ゲームをひとつ終えるたびに、ロムとの距離が縮まった……、とキュートは思う。

　それでも考えてしまう。

　ロム・アリアスは、キュート・フォンターナのことをどう思っているのだろう、と。

　完かん璧ぺきを優雅に着こなしているロムのことだから、こちらに合わせてくれているだけかも。

　自分が一方的に彼への好意をふくらませているだけかも。

　あまりなれなれしくしては迷惑かも。

　彼は、自分のことなどなんとも思っておらず、ただ｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝が目をかけている末の妹、くらいにしか認識していないのかも。

　公爵家の令嬢だから、礼儀正しく、細かい気づかいで接しているだけかも。

　などなど、いろいろと思いを巡らせる。

「どうしました？」

　ロムが、静かな声で話しかけてきた。

　キュートは反射的に唇の両端を上げ、

「ん？　なんでもないの」

　彼のあたたかな視線を受けとめた。

　そのときふと、だれかの笑顔が脳裏をかすめた。頭の……、片隅で……、笑っているのは？　だれ？　あなたはだれ？

　ロムのようにスマートじゃないけど、どこか懐かしい、心安らぐ笑顔。

　思い出せない。べつに……、思い出せなくても、いいけど……、いまが楽しければ、それで十分だから。でも、本当に、思い出せなくて……、いいの？

　ほんのわずかずつではあるが、しかし確実に降り積もっていく原因不明の苛いら立だちに、キュートは明るい表情の下で歯は嚙がみした。

　ふと、パーティ会場の隅にスイートの姿が見えた。いつの間に現れたのだろう。

　黒いドレスを着た彼女は、美しい羽根のついた飾り帽子をかぶることで、クマ耳を隠している。口が裂けても本人には伝えないが、正直、可愛かわいらしい。

　だが、スイートの表情が、飾り帽子やドレスの美点を台なしにしていた。

　どこか具合が悪いのだろうか、眉み間けんにしわを寄せ、壁に背をくっつけるようにして立っている。無愛想丸出し、といった顔をしているから、だれも彼女に話しかける勇気が持てないでいるようだ。

　いったい、どうしたのだろう……。


　　　☆☆☆



　公園で三みツつ瀬せと別れたあと、理り刀とと黒くろ媛ひめはシィちゃんの背にのって空を飛んだ。

　慣れれば、バランスをとるのは簡単だった。というよりも、シィちゃんがとりやすく飛んでくれた。

　ほとんど翼を動かさず、気流にのって空を滑り続けるシィちゃんの背で、理り刀とも黒くろ媛ひめも街の眺めを十分に味わった。

　陽ひが暮れゆく空は、しかし雲に覆われほとんど光を失っている。楽しい時間も、もうすぐ終わる。

　できれば雲がなくて、夕陽を眺めることができたなら……、なんて不満を持ったからいけなかったのだろうか。

「ん？」

　理刀の顔に当たった小さな小さなひと粒が、一分も経たたないうちにバチバチと全身を打ちつける大雨となった。

　前がよく見えない。服を着たままシャワーを浴びている気分である。

「シィちゃん、下に降りてくれ！」

　理刀の声にこたえ、シィちゃんがすぐに地上へ降りた。コンビニの駐車場である。

　理刀たちは、コンビニの軒先を借りて雨宿りをすることにした。それでも、足もとにガンガン水が跳ねてくる。

　突然の強い雨に、サラリーマンや子供たちが慌あわてて走っていく姿が見えた。焼けたアスファルトの濡ぬれる匂においが、鼻につく。

　すぐにやんでくれるといいけど……、そう思いながら、隣に立つ黒媛へ顔をむけた。

「あっ……」

　慌てて目をそらす。

　見てません。わたしは、なにも視界に入れていませんよ。映像もダウンロードしていません。そんなアピールをしている自分が、なんだかマヌケに思えた。

　彼女が身につけた乳白色のタンクトップが、雨でぐっしょりと濡れていた。

　シャツが濡れると、下着が透ける。

　下着が透けると、男の視線を集める。

　男の視線が集まってくると、なんとなく嫌な気分になる。いまのところ、だれもこちらを見ているヤツはいないが……。

　濡れるに任せて理刀を見上げているシィちゃんは、視線にいやらしさがないということで、許可。

　黒媛は恋人じゃないし、姉じゃないし、妹でもない。それでも、彼女の下着が透けているところを他ほかの男に見せるのは、なんだか嫌だった。

　友達だから！　と心の中で自分を正当化する。

「雨、やみそうにないな」

　黒くろ媛ひめが、暗い空を見上げた。その横顔は、まるで困っているようには見えない。それどころか、この状況を楽しんでいるような……。

　ぅおっとぅ……、理り刀とはまた、弾はじかれるように視線を正面へ戻した。

　雨に洗われた黒媛の黒髪が、頰ほおに、首筋に、肩に、ぺた───っと貼はりついている様は、なんだかとても艶なまめかしい。胸だって、スケスケ度がゆっくりと上昇しているし。

　理刀は、ドキドキをなんとか抑えつつ、それでも隣の少女を意識しつつ、雨に沈んだ夕方の街を眺めつつ、言った。

「ほんと、やみそうにないね」

　コンビニの軒先が狭いため、先ほどからずっと足もとに雨を浴び続けている。靴の中はもう、ひんやりぐちょぐちょだ。

「どうせなら、ずぶ濡ぬれになるか？」

　黒媛が、提案というよりも決定事項を告げるかのように瞳ひとみを輝かせた。

　ずぶ濡れって……、確かに、これ以上濡れてもたいした違いはないけど……、ん～。

「考えるより、行動だ」

　黒媛から腕をつかまれ、理刀はコンビニの軒先から引っ張り出された。

　雨の生ぬるさと、黒媛の楽しそうな表情と、にゃあぉというシィちゃんの鳴き声が、なんだかおかしい。












　傘を持たず、雨の中へ陽気に飛び出したのはいつ以来だろう？　なんの疑問も持たず、雨に濡ぬれるのが嫌なことだと思うようになったのは、いつの頃ころからだったろう？

「よっしゃ、シィちゃん、よろしくっ！」

　理り刀とは、再びシィちゃんの首にまたがった。黒くろ媛ひめが、クスクスと笑いながら背に抱きついてくる。

　にゃああああああああああぉぉぉぉぉ！

「それいけ─────っ！」

「きゃ───────っ♡」

　大きく翼をひろげたシィちゃんが、雨空へ飛び上がった。


　　　☆☆☆



　パーティ会場は、きょういちばんの盛り上がりを見せていた。

　スターライトたちが、そして地下学院アンダーレゾンの生徒たちも、全員キャアキャア、そわそわ、ウズウズし始めたのがわかる。

　リイザが、人間界で伝説のゲームといわれているらしい、『告白ゲーム』の開催を宣言したからだ。

　ルールは単純明快。魔界出身のキュートたちにもわかりやすい。

　男の子たちがクジを引き、当たりを手にした人が意中の女性へ告白する権利を獲得できる、というものである。そして告白は、その場で行わなければならない。

　イエス、ノー、無言のどれを返すのかは、女の子に選択権がある。

　ゲームのルールを聞いて、キュートは感心した。人間という種族は、本当になんでも遊びゲームにしてしまうんだな、と。

　本来は神聖であり、運命であり、真剣であるべき男女の出で逢あいさえ、ゲームにしてしまうのだ。その才能は素晴らしいというべきか、恐ろしいというべきか。

　それよりも……、とキュートは壁際で立ったまま動かないスイートへ目を移した。

　先ほどから、ずっと気になっている。

　静かなのは実にいいのだが、静かすぎるのは逆に気持ち悪い。スイートらしくないではないか。

　だからキュートは、自分のほうから声をかけることにした。

　歩み寄っていくキュートに対し、チラリと視線をむけただけで、なんの反応も示さないスイートは、やっぱりらしくない。

「どうしたの？」

「べつになんでもありませんわ。ちょっと気分がすぐれないだけですから」

「休んでれば？」

「ご心配、痛み入りますわ。でも、あなたと違って、そんなにヤワな鍛え方はしていませんから」

　つんとした感じで、スイートが視線をそらす。

　ムッとくるが、ここは我慢だ。いま自分が身を置いているのは、楽しいパーティ会場である。スイートと口こう撃げきを交わし合う場所ではない。

　ふんだ、とキュートはスイートに背をむけ、会場を見回した。

　自然と、目がロムを探している。べつに、彼を見つけてどうしたいとか……、考えてはいないけど。

　告白ゲームは、すでに始まっていた。

　メイドが用意した箱の中から、最初に当たりクジを引き当てたのは、スターライトの男の子だった。

　よぉぉぉしっ！　と気合いの声をあげたあと、その彼が歩き出す。そして、みんなの注目を集めながらひとりの女の子の前で立ちどまった。

　綺き麗れいな女の子だが、名前は知らない。キュートはまだ、スターライトの二年生しか顔と名前を一致させることができないのだ。あとは、小等部五年生の百もも香かと、それと普通科の……、ん？　だれだったっけ？

「香こう森もり小こ都と恋こさんっ！　オレがスターライトになる前から、ずっと好きでしたっ！　どうか、つき合って下さいぃぃぃ！」

　叫び声に、キュートの思考は中断された。

　香森小都恋？　名前だけなら聞いたことがある。ダイヤクラスの【無を歩く者ナツシングウオーカー】であり、｛千里眼クレアヴオイアンス｝という異名を持っていたはずだ。

「お気持ちは～、すっご～く嬉うれし～わ～、でも～、ごめんなさいね～」

　舌足らずで間のびした声が、深すぎるほど頭を下げた男の子を張り倒す。

　直後、彼が床を転げ回った。

「うが─────っ！　玉砕覚悟でも、やっぱり痛いてぇ─────っ！」

　大爆笑の渦が、会場の空気をぐちゃぐちゃに搔かき混ぜる。

　その後も、次々とクジが引かれ、次々と当たりクジが飛び出し、次々と告白が行われた。

　小都恋は大人気だった。でも、どういうわけか、だれの告白にもうなずかない。「ごめんなさいね～」の連発である。

　巴ともえの前にも、男の子が立った。

「美み々み津つさん、友達から始めましょう！」

「っっっ！！！　○▽□っっっ、疾とく、疾くっっ、幽光ひかりを目指せっ、☆◇◎▽っ、ふぇ～ん」

　涙を浮かべた巴が、聞き取れないほどの早口で呪じゆ文もんを唱え、一体のごつい霊を召喚よび出した。

　間を置かず、有無も言わせず、その霊が告白してきた相手にボディブローを叩たたき込む。

「ぐはぁぁぁ───────っ！　やっぱりごめんなさいですかぁ───────っ！」

　転がっていく男の子の周りで、また大きな笑いがあがる。

「だから言ったのにぃ、お腹なか叩かれますよって」

　百もも香かが、床に転がった男の子に声をかけている。つい先日、彼女は未来視能力に目覚めた。｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝という素敵な異名を黒くろ媛ひめからもらったと、とても喜んでいた。

　巴ともえの霊にボディブローを食らった男の子が、それでもすぐに立ち上がり、上着の下からトレイのようなものを取り出した。

「備えあれば憂うれいなし！　ありがとう、百香ちゃん。ハートブレイクはしても、ストマックブレイクはまぬがれたよ！」

　百香に未来視をしてもらい、結果をある程度予測していたようだ。それでも、告白に踏み切ったらしい。彼の勇気を称たたえたい。

「亜あ威いさ～ん、どうしてここにいないんだぁ！」

　そんな叫びもあがる。

「は～い、ここにいまぁす！」

　百香が、元気に手をあげた。

「黒媛さんのほうじゃぁぁぁぁぁっ！　あ、でも妹さんのほうは、五年後ということで、予約しといていいかな？」

「ダメでぇす」

　会場は、爆笑、爆笑、また爆笑である。

　バカ騒ぎのまま続けられた『告白ゲーム』の中、キュートの知らない男の子と女の子が、カップルとなった。スターライトの三年生らしい。

　男の子が想おもいを告白し、女の子がそれを受け入れるというシーンを初めて目にしたキュートは、心から感動した。涙が出そうにもなった。

　ゲームというノリで、しかも大勢の前での告白だが、それはそれで感動的だった。

　自分もいつか、想い人に愛を告げられ、それにうなずきを返すのだろう。喜びや興奮や緊張や涙や幸せを表情の下に押し込め、ただただ頰ほおを染めて。

　……でも、相手はだれ？

　そんな疑問を覚えた直後、会場にどよめきが走った。女の子たちの悲鳴にも似た叫びが聞こえてくる。

　みんなの視線を追った先に、ロムの姿が見えた。そして、彼が手にした先の赤い当たりクジも。

　彼が、真まっ直すぐにこちらを見つめている。

　まさか……、後ろにいるスイートを見ているわけじゃないわよね？

　いま立っている壁際付近には、キュートとスイートのふたりしかいない。

　会場全体が、異様な雰囲気に包まれた。

『魔界美少年コンテスト』の優勝者、ロム・アリアスが当たりクジを手にした！　彼はいったい、だれに想おもいを伝える気なんだ!?　おおっと、ひとりの少女へ熱烈な視線ラヴ・コールを送っているぞ！

　ロムが、キュートへむかって一歩を踏み出した。

　ま、ままま、まさか!?　あ、あああああああ、あたしに？　こ、ここっ、こくは……。

　他人の告白を興味深げに眺めていたり、面白がったり、感動したりしていたが、いざ自分がその局面を前にすると、頭が混乱した。

　ロムが、一歩一歩、ゆっくりと、確実に、間違いなく自分のほうへ近づいてくる。この場合、勘違いでした、なんてオチはありえない。

　心の準備が！

　心の準備？　準備が必要だってことは、断るという選択肢がないってこと？　ってことは、このまま流れにまかせて、一気に、ロムの告白を受け……。

　と、いきなり、スカートの後ろを下に強く引っ張られた。

　カクッと膝ひざが折れ、背中から倒れそうになる。

「きゅっ！」

　それでもキュートは、とっさに踏ん張り、なんとか体勢を立て直した。

　歩み寄ってくるロムの前で、よくもこんなマネを……。後ろからスカートを引いた犯人は、スイートしかいない。

「あんたねぇ！　どういう……」

　振りむいたキュートは、文句を続けることができなかった。

　スイートが、床に倒れ伏していたからだ。

「スイート！」




　キュートは、別室へ運ばれたスイートにつき添った。

　お姉様たちが、パーティ会場へ戻っても大丈夫だと言ってくれたが、なんとなくベッドに寝かされたスイートの横顔を眺めている。

　彼女の表情を見て、体調が悪いのだろうとわかっていたにもかかわらず、『告白ゲーム』を楽しんでいたことや、ロムが当たりクジを引いたとき、ひとりで勝手に舞い上がっていたことなどを思うと、なんだか申し訳ないような気がした。恥ずかしくもある。

　騒ぐことが大好きなお姉様たちは、「それじゃあキュート、あとはよろしくね～」とパーティ会場へ戻っていった。だからいま、スイートとふたりきりである。

　スイートが倒れた直後、リイザと他ほかのお姉様たちが素早く動いてくれたため、さしたる混乱もないままパーティを続けることができた。

　それはいいのだが……、少し気になることがあった。

　百もも香かと巴ともえの反応である。

　最初は、倒れたスイートのことを心配そうに見ていた彼女たちだったが、リイザが口にした「スイートは大丈夫だから、パーティを楽しんでね」という言葉で、なんの抵抗もない様子で笑顔を取り戻し、またすぐにゲームの輪へ戻っていったのだ。

　気をつかってくれたのかもしれないが、どうも引っかかる。彼女たちらしくない、というか……、べつに、スイートを心配して自分のようにずっとつき添ってほしかった、というわけではないのだが……。ロムも、ついてきたそうにしていたが、リイザに背を押されパーティへ戻っていった。

「キュート……」

　ベッドの上で、スイートがゆっくりと目を開けた。早くも気がついたようだ。四分の一だけ獣人の血を持っている彼女は、基本的に体が強い。なのに、きょうはどうして……。

「具合は、どう？」

「わたくしのことより、キュート、もう少しこちらへ……」

　薄い掛布の下から片手を出したスイートが、ちょいちょいと指先を動かした。こっちに顔を寄せろ、と言いたいらしい。

「なに？」

　キュートは身をのり出し、スイートへ顔を近づけた。と、いきなり頰ほおをつねられた。

　ムギュ──────────ッと強く。痛いなんてものじゃない。

「きゅ───っ！　なにすんのよっ！」

　キュートは、つねり攻撃から強引に頰を引き剝はがし、ベッドから二、三歩距離をとった。

　反撃しないのは、相手がつい先ほど倒れたばかりだからだ。いつもだったら、スイートの頰をつねり返している。しかも両方！　渾こん身しんの力を込めて！

「あんたねぇ、こんなことして……」

「まだ、頭のほうはポケポケのままですの？」

「え？」

「リイザお姉様が主催されたこのパーティ、なにかおかしいとは思いませんでしたか？」

「おかしいって……」

「わたくしも最初は、どうして気分が悪くなったのか、よくわかりませんでしたの。でも、先ほど倒れたとき、他ほかの出席者の反応を窺うかがっていて、ようやくピンときましたわ」

　スイートは、倒れたときもなんとか意識をつなぎとめていたようだ。さすが、獣人のクォーターである。意志力と体力が、並の魔族よりずっと強い。

「なにが言いたいのよ？」

「この宮殿内に充満しているものの正体に、気づいていましたか？」

「充満しているもの？」

「香りですわ。おそらくは……いえ、間違いなく、楽しいという気持ちを増幅させる香りでしょう。ずっと鼻についていたのですが……獣人の血を持つわたくしには効かないどころか、逆効果だったようですけど」

「香りって……」

　キュートは絶句した。信じられない。

　パーティは、確かに楽しかった。ロムとの会話も楽しかった。巴ともえも百もも香かも楽しそうだった。みんなみんな楽しそうにしていた。

　それがみんな、香りのせい？

　そんなことって……。

「地上に残してきた人のこと、いまもちゃんと覚えていますか？」

「………っ！」

　とうとつに突きつけられたスイートの言葉に、声が詰まった。

　ある男の子の顔が、意識の奥から勢いよく浮かび上がってくる。

　背に寒気がひろがり、胸に悲しみと苦しみと怒りが突き刺さる。指先が痺しびれた。

　忘れていた。いまのいままで、彼の存在を意識と記憶の中から消し去っていた。

　リ……、ト……、リ、ト、リト、りト、りと、りと、理と、理り刀と、理刀、理刀……。

　涙が出てきた。

　同時に、ギリッと歯を嚙かみ締める。

　すぐにキュートは、ベッド脇わきの棚に置かれた水差しを手に取ると、横にあるコップには見むきもせず、そのまま口元へ持っていった。

　ゴキュッゴキュッゴキュッと、ノドを鳴らして水を飲む。

　天井をむき、飲んだ。腰に片手を当て、飲んだ。飲んだ。飲み続けた。

　冷たい水が、意識の表面にこびりついた汚れを洗い流してくれる。

　口元からこぼれた水が、頰ほおを濡ぬらし、首を伝い、パットを入れた胸元へ流れ込んでいく。

　勢いそのまま、水差しに半分ほど残った水を、頭からザバーッとかぶった。

　意識が鮮明になった。

　怒りが研ぎ澄まされた。

　ドン！　と水差しを荒々しく棚に置いたあと、拳こぶしを握り締める。

「きゅ────────────────────────っ！　リイザお姉様ぁっ！」


　　　☆☆☆



　下着までたっぷりと濡れた理刀と黒くろ媛ひめは、笑いながらマンションに帰ってきた。

　どういうわけか、おかしくてたまらない。

　互いの額ひたいに貼はりついた前髪を指差し合って笑い、シィちゃんのキョトンとした顔を見て笑い、廊下で滑って転びそうになった黒くろ媛ひめを見て、大笑いした。

　理り刀とたちは五〇一号室へ入り、先に黒媛がシャワーを浴びることになった。レディファーストである。

　理刀は、バスタオルで自分とシィちゃんを拭ふきながら、バスルームから聞こえてくるシャワーの音に耳を傾けた。リズミカルな鼻歌も聞こえてくる。

　あの亜あ威い黒媛が、我が家のバスルームで体を洗っている。日本屈指の【時の統治者タイムルーラー】であり、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝という異名を持つダイヤクラスの能力者が、一糸まとわぬ姿で……。

　ファンに知られたら、殺されるかもしれない。

　いかんいかん、と理刀はシィちゃんの鱗うろこをバスタオルで擦こすりながら、邪念を振り払うために首を振る。

　シィちゃんを拭き終わり、理刀もぐしょぐしょの服を着替え終わった頃ころ、黒媛がバスルームから出てきた。

　彼女の姿を目にして、立ちどまって、息を吞のんで、口を半開きにして……。

　血が逆流しそうになった。これは反則だ……、と見えないだれかに抗議したくなるほど、艶つやっぽかった。

　しっとりと湿った黒髪が、あまりにも艶なまめかしい。火ほ照てった頰ほおも艶つや々つやだ。どこか潤うるんだ瞳ひとみも艶やかである。

　しかも、Ｔシャツと短パンしか身につけていない。さらに、短パンは陸上競技の選手がはくような、極めて布地の少ないものだ。

　これでもか！　と下からシャツを突き上げている胸。細いように見えるが、筋肉が締まった透明な腕。鍛え抜いているからこそ健康的な細さを保っている、白い生足。

　夏だからって、開放的すぎる。

「キュートの部屋に泊まる予定だったから、これしか持ってきてないんだが……変か？」

　理刀の視線に気づき、黒媛がひまわり柄のＴシャツの胸元をつまんだ。

「あ、ああ、いや、変じゃないよ。うん、似合ってる。すっごく亜威さんらしい」

「だろ？　ひまわりが好きなんだ」

　目を細めて笑っただけで、黒媛から湯上がりの艶が消し飛んだ。代わりに、日輪草ひまわりのような輝きと、そこに秘められた可か憐れんさが、彼女をやわらかく包み込む。

　だから……、反則だって……。

「あっと、シィちゃんを、よろしく。オレもシャワー浴びてくるよ」

「オッケー」

　理刀は、黒媛へ笑顔を返すのもそこそこにバスルームへむかった。水をかぶって頭を冷やそう。

　気を抜くと下半身にも血が集まっていきそうなので、そっちもガンガンに冷やさなければ……、このままだと、黒くろ媛ひめのＴシャツと短パン姿に負けてしまいそうだ。

　悩殺、という言葉があるが……、まさにいま、その攻撃を受けていると考えなければならない。攻撃者には、害意も敵意も殺意もないのだけれど……。

　圧殺、撲殺、轢れき殺さつ、刺殺、絞殺、などなど、不穏な二文字はいくつもあるが、もしかしたら悩殺がいちばん質たちが悪いかも。いや、嬉うれしいのか？

　などと、バカなことを考えながら、理り刀とは服を脱ぎ、バスルームのドアを開けた。

　まだ湯気の残るそこへ一歩踏み込み。黒媛の気配が残る空気を、そぉ～っと吸い込み。ふと視線を落とし……。

　発見してしまった……、排水溝に添って貼はりついていた、一本の髪の毛を。

　なが～い、黒髪。

　クセのない黒髪。

　健康的な、黒髪。

　これは間違いなく……。

　たった一本の、細い、なんの危険もない髪の毛のせいで、バスルームが瞬く間にエロティック・ワールドへと変わってしまう。

　理刀は、シャワーの水を全開にした。それを頭からかぶる。

　だ・か・らっ……、反則なんだって！





四章　ドキドキ・ナイト







　濡ぬれた銀髪を荒っぽく搔かき上げ、キュートはパーティ会場へ戻った。

　不機嫌そうな顔ながら、スイートもベッドを降りてついてくる。

　パーティ会場は、相変わらず盛り上がっていた。みんなが声をあげて笑っている。いまだ、『告白ゲーム』が続けられているようだ。

　キュートは、会場をざっと見回した。リイザは？　背が高く、長い銀髪がライトを弾はじき、ひと際華やかなオーラを放はなっているからすぐに見つけられるはずだ。

　なのに……、いない。どこにも、どのテーブルにも、どの輪の中にも……、いない。

　近くのテーブルで談笑していたお姉様たちに、キュートは床を踏み抜かんばかりの勢いで歩み寄った。

「リイザお姉様は？」

　なるべく、声を抑えてたずねた。

「ん？　リイザ姉様？　あれ？　さっきまでそこにいたのに」

「なんかぁ、どっかを遠な視がめてたみたいだけど？」

「用事でもできたんじゃない？　リイザ姉様って、多忙だから」

「気まぐれなところもあるから、パーティに飽きたのかも」

　そうかもね～、とお姉様たちがケラケラと笑い出す。

　キュートは、スイートと顔を見合わせた。

　眺めてた？　遠視だ。当然、キュートたちを視みていたに違いない。ということは……。

「逃げたわねっ！」

　怒るキュートの横で、スイートがどこか頭痛を堪こらえるような表情で腕を組む。

「さすがは、リイザお姉様ですわね」

「きゅーっ！　感心してる場合じゃないのよっ！」

「でも、リイザお姉様が本気でお逃げになれば、捕まえるのは不可能ですわよ」

「だったら、他ほかのお姉様に頼めばいいわ。リイザお姉様に文句を言うのは後回しよ」

　浮遊島から地上へ戻るためには、それ相応の転移術を持ったお姉様に頼めばいい。

　キュートは転移術が苦手……、というかできないし、スイートは最長でも三〇〇メートルほどしか跳べない。

　ここは確かに楽しい場所だ。楽園と言っても過言ではない。食事は美お味いしいし、音楽は素晴らしいし、あといろいろ……。

　パシン！　と、いきなりスイートから頭を叩たたかれた。

「きゅ！　なにを……」

「あなたが、またポケポケ状態へ陥りそうになっていましたから、気合いを入れて差し上げましたの」

「きゅ！」

「ふふん、ポケポケへお戻りになりたいのですか？　でしたら、わたくしひとりで地上へ帰りますけど？」

「……っ！」

　腹立たしいが、言い返せない。

　キュートは、両手で自分の頰ほおを数回打ち、意識を鮮明にした。

　そしてすぐに、笑い合いながらカパカパとお酒を飲み続けているお姉様たち、その中で最も年長者である二七女のルルディへ近づき、その袖そでを引っ張った。

「ルルディお姉様、わたしたち地上へ帰りたいの。送ってちょうだい」

　ストレートにお願いした。が、返ったきたのは、

「ここで魔力を使うときは、リイザ姉様の許可がいるのよね。よくわかんないけど、これは絶対なんだってさ」

　他ほかのお姉様たちが、次々と話に入ってくる。

「これだけの島を浮かしてんだもん、ちょっとした魔こ力とで浮遊術式に傷が入ったりしないよう、用心してんじゃない？」

「帰らず草の香りも、ある意味魔力の微粒子だからさ、雰囲気づくりのためじゃないかしら？　下へ手たに魔力を解放したら、香りが吹き飛んじゃうもん」

「だねー、リイザ姉様ったら、細かいトコこだわるんだから」

「ほんと、それとなく帰らず草の香りを使ってるあたり、こだわりを感じるわぁ」

　キュートは、お姉様たちの会話に質問を投げ入れた。

「帰らず草って？」

「ん？　名前そのまんま、香りを吸い込むと家に帰りたくなくなるっていう、つまり楽しくなれる草のことよ。でも、依存性はないから安心していいわよ」

　ニッと笑みを浮かべたルルディが、またお酒をノドに流し込む。

　六六七人いるフォンターナ姉妹の中で、ふた桁けた台のお姉様たちは、みんなそれぞれに絶大な魔力を誇っている。その中でも上位二七番目のルルディだが、やはり三女のリイザには頭が上がらない。

　ひと桁台……、その中でもトップ・スリーに入っている｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝は、想像も及ばない魔力を持っている。

　だからキュートはすぐに、お姉様たちに頼むのをあきらめた。

　どうやら、自力で地上へ戻らなければならないようだ。空に浮かぶ島から脱出するためには、どうすれば？

「キュートさん」

　不意の声に思考を中断された。

　振りむいたそこに立っていたのは、ロムだった。『告白ゲーム』で手にした当たりクジを、胸の前で小さく振っている。

　彼の笑顔は爽さわやかで、整っていて、素晴らしくて、なのに嫌味など微み塵じんもなくて……。

　キュートはまた、自分の頰ほおを両手で挟み込み、パンッと叩たたいた。

　頭の中が、スーッと澄み渡る。

　いまのキュートにとっては、「ロムと楽しさを共有する」ことよりも「地上へ戻る」ことのほうが、ずっとずっと優先順位が上なのだ。

　つまり、「ゲームをしている暇はない」ということである。

「ごめんなさい、いまちょっと忙しいの」

　キュートはなるべく、声に刺とげ々とげしさが混ざらないように努めた。悪いのは、現在身を隠しているリイザであって、ロムではない。

　スイートが、すぐに言葉を継ぐ。

「わたくしたちにはいま、地上へ戻って理り刀とと再会を喜び合う、という大切な用事がありますの。ですから、重要でない用件でしたら、お口を開く前に回れ右をなさって」

　こちらは、刺々しさを通り越し、明らかに喧けん嘩か腰ごしである。帰らず草の香りに、いい加減苛いら立だっているようだ。

　しかし、ロムの笑顔は崩れなかった。

「お忙しそうですね。そんなときに声をかけてしまって、申し訳ありませんでした」

　クドクドと言葉をならべることなくサッときびすを返すと、後ろで見守っていた女の子たちの集団にむかって歩いていく。引き際も颯さつ爽そうとしたものである。

「おおっと、玉砕ごめんなさいかぁ!?」

「ぃやーっ、ロム様が断フられるなんて信じらんなぁい。でもでもぉ、チャンスかもぉ」

「ロムぅぅぅ！　落ち込むなぁ！　男だったら、逆境をバネに這はい上がれぇ！」

　なんだか、とんでもなく盛り上がっている。

　でもキュートには関係ない。いまは、浮遊島を脱出することに全力を注がなければ！

　そういえば……、とキュートはあらためて会場内へ視線を巡らせた。毒どく舌ぜつ丸まるの姿もないようだ。

　こんなとき、彼女がいてくれたら……。そんな思いがあるものの、依存心をふくらませてもしかたがない。

　いまは、自分の力で！




「おたずねしますが、リトという方をご存じですか？」

　きょう初めて、ロム・アリアスというお兄さんから話しかけられ、百もも香かは驚いた。

　女の子たちのほとんどが、「格好いい」「素敵」「彼女いるのかしら？」「きゃ、目が合っちゃった」「あんな男ひ性と、初めて……」と遠目に熱い視線を送っていた人だからだ。

　百香も、姉の黒くろ媛ひめとロムが肩をならべているシーンを、思わず想像してしまった。背景は、一面のひまわり畑である。ひまわりは、黒媛の好きな花だから。

　黒媛とつり合いがとれると思った男性は、ロムが初めてだった。それでも、ついさっきまで姉のことを忘れていたのだけど……。

　告白ゲームのときスターライトの先輩が黒媛の名を叫ばなければ、ずっと忘れていただろう。ちょっと浮かれすぎのようだ。

　気を引き締めつつも、百香は質問の内容に意識を集中した。

　リト？　りと？　う～ん、あ、りとって、春日かすがさんのことだ、と胸の前でポンと手を打ち合わせる。が、隣に立った巴ともえから、先に言われてしまった。

「春日くんのことじゃ……ないかしら？」

「カスガくんって？」

　重ねてたずねてきたロムの視線を受け、巴がわかりすぎるほどわかりやすく、頰ほおを紅あかに染めた。

　でも、彼女が頰を染めたのは、ロムを前にしているから？　それとも、理り刀との顔を脳裏に思い描いたから？

　百香はわずかに首を傾かしげながらも、ロムの問いにこたえた。

「春日さんは、わたしたちと同じレゾン学院の男子生徒です。キュートさんと同じマンションに住んでるんですよ」

「同じマンションに？」

「はい、とってもいい人なんですから！」

「「あの子はいいよねぇ」」

　いきなり、百香の目の前にゴルゴンゾラとパルメザンが現れた。ふたりとも、いつもの黒っぽくて革っぽい格好から、金ぴかギラギラのゴージャスドレスに着替えている。

　さっそくふたりが、マシンガンのようにしゃべり始めた。

「あの子は、キュートのお隣さん」

「あの子は、キュートの隣人さん」

「ふたりを隔てるのは壁一枚！　愛が芽生えぬはずがない！」

「ドアを開けてすぐの場所！　ドキドキハラハラ超特急！」

「ヤバイね？」

「ヤバイよ？」

「キュート、ピンチ！　壁のむこうにいるのは愛の狩人かりゆうど！　注意しないと刺さっちゃう」

「なにが刺さるの？」

「そりゃあもちろん」

「「愛の矢ぉラヴ・アロー～」」

「危ないねぇ」

「危険だねぇ」

　ゴルゴンゾラもパルメザンも、すごく楽しそうだ。彼女たちは万年幸せ病に違いない。

　百もも香かも楽しくなった。このお姉さんたちといると、本当にウキウキな気分になれる。

　巴ともえも、唇をほころばせている。

　でも、ロムだけがなぜか真剣な顔だ。

　そこでふと、百香は思った。

　どうしてロムが、春日かすがさんのことをたずねてくるの？


　　　☆☆☆



　理り刀とは一〇分ほど水のシャワーを浴び続け、ようやく○○ピ───を落ち着かせてからバスルームを出た。

　でも部屋の中では、Ｔシャツに布地が極めて少ない短パンだけの黒くろ媛ひめが待っている……、はずだ。

　ふたりきり。シャワーを浴びたあと、女の子が待つ部屋へ入り、そのあと……。

　おいおいおい、春日理刀っ！　いったいどんなシチュエーションを期待してるんだ！

　にゃあぉ

　応接間に入ると、ソファで長々と寝そべっていたシィちゃんが、わずかに首を上げた。

　あれ？　黒媛がいない。

「亜あ威いさん？」

　……………呼んでも、返事がない。

　帰ったのか？　でも、彼女のバッグは置きっぱなしになっている。

　直後、ガチャリと玄関が開く音が聞こえた。

　Ｔシャツ短パン姿の黒媛が、片手にビニール袋を提げ、サンダルをパタパタいわせて入ってくる。いつの間にか、長い黒髪を後ろで束ねるというヘアスタイルにしていた。ポニーテールもよく似合っている。

「お、春日、シャワーは終わったか？　ほら、夕食の材料を買ってきたぞ」

「え、夕食の、材料？」

「そこのコンビニでな。ハハ、コンビニなんて滅めつ多たに入らないから、なんだか緊張してしまった」

　はいていた理刀のサンダルをきれいに揃そろえたあと、黒媛が応接室へ入ってくる。

　夕食って……。それに……。

「その格好で？」

「ああ、財布とコンパクトはちゃんと持って出たぞ」

「あ、そう……」

　ダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】だし、運動神経も抜群にいいから、普通の女の子として見るのは間違っているのかもしれないが……、やっぱり一七歳の乙女なんだから、ひまわり柄Ｔシャツと太もも丸出し短パンで外出するのは、ちょっと考えものである。

　世の中は、いやらしい男であふれているのだから。でも……、自分も、そのひとりか？

　理り刀とは、顔が熱くなってくるのをコホンと咳せき払ばらいでごまかしたあと、黒くろ媛ひめがテーブルの上にならべている品物に目を落とした。

　にゃあお、とシィちゃんも興味深げにそれを見ている。

「最近のコンビニは、なんでもあるんだな」

　時代の流れについていけない中年オヤジのようなセリフを口にしながら、黒媛がビニール袋から取り出したものは……、どう見てもチューハイの缶だった。有名お笑いコンビが、ＣＭで宣伝していたのを思い出す。

　しかも、一缶、二缶、三缶……、全部で四缶も。ついでに言えば、全部五〇〇缶だ。

「それ、飲むの？」

「ん？　ああ、春日かすがは嫌いか？　ジュースみたいなもんだが」












「いや、飲んだことは、あるけど……」

　確か、去年のクリスマスに。シャンパン代わりに。親といっしょに。コップ一杯だけ。

「百もも香かにはナイショだぞ？」

　黒くろ媛ひめが、悪戯いたずらっぽく白い歯をこぼした。

　公園で見た赤面も初めてなら、彼女がこんな笑い方をするところも初めて目にした。他ほかに、虫が苦手だったりも。

　いろんな表情を持っているんだな……、と理り刀とは黒媛の横顔を見つめた。




　台所に入った黒媛が、パパッとホットケーキをつくってくれた。

　理刀はその間に、唐揚げをレンジであたため、サラダやポテトを皿に盛り、食器類を用意する。

　ホットケーキの、まろやか、かつ香ばしい匂においを胸に吸い込みながら、突き出した胸と白い腕と太ももがテキパキと動き回っているところを視界の隅に捉とらえていると、なんだか、自分たちが新婚ラブラブの……、あー、ヘタに想像するのはよそう。

　理刀はテレビをつけ、自分と黒媛以外が出す音で、部屋に漂う微妙な気まずさを吹き払おうとした。

　でもそれは、気休め程度の効果しかない。

　外はもう、すっかり暗くなっている。「早く帰らないと、ママに叱しかられちゃうよ？」という言葉も、黒媛には無意味だろう。夕食を食べる気満々の様子だから。

　いま八時を回ったところだから、食べ終わる頃ころには……。でもまあ、亜あ威い家のお嬢様だから、帰りのタクシー代を心配する必要もないのだが。

　シィちゃんはずっと、居間の大型ソファから動かない。のびのびと手足を伸ばせるから、心地ここちがいいのだろう。ピ～プ～と寝息をたてている。始し祖そ竜りゆうが日にどれだけの食事を摂ればいいのかわからないが、お腹なかを空すかせているようでもないから、よしとしておく。

　だから理刀は、シィちゃんを無理に起こさず、黒媛とふたりで食卓に着いた。

　まず最初にグレープフルーツ味の缶を開け、互いのグラスに注ぎ合う。

「乾杯」

　グラスを打ち合わせたあと、さっそくチューハイを口に含んでみる。

　ん～、どこかアルコール臭くはあるが、ほとんどジュースと変わらない。これだと、おいしいからいくらでも飲めそうだ。

　そのままゴクリと飲み込み、テーブルの対面に座った黒媛へ目をむける。

　彼女のグラスは、早くもカラになっていた。

「ノドが渇いてたから、な」

　どこか照れ臭そうに笑いながら、空いたグラスに再びチューハイを注ぎ入れる。

　手酌している黒くろ媛ひめを見て、理り刀とはおかしくなった。

　ほぼ同時に、テレビからドッと笑い声が流れ出てくる。どうやら、お笑い番組をやっているようだ。そんなタイミングにも、おかしくなった。

　黒媛と目を合わせ、笑い合った。

　それだけで、「部屋にふたりだけ」という気まずさや居い心地ごこちの悪さが薄れていく。

　その後、いろいろと話した。

　浮遊島へ連れていかれた巴ともえや百もも香かやキュートやスイートのこと。

『ペット自慢大会』のこと。

　雨に降られ、ふたりずぶ濡ぬれになったこと。

　黒媛が【時の統治者タイムルーラー】の能力に目覚めたときのこと──四年前の春、舞い落ちる桜の花びらを初めて宙に制止させたとき、彼女は泣いたという──そしてスターライトになったときのこと。

　初めて｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝と呼ばれたときのこと。

　レゾン学院の名物教師のこと。

　スターライトの仲間たちのこと。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』のこと。

　些さ細さいなこと。

　バカバカしいこと。

　本当にどうでもいいようなこと。

　笑いすぎて咳せき込んだり、真剣にうなずいたり、ツッコミを入れたり、ツッコミを入れられたり、テーブルをバシバシと叩たたいたり、最後に残った唐揚げを半分こしたり──黒媛が嚙かみ千切って分けてくれたため、食べるときドキドキだったけど──互いのグラスにチューハイを注ぎ合ったり、ポニーテールを振り回したり、手を叩いたり……。

　そんな中、頰ほおを上気させた黒媛が、とうとつにたずねてきた。

「春日かすがは、キュートのことが好きか？」

　飾り気もなにもない、どストレートな質問に、理刀は咀そ嚼しやくしていたホットケーキを口からこぼしそうになった。

「ふぇ？」

　オレンジ味のチューハイで口の中のものをノドに流し込みながら、理刀は心の中で投げられた問いを整理する。

　その隙すきを突くように、黒媛が言葉を加えた。

「春日理刀は、キュート・フォンターナのことをどう思っているんだ？」

「どうって……」

「いま心の中に湧わき上がった気持ちを、可能な範囲で言葉にすればいい」

　黒くろ媛ひめらしい言い方に、理り刀とはまたおかしくなった。だから、彼女に言われるまま自分の心を覗のぞき込む。

　好きだよ～、と冗談めかしてこたえることは簡単だが、黒媛という少女は、どんなときでも根っこが真剣だ。話していて、それがよくわかった。

　春日かすが理刀は、すべての魔力を消し去ってしまう『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者。

　キュート・フォンターナは、魔界の公爵家令嬢。

　自分は、決して魔界の土を踏むことができない人間だから……、キュートへ素直に、考えなしに、軽い気持ちで想おもいを伝えていい立場ではない……、はず。

　想い……、自分が抱いているキュートへの想いは？

　黒媛の真剣な眼まな差ざしを受けとめ、理刀は軽く息をついた。そして、彼女の問いに対するこたえを口にする。

「キュートのことは、大切な、本当に大切な友達だと思ってるよ」

　黒媛の目が、わずかに細くなる。

「大切な友達？　俗な訊きき方で申し訳ないが、それは友達どまり、ということか？」

　ドッ、クン、と心臓が不自然に脈打ったような気がした。

　友達どまり……、それは……、違う。ハッキリと言える。

　キュートへの気持ちは、友達どまりなんかじゃない。彼女への正直な想いは……。

「……………………………………………………………………………………………………」

　声に出すのは、許されないことのような気がした。言葉にするのは容易たやすい。それでも、一度口から出したそれは、確実にかたちを持ち始める。

　かたちを持ち、強くなり、勢いを持ったそれを、自分はとめることができるのか？

　自分が突き進めば、だれかが不幸になりそうな気がする。だれかが泣くことになりそうな気がする。だれかが苦しむことになりそうな気がする。きっと、だれかが……。

　だから、

「オレは、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』だから……」

　そう口にするのがやっとだった。

　それだけで、黒媛は様々なことを推し量ってくれたのだろう、

「男女の関係には、いろんなしがらみがついて回るからな、いついかなるときも真っ正直に突き進む、というわけにはいかないだろう……と、この前のドラマで言ってたな」

　冗談めかした口調で言ったあと、パチンと可愛かわいらしくウインクをしてくれた。

「亜あ威いさん……」

　黒媛の気づかいが嬉うれしい。

　と、急に彼女の目がきつくなった。

「前々から気になってたんだが、いい機会だから言わせてもらっていいか？」

　え？　怒った？　なぜ？

　黒くろ媛ひめが、大きな胸をテーブルに押しつけるような格好で、ググッと身をのり出してくる。

「その『亜あ威いさん』というのはやめてくれ。わたしは、『春日かすが』と呼び捨てにしてるんだぞ？」

「ふぁい？」

「だから春日も、わたしのことを呼び捨てにしてくれ。……いや、この際だから名前で呼び合うことにしよう」

「へ？　名前？」

「黒媛と理り刀と、でいいんじゃないか？」

「亜威さんのこと、名前で呼ぶの？　オレが？」

「理刀って、名前で呼ぶのはダメか？　キュートやスイートはそう呼んでるじゃないか。わたしだけダメっていうのは、ちょっと納得いかないな」

「い、いや、オレをそう呼ぶのはいいんだけど……」

「よし、決まりだ！　理刀、もう夜も遅いし、わたしは眠くなった」

　黒媛が、輝かんばかりの顔で立ち上がった。そして、手早く食器をまとめ、ポニーテールを揺らしながら台所へ運んでいく。

「あ、オレが洗っとくから、置いといてよ」

「いい、わたしが洗う。泊めてもらうんだから、これくらいはやらせてくれ」

「そんじゃ、お言葉に甘えて……って、泊まるの!?」

「最初からその予定だったぞ？　人数が少し減って予定が狂ったがな」

　うちにご宿泊？｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝が？　バレたら、本当にファンから殺される。それに、女の子たちはキュートの部屋に泊まる予定だったはずじゃ？　でもキュートはいないし、地下学院アンダーレゾンの娘こたちも留守だし。

　おたおたしている理刀をよそに、黒媛はさっさと食器を洗い終え、空き缶を片づけ、歯磨きをすませ、縛っていた髪を解くと、シィちゃんが寝ている大型ソファの隙すき間まに体を押し込むようにして横になってしまった。

　理刀が、「オレのベッド使いなよ」と声をかけても、「いい、シィちゃんと寝る」と顔も上げずに返された。

「おやすみ、理刀」

　黒媛の声は、すでにふわふわだ。早くも夢の中へ落ちかけているらしい。

　こうなってしまえば、もはやどうすることもできない。

　理刀は、無防備に寝てしまった黒媛の体にタオルケットをかけたあと、電気を消して自分の部屋へ入った。まるで逃げ込むように。

　あの亜威黒媛が……、同じ家の中で寝ている。

　今夜の我が家は、ヤバ～い危険地帯？　それとも甘～い楽園か？

　どちらにせよ、ドキドキだ。




　パタン、と理り刀とが部屋のドアを閉める音が聞こえてくる。

　と、黒くろ媛ひめはそっと目を開けた。

　目の前にあるのは、シィちゃんの寝顔だ。

　薄うす闇やみの中で腕を伸ばし、抱き寄せる。

　ぅなぁぁぁぁぁ、と寝ね惚ぼけたような鳴き声がシィちゃんのノドからもれ出てくるが、目を開けようとはしない。

　黒媛は、シィちゃんの硬い鱗うろこに頰ほおを押しつけた。

　ひんやりと冷たいすべすべの鱗が、火ほ照てった肌から熱を奪ってくれる。

《星影祭》の少し前、理刀やキュートたちをいきつけのスポーツジムへ誘ったときのことを思い出す。みんなで泳ぐためだ。

　あのとき、キュートのお姉さんたちがはしゃぎすぎたせいで、理刀ひとりが溺おぼれた。

　だから、人工呼吸法を知っていた自分が助けるのは、当然の流れだった。

　でも……。

　自分の唇が、理刀の唇と。

　何度も、何度も。

　自分の息が、理刀の肺へ。

　何回も、何回も。

　黒媛は、自分の下唇を指先で軽く撫なでたあと、小さく小さくつぶやいた。

「ドキドキするな……フフ」


　　　☆☆☆



　キュートは、鳥人が棲すむ森に入ったあと、落ち葉を寄せ集めてつくったベッドに身を横たえていた。

　隣では、同じように枯葉のベッドに身を投げ出し、スイートが寝息をたてている。

　落ち葉は、パムたち鳥人が集めるのを手伝ってくれた。

　木々の上にはいまも、「小公妹プリンセスたちの静かな夜を守るため」という理由で鳥人たちが大勢とまっている。

　彼らには気をつかわせて申し訳ないが、静せい謐ひつ宮きゆうの中で休むことはできない。まだ、帰らず草の香りが充満しているからだ。もしそんな場所で夜を過ごせば、地上へ帰る意志をすっかり失ってしまうだろう。

　キュートは、乾いた枯葉の匂においに包まれたまま、眠りの浅瀬に身をゆだねた。ゆるゆると、体が重く、軽く、深く、浅く、夢の世界へと流されていく。

　結局、リイザを捜し出すことはできなかった。お姉様たちに、見かけたら報しらせてほしいと頼んでおいたが、期待はしていない。パーティに招かれているすべてのお姉様たちが束になっても、本気になった三女リイザを捕縛することは不可能だから。

　地上へ降ろしてもらえないのなら、無理やり脱出すればいいということで、キュートとスイートの意見が珍しく一致した。

　脱出するためには、浮遊島を地上へ降ろさなければならない。

　つまり、巨大な島を浮かべている装置、もしくは術者、あるいは術者たちを見つけ出し、地上の適当な場所へ降下させるのだ。

「島を浮かせているのは、リイザお姉様ではありませんわ」というスイートの言葉で初めて、キュートはリイザの瞳ひとみが空色平常色のままであることを思い出した。

　魔力を使えば、魔族の瞳は碧あおに染まる。｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝であっても、それは同じ。

　だから、リイザは後回し。まずは、島を地上へ降ろすのだ。

　巴ともえや百もも香かたちには、そのまま楽しい気分を味わってもらうことにした。害がないのであれば、事が終わるまで楽しんでもらったほうがいい。

　これも、キュートとスイートの意見は一致している。

　きょうは疲れた。

　たぶん、あしたも疲れる一日になるだろう。


　　　☆☆☆



　キュートが、こっちを見ている。

　ジ─────ッと、甘えるような上目づかいで。潤うるんだ空色の瞳で。

　ちょこんと首を傾けただけで、銀髪の上を光が流れ落ちていく。

　胸の前で両の手を握り合わせ、だれかへ、なにかへ、請うように……、祈るように……。

　愛らしいツインテールは、いつも理り刀との視線の下。ずっとずっと下。

　小さなキュート。

　あ……、これは夢なんだ。という自覚が理刀にはある。

　夢の中で、キュートがジ─────ッと理刀を見上げている。

　彼女は、なにが言いたいのだろう？　自分は、どんな言葉を期待しているのだろう？

　キュートが、プルンとした赤い唇を、もごもごと動かした。唇がすぼまり、横に伸び、わずかに開き、そこから覗のぞく舌先がふるふると震え……。

「理刀」

　ようやく、名前を呼んでくれた。

　その先は？　なにを言いたいんだ？　自分はなにを言ってもらいたいんだ？

「理刀、朝だぞ」

　そうか、もう朝なのか。ん？

　理り刀とは、薄く目を開けた。

　黒くろ媛ひめが、微笑ほほえみとともに自分を見下ろしている。

　青白ストライプの半はん袖そでシャツにジーパン姿。昨晩は、ひまわり柄のＴシャツに短パンだったはず。着替えたらしい。

「ふふ、可愛かわいい寝顔だったぞ」

　彼女の言葉で、理刀は跳ね起きた。




　顔を洗ってダイニングへ戻ったときにはすでに、テーブルに焦げ目のついた食パンとスクランブルエッグが用意されていた。

　黒媛が、コーヒーを注ぎ入れたカップをテーブルに置き、ポンポンと手を叩たたく。

　彼女の目は、「どうだ、おいしそうだろ？」と言わんばかりだ。

　テーブル横のシィちゃんが、そんな黒媛を大人おとなしく眺めている。

　ここは食事の礼を言うべきなのだが、

「ゴメン、亜あ威いさんにばっかりこんなことさせて……」

　理刀はまず、謝った。それからあらためて食事のお礼を……、と思ったのだが、できなかった。黒媛の顔から、笑顔が搔かき消えてしまったからだ。

　怒ってる？　いや、ジト目……、ということは、拗すねてる？　苛いらついてる？　困ってる？　悲しがってる？　なぜ？　謝るより先に、お礼のほうがよかったのか？　？　？

　あっ……、うぅ……、そうだった。

「ゴメン、く、くろ、黒媛ぇ」

　昨晩のやり取りを思い出し、理刀は思い切って、彼女の名前を呼び捨てにした。

　鏡に弾はじかれた光のように、パッと黒媛の顔に笑みが咲いた。

「はい、よくできました。お互い、きょうから呼び捨てだぞ？」

　ず───っと、「すごい人」「手の届かない人」「違う世界の人」だと思っていた存在と気軽に名前を呼び合える関係になったことが、なんだか信じられない。

　でも、現実だ。

　理刀も笑顔でこたえ、食卓に着いた。

　その後、パンをほおばりながら、テレビで『フォンターナ・アイランド』のニュースを見た。

　現在、街の上空から近くの海上へ移動しているらしい。

　海岸には、巨大すぎる空飛ぶ島をひと目見ようと、人々が朝からぞくぞくざくざく集まってきているようだ。

　大渋滞した海沿いの道路や海岸で押し合いへし合いしている群衆の画えを見て、黒媛がクスッと口の中で笑った。

「本当に、魔族という連中はすごいことをサラッとやってのけるな。どうだ理り刀と、わたしたちもいってみないか？」

「海岸に？」

「わざわざ人ひと混ごみに飛び込むことはないだろ？　わたしたちには強い味方がいてくれるじゃないか」

　黒くろ媛ひめが、テーブル脇わきでぽや～と立っていたシィちゃんの頭を撫なでた。

　にゃあああぁぁおぉぉ

　よくわかっていない様子ながら、シィちゃんが嬉うれしそうにパタパタと翼を動かした。

　なるほど、空中に浮かぶ『フォンターナ・アイランド』を空から眺めるというのも、いい考えかもしれない。

　招待されていないから上陸はできないが、遠くから眺めるくらいならいいだろう。


　　　☆☆☆



「キュートしゃまぁ～、あしゃですよぉ～！」

　キンキンと響く声に、キュートは叩たたき起こされた。深い眠りも、心地ここちよいぬくもりも、落ち着く森の香りも、一気に消し飛んでしまう。

　パタパタパタっと、樹上から両う翼でをひろげたパムが降りてきた。

　森の中に、清すが々すがしい朝の木漏れ日が降り注いでいる。

「頭に響く声ですわね。でも、目覚ましにはピッタリですわ」

　スイートも、落ち葉のベッドからむくりと起き上がった。

「キュートしゃま、スイートしゃま、おはようございま～す」

　目の前に着地したパムが、ちょこんと頭を下げてくる。

　幼い彼女に続き、木々から鳥人たちが次々と飛び降りてきた。みんな頭を下げ、両翼を胸の前で重ねることで、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝の妹姫いもうとたちへ敬意を表している。

　スイートが、そんな彼らへ微笑ほほえみかけた。

「森の片隅を快く貸し与えて下さったこと、心より感謝します」

「みんなのお陰で、よく眠れたわ」

　キュートもすぐに、お礼を口にする。

　鳥人たちは、無言のまま動かない。パムだけが、ニパ～と笑ったまま立っている。

　キュートは、そんな鳥人たちへさっそく頼むことにした。

「東庭園の先に高い塔があるでしょ？　申し訳ないんだけど、わたしたちをあそこへ連れていってくれないかしら？」

　歩いたらけっこうな距離になるが、鳥人たちの翼だとすぐの場所である。彼らに運んでもらうのは少々恐こわいが、スイートの前で弱音は吐けない。

　塔までいって、そのあとは……。

　と、急に鳥人たちが騒ぎ始めた。

「ありえないっ！」「ご無体なっ！」「最後に家族との時間を」「息子に、もっとやさしくしておけばぁ」「嫌だぁっ！」「自分だけ逃げる気か!?」「じゃあ、お前がいけよ！」

　勇猛で知られる森林系の鳥人たちが、怯おびえた目を互いに激しくぶつけ合い始めた。

　パムだけが、泣きそうな顔で下唇を嚙かみ締めている。

　なにがなんだかわからず、キュートとスイートは顔を見合わせることしかできない。

　昨晩ふたりは、島を覆っている浮遊術式の発生もとを探そうと、意見を交わし合った。

　これだけ大きな島を浮かせるなら、魔力放出量もさることながら、配分も大切になってくるはず。一カ所だけ多すぎたり少なすぎたりすれば、島は瞬く間に傾いてしまうに違いない。

　均等に魔力が放出されていると考えるなら、放出もとはその中心部に位置しているはず、と推測するのは当然のこと。

　ということで、島の中央付近にある高い塔が怪しいと考えたのだが、どうやら当たりのようである。

　キュートは、鳥人たちにやさしくたずねてみた。

「ねえ、塔にいるのはだれ？　もしかして、たくさんいるの？」

「それとも、なにかの装置があるのでしょうか？」

　スイートも、言葉をつけ加える。

　直後、ぅあぁぁぁ～ん、とパムが泣きながら飛び去ってしまった。

「もうダメだ！」「オレの翼はなんて弱いんだっ！」「お許し下さい！」「たとえ小公妹プリンセスの願いとはいえ！」「兄貴ぃ、オレたちはもうお終しまいだ！」「彼女が欲しかったよぉ！」

　まるで小心な小鳥のように、羽毛を撒まき散らしながら翼をばたつかせた鳥人たちが、木々の枝葉を突き破り、そのさらに上へ飛んでいく。

「なにを、恐こわがってるのかしら……」

「なんですの……いったい……」

　キュートとスイートは、顔を見合わせることしかできない。




　しかたなく、キュートとスイートは歩いて塔へむかった。

　昨晩、楽しくも腹立たしいパーティが行われた静せい謐ひつ宮きゆうの本殿を遠く右手に臨みながら、広大な東庭園を進んでいく。

　庭園内で咲き誇る美しい花々や、等間隔にならべられた芸術的な石像を眺めることもなく、ふたりは進んだ。前進あるのみ、である。

　そうやって二〇分ほど歩き、ようやく塔の前にたどり着いた。

　高さは、二五階建てのレゾン学院ビルと同じくらいだろうか。石造りの丸い塔である。

　最上階にお姫様が囚とらわれていそうな塔、という印象をキュートは持った。昔、絵本で見たことがあるようなシルエットである。

　おそらくはひとつしかないであろう扉の前には……、無骨な門番が立っていた。

　身の丈二メートルほどの鉄鋼傀儡あやつりにんぎようである。

　黒光りする外甲からだは見るからに硬そうだ。魔力で動く中身が空からっぽの鎧よろいだから、言葉が通じるか否かは疑似生命を与えた術者の魔力量と目的次第である。

　キュートは、用心して五メートルほどの距離をとり、鉄鋼傀儡に呼びかけた。

「ちょっとあんた、この塔に入りたいんだけど、そこをどいてくれないかしら？　あんたが邪魔で入れないのよ」

　………無反応。

「わたくしが思うに、あの傀く儡ぐつは警備型ガードと見せかけた作業型ウオーカーですわね」

　スイートが、そろそろと数歩だけ鉄鋼傀儡に近づいた。

　………やはり、無反応。

　宮殿の周囲に傀儡を放はなつ目的はふたつ。庭園の手入れや管理を行うためと、侵入者を撃退及び捕獲するため。

　警備型ならば、近づけば警告なり攻撃なりしてくるはずだから……、やはりスイートの言うとおり作業型かもしれない。

　でも念のため、とキュートは足もとの石を拾い上げ、鉄鋼傀儡に投げつけた。

　カコ───ン、と硬質な音が響く。

　と、鉄鋼傀儡の右腕がスッとなめらかに上がった。そして驚いたことに、グッと親指を立てたではないか。

「さすがリイザお姉様の傀儡ですわね、細部の動きまでスムーズですわ」

　スイートが、感心したようにうなずいた。

　ここでようやく、キュートは緊張感をゆるめた。もし警備型だったら、厄介なことになっていたかもしれないのだ。ここは｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝の宮殿なのだから。

　親指を立てるという鉄鋼傀儡の友好的な行動に、なんだか親しみが湧わいてくる。オーケー、キミト、ボクハ、ベストフレンド。なんて素敵なことを言っているのかもしれない。

　だが次の瞬間、鉄鋼傀儡が、立てていた親指でクイッと地面を指した。

「きゅ！」

　人間界流に言うならば……。

　キル・ユーぶつころすぞ！

「んまぁ─────っ、わたくしの勘違いだったようですわね」

　スイートの唇に、冷たくも鋭い笑みがひろがった。右手には、早くも火炎術式を組み立て始めている。

「せっかくですから、疑似生命たましいを調教して差し上げますわ」

　キュートも、スイートの一歩後ろで身構えた。でも、自分になにができるのだろう？　基本的な感覚器官を持たない鉄鋼傀儡あやつりにんぎようには、幻術が効かないし。

　そんなキュートの迷いをよそに、スイートが勢いよく地面を蹴けった。

「感謝なさい！　跪ひざまずく快感を叩たたき込んで差し上げますわっ！」





五章　ハラハラ・バトル







　シィちゃんの背にのり、飛ぶこと一〇分。海が見えてきた。

　魔界でも稀き少しよう種しゆである始祖竜ドラゴン独特の力なのだろうか、飛んでいる最中にたくさんの鳥たちが寄ってきた。

　カラス、トンビ、その他ほか、名前も知らない鳥。海に近くなると、多くのカモメも仲間入りしてきた。鳥たちは互いに争うこともなく、大小様々な翼をならべて飛んでいる。

　理り刀との目には、それが不思議な光景に映った。まるで、王を懸命に守ろうとする兵士のようだ。

　後ろから理刀の首に抱きついている黒くろ媛ひめが、子供のように「すごいな！」「あれ、タカじゃないか？」「カモメって、近くで見ると恐こわい顔してるな」とはしゃぎ通しだった。

　ニュースで言っていた通り、海岸沿いの道路は長い長い渋滞となっていた。浜辺も、人で埋めつくされている。

　そして、たくさんの人々が見ているものがいま、理刀と黒媛の目にも映っている。

　巨大すぎる浮遊島、『フォンターナ・アイランド』が目の前に。

　目の前といっても、あまりに大きすぎるから近くに見えるだけで、本当はまだまだ距離がある。遠近感が狂ってしまいそうなほど大きな岩の塊かたまり、というわけである。

　テレビの取材だろう。バタバタバタと空気を殴りつけるようなプロペラ音をたて、数機のヘリコプターが島の周囲を飛んでいる。

　接近しすぎると、『ドラゴンにのった少年少女、出現！』などといったテロップを流され、ニュースのネタにされるかもしれない。

「シィちゃん、もうこの辺でいいよ。あんまり近づきすぎなくていいから」

　にゃああああぁお、とシィちゃんが翼を器用に傾け、空に浮くような格好で進むのをやめた。と、周りの鳥たちがいっせいにぐるぐると上下左右を飛び回り始める。とにかくシィちゃんといっしょにいたいらしい。

　理り刀とは、シィちゃんの頭をポンポンと叩たたきながら、あらためて浮遊島へ目をむけた。

「近くで見ると、スゲーよな」

「そうだな。すごい……本当に……」

　理刀の肩にアゴをのせるような格好で、黒くろ媛ひめもつぶやく。

　下から見たときはわからなかったが、こうしてほぼ同じ高度から見ると、浮遊島上にならんだ建物がよく見える。中世のヨーロッパを思わせる威厳と品位と柔軟性をあわせ持った建築物ばかりのようだ。中央付近にある高い塔が、いちばん目についた。

　あのどこかに、キュートがいる。あそこのきれいな建物かな？　それともあっち？

　そう思うと、このままシィちゃんに真まっ直すぐ飛んでもらい、島に上陸したくなった。

「ん、あれはなんだ？」

　最初に気づいたのは、黒媛だった。

　彼女が指差した先……、宙を滑るようにこちらへ近づいてくる影が見えた。

「？」

　理刀は目を凝らした。浮遊島をバックに、ひとりの人間が空を走ってくる。手足を動かさず……。

　おそらく、いや絶対に魔族だ。

　飛んできたのは、理刀や黒媛と同年代の少年だった。ボードのような、楕だ円えん形けいの板にのっている。

　身長は一八〇を超えているだろうか、若草色のサラサラヘアが実に魅力的だ。

　少年をひと言で評すれば、『美少年』。ふた言だと、『完かん璧ぺきな美少年』。み三言だと、『爽さわやかで完璧な美少年』。

　つまり、理刀がどんなに足あ搔がいても勝てない容姿を持つ少年だった。

　その少年が、周囲を飛び交う鳥たちを見回した。途端、まるでつながれた糸を断ち切られたかのように、鳥たちが四方八方へ飛び去っていく。

　にゃあぁお！　シィちゃんが、不機嫌色を吐き出した。らしくない、太い鳴き声である。

　不穏な空気を感じ取った理り刀とは、シィちゃんの頭を撫なでながら、少年へいくぶんきつい目をむけた。

「カスガ、リトだな？」

　少年が、静かな、しかし微妙に鋭い声でたずねてくる。落ち着いた深みのある声もまた、外見に負けず劣らず美しい。

　理刀は、少年の目を無言で受けとめた。いきなり名前をたずねられ、「ハイ、そうですよ」と素直にこたえてやりたくない。

　だが彼は、なんの用事でやってきたのだろう？

　黒くろ媛ひめが、理刀の耳元でささやいた。

「キュートかスイートの知り合い、と考えるべきなんだろうが、友好を深めようといった雰囲気じゃなさそうだな」

「失礼」

　彼女の声が聞こえたのだろうか、少年が右手を上げた。そんな仕草も、悔しいが画えになっている。

「自己紹介が遅れました。ボクの名はロム・アリアス。キュート・フォンターナの友人です。不ぶ躾しつけで申し訳ありませんが、カスガリトと話したいことがあってきました。我々魔族には、人間ひとりを捜し出すくらい造作もないことです。だから、あなたがカスガリト本人であることは、わかっています」

　カスガリトと一気に続けて、しかもおかしな発音で名前を呼ばれるのは、あまりいい気分じゃない。口にしている相手が、格好よすぎるロムだから……、かもしれないが。

　それに、キュートの友人だという言葉にもなんとなく引っかかった。

　一瞬だけ、キュートがロムに笑いかけている姿が目に浮かんだ。自分が無意味な想像をふくらませ、それに嫉しつ妬としていることに理刀は気づいている。気づいているけど……。

　それでも、じんわりと胸の奥に嫌な気分がひろがっていく。

　だれだって、生きてきた年数だけ自分の物語ストーリーを持っている。もちろんキュートだって。

　キュートは、理刀と出会う前も間違いなく自分の物語の中で生きてきた。初めて出会ったあの日、ポンッと発生したわけではない。

　彼女の物歴語史の中には、多くの登場人物が出てくるだろう。公爵家令嬢だから、それはそれはたくさん。ロムのような美少年も……、数多く。

　キュートは今いま頃ごろ、なにをしているのだろう？




　理刀たちは、「下で話そう」というロムについて、海岸沿いにある防風林の中へ降り立った。

　人が多いのは砂浜のほうばかりで、浮遊島が見えない林の中にはだれもいない。

　浮遊ボードにのったままのロムとむかい合い、理り刀とは静かに彼の言葉を待つ。

　すぐ横で、シィちゃんと黒くろ媛ひめが身を寄せ合うようにしてロムの反応を窺うかがっている。

　どこか気取った仕草でボードから降りたロムが、理刀と黒媛へ探るような目をそれぞれむけたあと、ようやく口を開いた。

「公爵家令嬢に取り入って、なにを企たくらんでいるんだ？」

　前置きもなにもない。口調も鋭く、言葉づかいもガラリと変わっている。

　理刀は、黒媛と顔を見合わせた。ロムがなにを言っているのか、ピンとこない。

　舌打ちをしたあと、ロムが言葉を重ねる。

「キュートがいないところじゃ、こそこそと女遊びか？」

「失礼なヤツだな」

　ロムの険悪な視線を、黒媛がわずかに眉まゆ尻じりを上げて受けとめた。

　にゃあああああっ！

　失礼なヤツだなっ！　とシィちゃんも黒媛のマネをした……、ように理刀には聞こえた。

　なんとなくだが、理刀はロムの目的がわかったような気がした。

　おそらく、浮遊島で自分の話題が出たのだろう。それを聞いたロムが、わざわざ春日かすが理刀という人間へ文句を言いにきたのだ。どうやら、公爵家令嬢を誑たぶらかしている悪者だと勘違いをしているらしい。

　でも、ホントに勘違い？　もしかして、嫉しつ妬と？　キュートは、春日理刀という人間界でできた友人のことを、ロムになんと伝えたのだろう？　彼が嫉妬するようなこと？

　それって……。

「ふっ、キミがなにを企もうが、すべてボクが阻止してみせるよ」

　ロムの言葉に、黒媛が肩をすくめた。シィちゃんが、にゃふぅと呆あきれたような声で鳴く。

「あの手のヤツと話すのは、骨が折れるぞ。完全にお姫様キユートを守る騎士ナイト気取りだからな」

　シィちゃんの頭を撫なでながら、黒媛がもう一度、大おお袈げ裟さに肩をすくめる。

　ロムが、そんな彼女につくりものめいた微笑をむけた。

「いまは、ボクとカスガリトが話してるから、申し訳ないけど、キミは口を閉じててもらえないかな？」

　黒媛が、ムッとした表情で、それでも素直に唇を引き結ぶ。

　ロムが、視線に鋭さをのせ、あらためて理刀を見据えてくる。

「カスガリト、キミにチャンスをあげるよ。キュートへの邪よこしまな心を捨てる、といまここで誓えば見逃してやる。もし拒否したら……」

「帰ろう」

　理刀は、ロムの言葉を最後まで聞こうとせず、黒媛とシィちゃんに声をかけた。だんだんバカらしくなってきた。つき合ってやる義理もない。

　直後、ボンッ！　と足もとの土が爆はぜた。

「きゃっ！」

　黒くろ媛ひめが、短い悲鳴をあげた。

　にゃあ、とシィちゃんが拳こぶし大だいにえぐられた地面をきょとんと見下ろしている。

　ロムが、前に突き出していた手を下ろしながら、理り刀とたちに歩み寄ってくる。

「どうやらキミとは、対話よりも剣を交えたほうがスムーズに事が運びそうだな」

　自信に満ち、人間を見下し、自らの優位を信じて疑っていないロムの秀麗な顔をにらみつけ、理刀は拳こぶしを握り締めた。

　硬く硬く、強く強く、握り締めた。


　　　☆☆☆



「跪ひざまずきなさいっ！」

　スイートが、鉄鋼傀儡あやつりにんぎようの上半身に無数の火球を叩たたき込み、攻撃をよけながら、両方の足首を氷結術で狙ねらい撃ちにしていく。

　キュートはとにかく、援護に徹した。石を拾い集め、離れた場所から投げつけるのだ。幻術が通用しないため、このくらいしかやれることがない。

　だいたい、五発くらい投げると一発がヒットする。残りのほとんどは、明後日あさつての方角へ飛んでいく。

　鉄鋼傀儡の動きは、それほど速いものではなかった。でも、それはキュートも同じ。

　接近戦になれば、スイートのように攻撃をよけ続けるなんて器用なマネはできない。

　だから、石を投げ続けている。

　鉄鋼傀儡の両足はいま、スイートの氷結術で氷づけにされようとしている。そのため、徐々に動きが鈍くなっていた。

　お陰で、カコ～ンと七発目の石が硬そうな頭に当たった。

　そのたびに、こちらへ慌あわてた様子で顔をむけるから、なんだか「してやったり！」という気分になれる。

　スイートが、その隙すきを突いて素早く足を狙う。絶妙のコンビネーションだ、とキュートは思っている。

　よし、ガツンと次の一発を！

　キュートは大きく振りかぶった。渾こん身しんの力を込め、「えいっ！」と気合いを込めて投げつける。

　なかなか、ズバン！　と一直線に投げることができず、弧を描くような一投になってしまうが、何度も投げているから少しずつ上う手まくなっている。

　掌てのひらに握り込めるほどの石が、真まっ直すぐに鉄鋼傀儡のほうへ飛んでいく。

　決まった！

　そう思った直後、スイートが素早すぎるサイドステップを披露してくれた。

「きゅ!?」

　カツン！　石が当たったのは、彼女の後頭部……。

「っっっ！！！　ど、どこを見て投げてらっしゃるのかしらっ!?　この暴投娘は……」

「ちゃ、ちゃんとよけなさいよねっ！　あんたが邪魔しなかったら、当たってたんだからっ！」

「まあまあまあ、謝罪の前に文句が出てくるなんて、躾しつけのなってないお口ですこと。いっそのこと、縫いつけて差し上げましょうか？」

「上等じゃない！　やれるもんならやって……スイートっ！」

　鉄鋼傀儡あやつりにんぎようが、スイートの背後で右腕を振り上げている。

「！」

　キュートの声に、スイートがとっさに横へ転がった。

　間一髪のところで、鉄鋼傀儡の右みぎ拳こぶしがスイートの頭上を通過する。

　だが、スイートが起き上がろうとするその隙すきを狙ねらい、鉄鋼傀儡が今度は左腕を振り上げている。

「………っ！」

　反射的に、キュートは走っていた。

　足、足、もっと速く動けっ、この鈍足！　スイートが、スイートが、スイートがっ！

　間に合わないっ！

　体勢を立て直そうと中腰になったスイートに、鉄鋼傀儡の硬い拳こぶしが……、炸さく裂れつ……、するかに思われた瞬間、硬質な衝撃音がキュートの鼓膜を刺し貫いた。

　鉄鋼傀儡の巨体が、吹っ飛んでいく。

　スイートの横に立っていたのは……、短い黒髪、鋭利な碧あおの瞳ひとみ、曇りひとつない眼鏡めがね、漆黒のスーツ……、フォンターナ家の高位護衛官、毒どく舌ぜつ丸まるだった。

　彼女の冷たい目が、とっても心強い。

「スイートお嬢様、お怪け我がはありませんか？」

　突如現れた毒舌丸が、立ち上がるスイートに手を貸した。

「ありがとう毒舌丸。助かりましたわ」

　スイートが、毒舌丸を見上げて笑みを浮かべる。が、すぐにキュートへキッとむき直り、片かた眉まゆを嫌みったらしくつり上げた。

「この足引っ張り専門のお嬢ちゃまといっしょですから、もう大変で大変で……」

「あんたが勝手に石にぶつかったんでしょ！」

「失敗を他人の責せ任いにしてばかりでは、いつまで経たっても成長しませんわよ？」

「きゅーっ！　だいたいあんたが……」

「文句はあとにして下さらないかしら？」

　スイートが、スッと目を動かした。

　毒どく舌ぜつ丸まるはずっと、突き刺すような視線を固定したままである。

　彼女たちが捉とらえているのは、派手に転がってもなお、平気な様子で立ち上がってきた鉄鋼傀儡あやつりにんぎようである。

　だが、もう安心だ。こちらには毒舌丸がいてくれる。とキュートが思った次の瞬間……。

「きゅっ！」

　鉄鋼傀儡の両腕が、いきなり太くなった。五指の先端が鋭く尖とがり、体のシルエットも禍まが禍まがしいものへとふくれあがっていく。背からは蝙こう蝠もりの黒翼に似たモノが生え、キュートたちを威圧するかのように大きくひろがった。

「龍騎型ソルジヤー!?」

　キュートは息を吞のんだ。宮殿内に配置されていたから、作業型ウオーカーか警備型ガードのどちらかだとばかり思っていたのに……。

　龍騎型とは、戦闘力を特化させ、敵の完全滅殺を目的とした特殊傀く儡ぐつである。本来は、宮殿内に配置するようなモノではないはずだ。

　スイートが、数歩後あと退ずさった。

「さすが静せい謐ひつ宮きゆうですわね。ここまで物騒なものにお目にかかれるなんて、露つゆほども考えてはいませんでしたわ」












「か、感心してる場合じゃないでしょ」

　キュートも、龍騎型ソルジヤーから距離をとる。

「キュートお嬢様、スイートお嬢様、もう少しお下がりになって下さい」

　毒どく舌ぜつ丸まるが、キュートたちを背でかばうように立ち、龍騎型とむかい合う。しかし、いかに彼女であっても、戦闘力特化型の鉄鋼傀儡あやつりにんぎようと闘えば無事ではすまないだろう。

「毒舌丸、ここはまず逃げ……」

　キュートが言い終わるよりも先に、龍騎型が翼をひろげた。

　くる！　そう思ったそのとき……、幾筋もの光線が、キュートの目に焼きついた。

　ピシャ──────────────────────────────────ン!!

　龍騎型の出足をとめるように、無数の落雷が地を打ちすえたのだ。

　すぐに、毒舌丸がくるりと体を回し、キュートたちにむき直った。そして、

「申し訳ありません。思わず飛び出してしまいました」

　と、わずかに頭を下げる。

　ん？　とキュートは肩越しに振り返った。

　そこに立っていたのは、捜しても捜しても見つからなかったリイザだった。

　ちょこんと首を傾けた彼女が、銀の髪をさらりと流し、エヘッ……、と可愛かわいらしく笑みを浮かべている。

　毒舌丸が、彼女にむかって「申し訳ありません」と頭を下げた理由は？　飛び出したから？　でもなぜ？

　おそらく、キュートとスイートが島を出る手助けをしてはならない、もしくはそれに類したことを命じられていたのだろう。そう考えると、毒舌丸の姿が見えなかったことも納得がいく。

「リイザお姉様！」

　キュートは、やっと姿を現したずっとずっと上の姉をにらみつけた。

　どこか引きつったような、申し訳なさそうな、怒らないで～、といった姉の笑みを許せるはずもなく、もちろん、帰らず草のことも勘弁できず、毒舌丸のことだって腹立たしいのを通り越して……、だからとにかく、怒りを爆発させる。

「リイザお姉様っ！　あたしたちをいますぐ地上に帰してちょうだい！　もう静謐宮ここにはいたくないの！　パーティも、温泉も、もうたくさんよっ！」

「そんなこと、言わないで……」

「とめたって無駄なんだからねっ！」

「キュート専用のお部屋があったでしょ？　あそこ、リニューアルしたのよ？　スイートのお部屋だって……」

「きゅ───っ！　静せい謐ひつ宮きゆうにはもう二度と入りたくないのっ！」

「そんな……人間界の、レジャー施設を、参考にしたりして、いろいろ、つくったのに……あなたたちが、夏休み中、楽しく、遊べるように……それなのに……ふぇ、ふぇぇぇ」

　リイザが、泣きの態勢に入った。

　眉まゆ根ねを寄せ、瞳ひとみを潤うるませ、下唇を突き出している様は、まるで子供のようである。だが、ただ子供のように大泣きするだけではすまない。

　彼女が本気で泣けば、周囲の草木は枯れ果て、建物は塵ちりに還かえるという、まさに天災級の被害がひろがることになる。

　ここには塔がある。おそらく塔の中には、浮遊術式を放出している術者、もしくは術者たち、あるいは装置があるはずだ。その根もとで泣かれては困る。とっっっても困る。

　キュートと同じ考えだったのだろう、スイートがリイザの隣に立ち、彼女の手を取った。

「リイザお姉様、なにもお泣きになることはありませんわ。綺き麗れいなお顔が曇ってしまうじゃありませんか」

　毒どく舌ぜつ丸まるも、素早くリイザの隣に立つ。

「ゆっくりと深呼吸をなさって下さい」

　ふぇっく、ひっく、……っく、とリイザの泣きが徐々に収まっていく。

　キュートは胸を撫なで下ろした。

　そこでふと、龍騎型ソルジヤーから警備型ガードに戻った鉄鋼傀儡あやつりにんぎようが、塔の入口横でボケ───ッと立っているのに気づいた。

　そんな鉄鋼傀儡に歩み寄り、キュートは硬そうな腕をポンポン、と軽く叩たたいた。

　鉄鋼傀儡が、「？」といった様子でキュートへ空からっぽの顔をむけてくる。

「あんたは役目を果たしただけなんだから、なんにも悪くないのよ。悪いのは、リイザお姉様なんだからね。だから、今回のことは許してあげるわ。だから、あたしが石をぶつけたことも、許してくれる？」

　その言葉に、しばし考えているふうの鉄鋼傀儡だったが、すぐに右手を上げ、親指をグッと立ててくれた。それどころか、

『ナイス・ファイト』

　ボソッとしゃべったではないか。

「ふ～ん、やっぱりリイザお姉様がつくった傀く儡ぐつはデキがいいわね。うん、あんたもナイス・ファイトだったわよ」

　キュートはまた、ポンと鉄鋼傀儡の腕を叩いた。

　さて、それじゃ……、とキュートは塔の中へ足を踏み入れた。

　塔は筒状になっており、内壁に貼はりつくようにして階上へ螺ら旋せん階段が続いている。

「地上へ戻して」とリイザに強く要求すると、また泣き出すだろう。かといってやさしく頼んだら、はぐらかされるに決まっているし。

　それに、塔の上になにがあるのかも気になった。鳥人族が恐れていたものとは？

「キュート、塔には面白いものなんて、なにもないのよ？」

　目の前に、リイザが跳んできた。泣き出す一歩手前で踏みとどまったとはいえ、まだまだ安心は禁物である。

「塔の上には、なにがあるの？」

　言葉に怒気を込めないよう、キュートは用心しながらたずねた。

「上？　上はぁ……」

　歯切れが悪い。

　塔の中に入ってきたスイートと毒どく舌ぜつ丸まるが、キュートとリイザのやり取りを静かに聞いている。その後ろに、鉄鋼傀儡あやつりにんぎようの姿も見える。

「ずっと上にあるのは、真っ青な雲ひとつない空でぇ……」

　リイザの言葉を無視し、キュートは歩き出した。このままだと、時間がいくらあっても足りなくなる。

　自らの両足で階段を上り、鳥人たちが恐れ、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝が言葉を詰まらせるようななにかをこの目で確かめるのだ。




　手すりのない階段を上っている最中も、ずっとリイザがついてきた。

　何度も跳んでは先回りし、「とってもおいしいスイーツを食べたくない？」「人間界のアイドルアニマル、パンダを一〇〇頭ほど借りてきてるから、見にいかない？　子パンダって、もこもこよ？」「一〇〇〇〇種類以上の香水を集めたの、興味あるでしょ？」その他ほかいろいろ、しつこく話しかけてきたが、キュートはすべてを聞き流した。

　スイートと毒舌丸が、いまにも泣き出しそうなリイザを横目に、無言のままキュートの後ろからついてくる。

　そうやってひたすら階段を上り続け、とうとう螺ら旋せん階段の終わりまでやってきた。階段の端から顔を出すと、ずーっと下にある入口から差し込む光が見える。肌寒さを覚えるほどの高さだ。

　キュートは顔を戻し、目の前にある重厚な木造のドアをあらためて見つめた。塔の中で、部屋と呼べるのはここだけのようだ。

　キュートは、ゴクリと唾つばを吞のみ込んだ。スイートと目を合わせ、うなずき合う。

　毒舌丸は口を開かず、静かに、微動だにせず、扉からいちばん離れた場所に立っている。

　リイザが、最後の抵抗とばかりに扉の前で両手をひろげた。

「この中には、本当に恐こわ～いものがあるのよ？　いいの？　開けたら後悔するわよ？」

　日ひ頃ごろはどこかポヤ～とした雰囲気を持つ彼女が、ここまで必死になる理由は？

　だからこそ、部屋の中が気になってくる。

　キュートは、足を踏み出した。

「リイザお姉様、そこをどいてちょうだい」

「キュート、もう一度考え直して……」

　ギィ、と突然、リイザの背で扉が開いた。そして部屋の中から、

「いいから入りなさい」

　落ち着いた女性の声が聞こえてきた。

　この声は……。

　リイザが、どこか拗すねた子供のように唇を突き出した。

　キュートは、そんな彼女の横を通り抜け、部屋の中へ足を踏み入れる。

　本だらけ。壁も、床も、ぶ厚い本で埋まっていた。もともとひろい部屋だったのだろうが、本のせいでとても狭苦しく感じる。部屋に満ちているのは、古い紙の匂においと、どこか懐かしくも近寄りがたい香り。

　むかいの壁際に机がひとつ。もちろん、その机の上も下も本が山となっている。

　机に片かた肘ひじをつき、椅い子すに座っている女性がいた。

　フォンターナ公爵家の長女にして、｛魔界の至宝｝と呼ばれている、スキュース・フォンターナその人である。

「スキュースお姉様」

　キュートは、弱々しく息を吐いた。

　長女とむかい合うとなぜか、空気の温度が気になってしまう。あれ？　きょうの気温……、こんなに低かったっけ？

　彼女に触れられても凍傷にはならないし、声を聞いても鼓膜は凍りつかないが、視線を合わせ続けていると、どういうわけか名状しがたい寒気を覚えてしまう。

　腰まで届く銀髪と碧あお一色に染まった瞳ひとみ。黒のドレスは、羨うらやましいほど均整のとれた体にピッタリである。

　そんなスキュースは、六六六人の妹たちのほとんどに畏おそれ敬われている。

　部屋に入ってすぐの場所で、スイートが目を伏せた。戸口の外で不動の姿勢を崩さない毒どく舌ぜつ丸まるも、同じように浅く頭を下げている。

　いつの間にか、リイザがキュートの隣に立っていた。

　キュートは、そんな彼女へチラリと目を投げたあと、スキュースの机に歩み寄った。

「この島を浮かせてるのは、スキュースお姉様だったの？」

　なんとなくわかった。スキュースの瞳はいま、碧に染まっているから。｛魔界の至宝スキユース・フオンターナ｝ならば、この程度の島を浮遊術式で包み込むことなど造作もないだろう。

「リイザにしつこく頼まれてね」

　彼女が、机の上で開いていた本を閉じ、うっすらと碧瞳ひとみに笑みを走らせた。末っ妹この前ではいつも、表情をゆるめてくれるのだ。

　だがすぐに、スッと目を細め、たずねてきた。

「塔の下で騒いでいたようだけど、なにかあったの？」

　キュートよりも先に、リイザが口を開いた。

「なんでもないの。ただちょっと……」

「あたし、地上に戻りたいの！」

　負けじと、キュートはリイザの言葉に大きな声をかぶせた。

　リイザが泣きそうな顔になる。だが同情はできない。そして、退ひけない。

　スキュースが、キュートとリイザを見比べ、ゆっくりと口を開いた。

「わたしはここで、のんびりと本を読んでただけだから、静せい謐ひつ宮きゆうでなにがあったのかは知らないけど……キュートが帰りたいのなら、そうしなさい」

「スキュ姉様、キュートには、最低でもあと一〇日間は泊まってもらいたいの」

　リイザが机に両手をつき、スキュースへ顔を近づけた。

「そんなに泊まれないわ」

「あなたたちに楽しんでもらおうと思って、いろいろ準備したのよ。それに、わたしはもっとキュートやスイートといっしょにいたいわ……せっかくの夏休みでしょ？」












「気持ちは嬉うれしいけど、それでも、あたしとスイートは地上に帰るからね」

「あと一日だけでも……」

「帰らず草があるような場所は、一日たりともお断りだわ」

　キュートの強い言葉に、リイザの瞳ひとみがうっすらと滲にじみ始めた。

　そんな三女妹へ聞かせるためだろうか、スキュースがキュートへ質問を投げてきた。

「キュート、どうして地上へ戻りたいの？」

　瞬間後、理り刀との顔が脳裏でふくれあがった。

　笑顔の理刀。笑っている理刀。微笑ほほえんでいる理刀。笑顔。理刀。笑顔。理刀。笑顔。

　キュートは懸命に頭の中を整理し、長女の問いに対する正しいこたえを導き出す。

「きゅぅ、どうしてって……あたしは、人間界で、もっともっと勉強しなきゃなんないから……ここじゃ、魔界にいるのとなにも変わらないもの」

「本音は？」

「きゅ？」

「あなたの本音は？」

　やはり、｛魔界の至宝スキユース・フオンターナ｝に誤ご魔ま化かしは通用しない。

　理刀が……、地上で……、待ってて……くれ……。

　背から、スイートの声が聞こえてきた。

「わ、わたくしには、ち、地上に残してきた大切な友人がいます。わたくしは、そ、そ、その方に少しでも早く会いたいのです」

　緊張しながらも早口で言いきった六六六番目の妹へ、スキュースがスッと刃物を走らせるような目をむけた。

　べつに気分を害したわけでも、にらんでいるわけでもない。これが｛魔界の至宝｝が持つ日常いつもの視線、なのである。

　わかっているはずなのだが、それでもスイートは身を縮め、再びうつむいてしまった。

　スキュースはすぐに、キュートへ視線を戻してきた。

「あなたはどうなの？」

　また、質問される。

「あたし……あたしも、友達と会いたいの」

「友達？」

　スキュースが、ジッとキュートの目を覗のぞき込んできた。体の芯しんから氷づけにされそうな、それでも春のあたたかさに触れたような、なんとも名状しがたい感覚に囚とらわれる。

　友達ってだれのことなの？　とはたずねられず、しばらく六六七番目の妹を見つめていたあと、スキュースがぽそりと言った。

「あなたの好きにしなさい」

「スキュ姉様、そんな……」

　リイザが、突き出た胸の前で手を握り合わせた。いまにも泣き出してしまいそうだ。

「リイザは、相変わらず過保護ね」

「スキュ姉様が放任すぎなんでしょ」

「自主性を重んじてるの」

「放任といっしょじゃない。前々から訊きこうと思ってたけど……スキュ姉様って、本当は妹たちよりも自分が大切なんじゃない？」

「……わたしが自己中心的だ、と言いたいの？」

「だってそうでしょ？　いつも冷たいし、妹たちから恐こわがられてるし」

「泣き虫に言われたくないわ」

「ふんだ、氷河期製造女」

　スキュースとリイザの視線が、ぶつかり合った。ピシッと空間に歪ゆがみが生じる。

「きゅ……」

　無音の大激突に、キュートは全身の肌が一気に粟あわ立だつのを感じた。

｛魔界の至宝長女｝と｛静謐なる禍三女｝のぶつかり合いなど、想像したことさえない。

　六六七人の姉妹中、ひと桁けた台の姉たちは、まさに生きた伝説レベルの大魔女揃ぞろいである。その中でもトップスリーに名を連ねているふたりがぶつかり合えば、とんでもない事態になることだけは間違いないだろう。でも、とんでもない事態って？

　両手で口を押さえたスイートが、目を見開いたまま戸口付近まで後あと退ずさっている。

　入れ替わるように、毒どく舌ぜつ丸まるがスキュースとリイザへ歩み寄っていく。

「スキュース様、リイザ様、お話の途中ですが、ここはひとまず……」

　毒舌丸の勇気に敬意を表したい、とキュートが感心した直後、彼女が膝ひざからくずおれた。

「!?」

　そのまま、パタンと床の上に倒れ伏す。

「毒舌丸？」

　返事がない。

　見ると、銀の髪がふわふわと揺れていた。スキュースの、そしてリイザの長い銀髪が、まるで下から吹き上げる風を孕はらんでいるかのように。

｛魔界の至宝｝と｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝が、視線で互いの瞳ひとみを貫き合っている。

　毒舌丸は、ふたりの強大な魔力の流れ弾に当たり、意識を失ったらしい。

　ここはひとまず、この部屋から逃げたほうが……。


　　　☆☆☆



「口で言ってもわからないヤツには、拳こぶしで教えてやるしかないな」

　歩み寄ってきたロムが、理り刀との二メートルほど手前で足をとめた。

「ん？　これは……」

　ロムが、自分の足もとへ、そして理り刀ととシィちゃんへ、交互に目をむける。それから、ゆっくりと黒くろ媛ひめへ視線を移した。

　黒媛が手に持っていたものは、コンパクトだった。【時の統治者タイムルーラー】である彼女は、鏡に映った世界限定ではあるものの、時間をとめることのできる能力者である。

　どうやら、ロムが自らの意志で立ちどまったのではなく、黒媛によって両足の時間をとめられたらしい。

「なるほど、キミは時間停止能力を持っているんだね？　お願いだから、この術式を解除してくれないか？」

　ロムが、黒媛へやさしい目をむけた。

　それに対し、彼女が怒った目を返す。

「わたしは暴力が大嫌いだ」

「わかったよ。彼を殴るのはやめよう」

「その言葉、信用できるのか？」

「我がアリアス家の紋章に誓う。ボクは、決してカスガリトを殴らない、と」

「……信用して、いいんだな？」

「紋章に誓った時点で、約束は神聖なものとなるからね」

　ロムの微笑ほほえみに、黒媛がコンパクトを閉じた。

　ひと呼吸後、ロムの前まえ蹴げりが理刀の腹に突き刺さった。

「……っ！」

　突然のことで、まともに食らってしまった。避よける間もかまえる間もない。

　にゃあっ！　シィちゃんが、驚きの鳴き声をあげる。

　黒媛がコンパクトを再び開けようとするよりも先に、空間を移動したロムが、彼女からそれを奪い取った。

「卑ひ怯きようだぞ！」

「蹴けらない、とは誓ってないよ？」

「くっ！」

　黒媛が手を伸ばす。が、ロムは素早い動きで身を引き、彼女から距離をとった。

　黒媛は、追おうとしない。

「それコンパクトを返せっ！」

　声だけで、足を動かすことができない様子だ。

「すまないが、足に拘こう束そく呪じゆをかけさせてもらったよ。それと、女性の道具コンパクトに手を出す失礼を許してほしい。あともうひとつ。早く目を覚ますべきだ。こんな男といっしょにいれば、キミはダメになってしまうぞ」

　ロムが、歯を食いしばって足を踏み出そうとしている黒くろ媛ひめから目を離し、理り刀とへむきなおる。そこへ……。

　にゃあおっ！　と鳴き声も勇ましく、シィちゃんがどたどたと突進していく。だが、あまりにも鈍足だ。飛んだほうがずっと速いのに、と声をかける間もなく、シィちゃんの足もとまった。

　にゃ？　にゃあっ？

　黒媛と同じく、拘こう束そく呪じゆで両足を地面に縫いつけられてしまったようだ。

　まだまだ成体になりきっていないシィちゃんだから、始し祖そ竜りゆうが持つ『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力は発現していない。

　理刀は、腹の中で暴れている痛みと、ノドもとまでせり上がってきた吐き気を必死で堪こらえながら、ロムと対たい峙じした。

「カスガリト、これでキミと一対一だな。拳こぶしは使わないと誓ったから、足だけで相手をしてあげるよ」

　理刀は、蔑さげすむようなロムの目を受けながら、呼吸を整えることに努めた。

　黒媛と違って、自分は非暴力主義者ではない。

　この野郎……、心の中で歯を食いしばる。

　ロムが、余裕の表情で近づいてくる。

「キミは罪深い。キュートを誑たぶらかしただけでなく、あんなに素敵な女性も騙だまそうとしているんだからな」

　動けない黒媛にサッと視線をむけたあと、ロムが理刀の目の前で足をとめた。思い切り拳を繰り出せば、鼻だろうと歯だろうと叩たたき折れる距離である。

　彼の中では、完全に「理刀＝悪党」という図式が完成しているようだ。

　黒媛の叫びが聞こえてくる。

「おい、落ち着け、暴力からはなにも生まれないぞ!?」

　にゃあぁぁおぉぉ！　とシィちゃんの鳴き声も。

　だが、ロムは顔を動かそうとしない。

　もちろん、理刀も動かさない。

　この瞬間、この距離、この緊迫感の中で、相手から目をそらすわけにはいかなかった。

「もう一度言うけど、キミの毒どく牙がからキュートを解放してやってくれないかな？　魔族ボクらと人間キミたちは、結局相あい容いれない種族なんだよ？　住む世界が違いすぎるからね」

　住む世界が違う……、その言葉が小さな針となり、心のどこかにチクリと刺さる。理刀はそれでも、鼻で笑ってやった。

　毒牙なんて持っていないし、キュートを誑かしているつもりもない。

　ロムの目には、ふざけや冗談の色が微み塵じんもなかった。こういうヤツが、いちばん危ないということはわかっている。わかってはいるのだが……。

「ふざけんなっ！」

　前まえ蹴げりのお返しとばかりに、理り刀とは固めた右みぎ拳こぶしを繰り出した。狙ねらいはロムの顔面だ。

　しかし、拳こぶしは空を切っただけで、気づいたときには、みぞおちに膝ひざを突き入れられていた。無駄のない体たい捌さばきを肌で感じれば、相手が格闘技を身につけているであろうことが嫌でもわかる。

　足を蹴けられ、脇わき腹ばらを蹴られ、顔面を蹴られた。手も足も出ない。

　口にひろがった血の味を、何度も吞のみ込んだ。

　地面に転がされても、何度も起き上がった。

　痛い、苦しい、恐こわい、腹立たしい、悲しい、その他ほか、様々な感情が浮かんでは消えていく。

　それでも理刀は、拳を振り回した。腕を動かし続けた。体ごとロムにぶつかっていく。

　逃げない。

　両足を踏ん張った。

　退ひかない。

　気持ちに刻んだ。

　屈しない。

　心に焼きつけた。

　負けたくない！　とロムに拳を突き出した。

　それでもあっさりと流され、逆に蹴りを浴びせられる。

「もういい、やめろ理刀！　いいから逃げろ！」

　黒くろ媛ひめの悲鳴じみた叫びを聞いても、もはや拳をとめるつもりはなかった。

　ロムに負けたら、なぜかキュートがいなくなってしまうような気がしたからだ。彼女が、魔界へ帰ってしまうような気がしたからだ。人間と魔族、互いに住む世界が違うからこそ、ここで折れてはいけないような気がしたからだ。

　痛みよりも、屈辱よりも、蔑さげすまれることよりも、日常からキュートが失われることのほうが、ずっとずっとずっと嫌だった。

「ふ、ざ、け、ん、なぁ！」

　地面に蹴り倒された理刀は、踏みつけてきたロムの足にしがみついた。

「くっ、この、放はなせ！」

　髪をつかまれ、側頭部に膝を突き入れられても、決して放さない。

　意識が霞かすみ、手の力が抜けそうになった。が、放さない。恥も外聞もなく、ロムのズボンに嚙かみついた。

　理刀はそのまま、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをよじ登るかのように、ロムのベルトをつかみ、上着の裾すそをつかみ、胸もとをつかみ、立ち上がった。

「捕まえたぞ、この野郎っ！」

　右みぎ拳こぶしを握り締め、驚きよう愕がくに歪ゆがんだロムの顔面へ叩たたき込もうとした瞬間……。

　意識の八割ほどが、殴り飛ばされた。





六章　ダッシュ・ゴーゴー







　凍えそうなほど冷たい碧瞳ひとみのスキュース。

　幼子のように碧瞳を潤うるませたリイザ。

　両者の激突に巻き込まれ、毒どく舌ぜつ丸まるがぶ厚い本を枕まくらにして倒れている。

　戸口横でカタカタと身を震わせているスイートが、長女と三女のにらみ合いから目をそらせないでいる。

　キュートは、重い足を一歩、また一歩と後退させながら、｛魔界の至宝｝と｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝から距離をとり続けた。

　毒舌丸を救出したいけど……、無理だ。部屋の中はいま、視線の衝突によって魔力が弾はじけ飛び続けている。キュートも、いつ毒舌丸のように被弾するかわからない。

　椅い子すに座った姿勢を崩さず、スキュースが言った。

「わたしについて回っていた泣き虫リィちゃんが、いまじゃ姉に楯たて突つくようになったのね……月日の流れって、残酷だわ」

　対して、リイザも口を開く。

「もう泣き虫なんかじゃないわ。ちょっと涙もろいだけなんだから」

「それを世間じゃ泣き虫って言うのよ、リィちゃん」

「スキュ姉様だって、昔はよく泣いてたって、お父様から聞いてるんだから。夜空のお星様が欲しいってワガママ言って、一晩中泣き通して、庭に涙の池をつくったって。その池、猛毒イボ蛙がえる以外棲すめないんですってね？」

　スキュースの美麗な眉まゆが、ピクピクと痙けい攣れんしているのがわかる。

　リイザの口もとも、先ほどからずっとピクピクだ。

　恐こわい。恐すぎる。

　他ほかの姉妹たちはだれも、スキュースやリイザとこんな言葉のやり取りなんてできない。精神が焼き切れてしまう。

　スキュースが、うっすらと霜が降りてきそうな笑みを浮かべた。

「あなたが熱心に頼んでくるから、この岩の塊かたまりを支えてあげてたのに……なんだかつまらなくなってきたわ……ねぇリィちゃん、この塊、何秒で粉々にできるか挑戦してみてもいいかしら？」

　出たっ、超ぉ─────絶力業！

　数えきれないほどの超爆伝説を残し、これからもつくり続けるであろうスキュースなら、本気でやりかねない。いや、間違いなくやる。相手がリイザだからこそ、ここまで我慢していたのだろうが、これ以上は……。

　キュートは、心臓が締めつけられるような気持ちのまま、ヨロヨロと戸口へ歩み寄った。

　涙目になったスイートが、プルプルと首を振っている。幾本の三つ編みも、プルプル震えている。両りよう膝ひざはずっとカクカク状態だ。

　キュートは、そんなスイートと視線を重ねた。自分たちには、もはやなにもできることはない。だから、逃げよう。

　言葉にせずとも、意思疎通は簡単だった。現状で、他に選択肢などあるはずもない。フォンターナ家の姉妹なら、だれもがそう考える。

　この塔から逃げて、スイートに跳んでもらい、静せい謐ひつ宮きゆうで騒いでいるであろう他のお姉様たちに伝えてもらうのだ。｛魔界の至宝スキユース｝と｛静謐なる禍リイザ｝が口くち喧げん嘩かを始めた、と。

　口喧嘩だけで終わるはずがない。みんなそれはわかっているから、あとはキュートを拾ってもらい、島の外へ脱出すればいい。

　キュートは、そう考えた。次の瞬間。

　ふぇ…………………………、リイザの赤い唇から、大破壊の産声がこぼれ落ちた。

「逃げるわよっ！」

　キュートは、怯おびえに顔を強こわ張ばらせ、竦すくんで動けなくなっていたスイートの肩を叩たたいた。

「え？　あ、お、お待ちになってっ！」

　スイートが、拘こう束そく呪じゆから解き放はなたれたかのように、きびすを返す。

　ふぇぇぇぇぇぇぇええええええええええええええええええええええええええええええ。

　背から、リイザの泣き声が聞こえてくる。

　毒どく舌ぜつ丸まる、ごめんなさいっ、気づいて、逃げて……、キュートは、部屋に置いてきた毒舌丸に心の中で謝りながらも、全力で階段を駆け下りた。

　当然ながら、走る速度より音のほうがずぅ───と速い。

　塔の内壁に泣き声が反響するなり、亀き裂れつが入り、破片が飛び、階段が崩れ始める。

「もっと速く走れませんの!?」

「……………きゅ！」

　スイートの声にこたえる余裕もなく、キュートは走り続けた。

「キュート！」

　後ろから、いきなりスイートに突き押された。そのため、瞬間の浮遊感に鷲わしづかみにされたあと、階段を転げ落ちてしまった。

　腕や腰を打ちつけ、鈍痛が走った。直後、ガァーンという破砕音が背を殴りつけてきた。ほぼ同時に、数個の小石が顔や手足をバチバチと打ってくる。

　頭上から大きな石が落ちてきたようだ。

　スイートは？　そんなキュートの心配を吹き払うように、彼女の鋭い声が聞こえてきた。

「もたもたしてる暇なんてありませんわよっ！　さあ、走りなさいっ！」

　舞い上がる埃ほこりのむこうから、スイートが飛び出してくる。

　安あん堵どを胸に、キュートは再び走り出した。


　　　☆☆☆



　意識のほとんどが、吹き飛ばされた。

　膝ひざが揺れ、バランスがとれなくなる。

　理り刀とは、視界の中心にロムの姿を捉とらえていた。

　意識は、しっかりしている。まだまだやれる、という気持ちもちゃんと持っている。なのに、両足が言うことを聞いてくれない。

　ロムが、信じられないといった表情で、自分の右手を見下ろしている。理刀ではなく、己の右手を。

　そんな彼の腰へ、

「もう、やめてくれ！」

　黒くろ媛ひめが、いきなり後ろから抱きついた。拘こう束そく呪じゆによって両足が動かせなくなっているため、倒れ込みながらタックルを入れたのだ。この瞬間を、ずっと狙ねらっていたのだろう。

「理刀、いまだ、逃げろ！　もうこれ以上は無理だ。頼むから逃げてくれっ！」

　ロムの腰にしがみついたまま、黒媛が叫んだ。彼女の声には、色濃い涙が滲にじんでいる。

　でも、聞けない。申し訳ないけど……。

　理り刀とは、ふらつく足で地面を踏みつけた。

　動いた。まだ頭の中身がふわふわしているが、足はなんとか前に出る。少なくとも、ロムに歩み寄れる程度には回復しているようだ。

　理刀は、よろよろと足を踏み出した。

「理刀、なにをしている!?　もういいじゃないか、そんなにケガして、本当に、もうやめてくれっ！」

　いくら黒くろ媛ひめの願いでも、聞けないときがある。いまが、まさにそのときだ。

　人間だれだって、退ひけない瞬と間きがある。絶対に譲れない宝も物のがある。

　だから、理刀は右手を握り締めた。掌てのひらの皮がねじ切れそうなほど、五指の骨が砕けそうなほど、拳こぶしを固めに固めた。

　ロムの顔面はすぐそこ。

　ロックオン！

　理刀パンチ、発射ぁっっっ！

　が……………、殴らなかった。

　理刀は拳を固めたまま、ロムをにらみつけた。

　ロムも、理刀をにらみつけている。

「なぜ殴らない？」

「なんで、殴られようとしてんだよ？」

　理刀は、ゆっくりと、絡んだ針金をほぐすように、右の拳を開いた。なんだか、開いた右手からロムに対する怒りや憎しみや嫉しつ妬とが抜け落ちていくような気がする。

「ボクは、カスガリトを殴らないと誓った。誓ったのに、キミを、この右手で殴ってしまった……ボクは、確かに誓ったんだ、アリアス家の紋章に、だから……」

　ロムが、さあ殴れ、と言わんばかりに目を閉じた。もしかしたら、殺しても文句を言われないかもしれない。彼がまとった雰囲気は、それほどまでに潔いさぎよいものだった。

　魔界の貴族たちは、自分たちの紋章に余程の思い入れがあるようだ。それは、人間である理刀には想像もつかない。

　でも……、そんな姿勢は嫌いじゃなかった。

　理刀はフッと肩で息を吐いたあと、その場でしゃがみ込み、いまだロムの腰にしがみついている黒媛の足、そのふくらはぎに手を添えた。

　すぐに、黒媛が立ち上がる。

「え？　あ、呪、は？」

　彼女の足へ驚きの目をむけているロムにかまわず、理刀はシィちゃんにも歩み寄り、その体にもやさしく触れた。

　にゃあぁぁおぉぉ、とシィちゃんが理刀の胸に顔を擦こすりつけてくる。

「カスガリト、キミは、いったい……」

「オレ、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者なんだ」

「キミも能力者か？　でも、『混沌とした実在』って、そんな、キミは人間だろ？」

「オレにもよくわからないんだけどね」

　理り刀ととロムの会話に、黒くろ媛ひめが強引に入り込んできた。

「おい、ロム・アリアス」

「？」

　いきなり、黒媛がグイッとロムの胸元をつかんだ。

「暴力は大嫌いだっ！　どうして言葉を使って相手を知ろうとしない？　時間をかければ、わかり合えるだろ？　それとも、魔族は殴り合いでしかコミュニケーションがとれないのか？　それじゃ動物以下だぞ！　いや、アメーバ以下だっ！」

　目に涙を溜ためた女の子相手に、ロムもたじたじの様子である。

　にゃあぁお、とシィちゃんがどこか楽しそうに鳴いた。

　ハハ、と理刀は思わず笑みをもらした。と、つかんだロムの胸元を放はなし、黒媛がこちらへ涙混じりの鋭い視線をむけてきた。

「理刀、お前もお前だ。どうしてこんなヤツの相手をした!?　なぜ逃げなかったんだ？　相手をするから、そんなにケガを……もうっ、本当にお前たちはっ！」

　黒媛の勢いに、理刀もロムも圧倒されっぱなしである。


　　　☆☆☆



　キュートは、石段を駆け下り続けた。上から雨のように飛礫つぶてが降ってくる。

　出口はまだ？　まだなの？

　火傷やけどしそうな焦燥感に駆られながらも、キュートは走った。走った。とにかく走った。

　突如、腹の底に響くような轟ごう音おんが聞こえてきた。足もとが大きく揺れ、質量を持ったかのような恐怖に全身を包み込まれる。

「きゅっ！」

　行く手の階段が、落ちてきた巨石の直撃を受け、脆もろくも崩れ落ちた音だった。その幅は、およそ五メートル。運動神経が切れたキュートには、飛び越えることなど到底不可能な距離である。

　これで、唯一の逃げ道がなくなった。おそらくもう、時間もないだろう。

「キュート、あきらめずに……」

　キュートは微み塵じんの迷いもなく、横にいたスイートを突き飛ばした。筒状の塔だから、階段から落ちれば地面まで一直線である。

「キュートぉぉぉ……」

　スイートの声が、闇やみのず───っと底へ吸い込まれていく。

　これで彼女は、跳躍とんで逃げるという大義名分ができた。キュートをここに置いていったという罪悪感も、少しは薄らぐはずだ。

　このままふたりとも、崩れゆく塔に巻き込まれる必要はない。

　キュートは、震動を続ける石段に腰を下ろした。小石が、絶え間なく降ってくる。

　震えているのは塔のほうであって、自分の体じゃない……。

　決して震えてなんか、いない。フォンターナ家の娘として、この選択は誇っていいはず。

　そう思ってはいても、涙が出てくる。

　キュートは、両腕で自らの体を抱き締めた。そして、小さく小さく身を縮める。

　理り刀とぉ……。

「恐こわいよぉ……」


　　　☆☆☆



「でも、キミが言っていることは……」

「でもは口にするな！　問題なのは、ロム・アリアス、お前が手を使ったことなんかじゃない！　物事を自分の都合がいいように進めるために、暴力を選択したことなんだ！　本当にそれがわかっているのか!?」

　語気を強める黒くろ媛ひめに、ロムはまったく言い返せないでいる。おたおた、たじたじ……、とそんな感じだ。

　理刀は、殴られてズキズキしている顔を指先で撫なでながら、そんなふたりを眺めていた。

　なんに対して本気で怒るのかを知れば、その人の人間性が見えてくる。

　ダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】であり、どこか厳いかつい｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝という異名を持ってはいても、亜あ威い黒媛という少女は、そういう心やさしさを持っている。

　きのうからずっと、黒媛と行動をともにしてきた理刀は、そんな一面を知ることができた。日常では決して見ることができないであろう、大切な彼女の一面こころである。

　と、シィちゃんがいきなり、後ろから理刀の股またの下に首を突っ込んできた。

「ぅわっ！」

　にゃっ！　と、どこか緊迫したシィちゃんの鳴き声に、理刀はとっさに黒媛を呼んだ。

「黒媛、シィちゃんが急げって言ってる！」

　そんな気がした。

　ロムに詰め寄っていた黒媛が、キッと彼をにらみつけることで文句を打ち切ると、すぐに走り寄ってきた。

「どうした？」

「わかんないけど、のって……」

　黒媛が背に飛びのるや否や、シィちゃんがひろげた翼で空気を殴りつけるようにして、空へ飛び上がった。

　いままでとは違う乱暴な急上昇に、理り刀とはシィちゃんの角をつかむ手に力を入れた。

　きゃっと短い悲鳴をあげながら、黒くろ媛ひめも理刀の背にしがみついてくる。

　防風林から飛び出し、シィちゃんがむかった先は、浮遊島だった。

　すぐに黒媛が、驚きの声をあげる。

「おい、あれ、崩れて……」

　理刀も、息を吞のむ。

　浮遊島の中央付近にそびえ立っていた塔が、まるで巨大な力に押し潰つぶされるように、上から崩れていく。

　いったい、なにが起こっているんだ？

　──キュート

　すぐに、彼女のことが心配になる。

「！」

　崩れゆく塔の近くに、一匹の巨大な蛇が……、いや蛇ではない。竜巻だ！

　巨大な竜巻が、身をくねらせ、触れるものすべてを削り取り、破壊していく。

　続けてもうひとつの竜巻、またひとつ、もうひとつ、と次々と増え続け、またたく間に十数本もの竜巻が天を突き地を砕き始めた。

「シィちゃん、とにかく近づけるところまでいってくれ」

　にゃあ！

　キュートは無事なのか？　お姉様方がいるはずだから、ケガはしていないだろうが……、でも、なんだ、この胸騒ぎは？　キュートになにかあったのか？

「シィちゃん、急いでくれ！」

　にゃあああぉっ！　とシィちゃんが、翼で風を切り裂くように空を駆けた。

　強風に吹き飛ばされないよう、理刀は身を縮め、目をきつく閉じ、シィちゃんの小さな角をしっかりと握り締める。

　世界中どこを探しても、これほどのスピードとスリルを合わせ持つ絶叫マシーンはないだろう。それほどまでに、シィちゃんのスピードは速かった。

　シートベルトも安全保障もない高速飛行に、黒媛は声も出せない様子で理刀の背に抱きついている。

　にゃあ

　ゆっくりと、風が弱まってきた。シィちゃんが翼の速度を落としたのだ。

　ようやく目を開けて周囲を見ると、たくさんのお姉様方が立っていた。空中浮遊など、彼女たちにとっては地面を歩くのと同じ感覚なのだろう。

　その中に、下半身が魚の美女たちや、両腕が翼になっている人たちが混ざっているのには少々驚いたが、そんなことよりも……。

　キュートは？

　捜した。視線を動かし、顔を動かし、キュートの小さな体を、ツインテールの銀髪を、あたたかな笑顔を。彼女の声で、「理り刀と！」と呼ばれることを強く願った。

「百もも香か、大丈夫だったか!?」

「黒姉様！」

　百香が、ふわふわとこちらに走り寄ってきた。巴ともえもいる。スイートも。スターライトの顔も見えるし、地下学院アンダーレゾンの生徒たちもちゃんといるようだ。

　みんな、お姉様方の魔力に支えられ、宙に浮かんでいる。

　でも、キュートは？　彼女はどこに？

　黒くろ媛ひめが、駆け寄ってきた百香にたずねた。

「いったい、浮遊島あそこでなにが起こってるんだ？」

「わからないの、百香たちはただ、ずーっとパーティやってて、気づいたらここに連れてこられてたから」

　そばで、巴もうなずいている。

「理刀、その顔、どうなさったの!?」

　お姉様方を押し退のけるようにして現れたスイートが、目を見開いて理刀の顔を覗のぞき込んできた。

　自分ではわからないが、ロムにあれだけやられたのだから、ひどい顔になっているのだろう。だが、そんなことは後回しだ。

「オレのことはいいから、なにがあったのか教えてくれ」

「スキュースお姉様とリイザお姉様の口くち喧げん嘩かが発端なんです」

　すぐさま真剣な顔になったスイートが、浮遊島へ目をむけた。

　スキュースとリイザの口喧嘩だけで、塔が崩れるのか？　でも、なんとなくわかるような気がする。フォンターナ家の長女と三女なのだから……。

　ならば、あの竜巻も？

　黒媛が、重い息を吐いた。

「口喧嘩はいいが、ちょっとやりすぎじゃないか？　あの竜巻を急いで消さないと……建物がボロボロだ」

「竜あ巻れは、わたくしにもわかりません。お姉様たちがやっているのか、それとも……」

　スイートが、悲しそうに眉まゆ根ねを寄せる。

　理刀は焦る気持ちを抑えきれず、たずねた。

「キュートは？」

　先にマンションへ帰った。ほら、あっちに……。お姉様方がちゃんと守ってる。

　そんな返答を期待した。望んでいた。なのに、スイートの表情が痛みを堪こらえるようなものに変わったから……。

「もしかして、まだ島に？」

「キュートは……」

「スイート！　キュートは……どこだよ？」

「あの、崩れ落ちた塔の中……いいえ、下、ですわ」

　スイートの瞳ひとみから、涙があふれ出してきた。お姉様方も、手で口を押さえたり、顔を伏せたり、指で目元をぬぐったり、両手で顔を押さえたり、と様々に悲しみを表現している。

　理り刀とは、ギリリッと奥歯を嚙かみ締めた。そして、すぐに叫ぶ。

「黒くろ媛ひめ、降りてくれ」

「え、な？」

「いいから、急いで降りてくれっ！」

　お姉様のひとりが、黒媛の手を引いてくれた。

　彼女が宙に降り立つなり、理刀は腹の底から叫んだ。

「頼む、シィちゃん！」

　にゃあああああああああああぉぉぉぉぉ！

　シィちゃんは、わかってくれた。

　躊躇ためらいの欠片かけらも見せず、浮遊島へ突っ込んでいく。

「理刀、無理ですわっ！」

「理刀っ！」

　スイートと黒媛の声は、瞬時に吹き飛ばされた。風が塊かたまりとなって、顔にぶつかってくる。

「カスガリト、これ以上近づくのは危険だ！」

　ようやく追いついてきたロムが、シィちゃんとならんで飛びながら、声をかけてきた。

「いくらキミの能力でも、竜巻に飛ばされた破片は防げないぞ！　あそこはもう、我々魔族でも入れないんだ。引き返せ、カスガリトっ！」

　理刀は、横目にロムの必死な顔を確認し、わずかに笑った。彼は、意外といいヤツかもしれない。思い込みの激しいタイプだけど……。

「カスガリトっ！」

　心配してくれて、サンキュ……、でも……、退ひけない瞬間くらいわかってるつもりだ。

「シィちゃん、ぶっ飛ばせっ！」




『フォンターナ・アイランド』の上空は、魔力渦が荒れ狂っている。あそこへ飛び込むのは自殺行為。

　黒媛の周りで、キュートのお姉さんたちがささやき合っている。いっしょに、スイートが、百もも香かが、巴ともえが、心配そうな顔で理刀の背を見送っている横を、ロムが勢いよく飛びすぎていった。

　だが、彼もまた理り刀とについていくことができなかったようだ。浮遊島の手前で、のっていたボードをとめてしまった。当然の選択である。

　無謀にも突っ込んでいったのは、理刀とシィちゃんだけ。

　浮遊島の中央で空を突いていた塔はいま、完全に崩れ去っている。

　スイートが言っていた。「キュートは、崩れ落ちた塔の中にいた」と。もしそれが本当なら、今いま頃ごろ、キュートは……。考えたくない。

　理刀は、キュートを助けるために危険な場所へと飛び込んでいった。それは、尊敬に値する行為である。

　不格好でも、不器用でも、無様でもいいから、他ひ人とのために体を張れる人間になりたい、と黒くろ媛ひめは幼い頃ころから思っていた。

　困っている人。苦しんでいる人。悩んでいる人。悲しんでいる人。絶望している人。その他ほか、いろんな人々のために【時の統治者タイムルーラー】の能力を使いたいと考えていた。

　それなのに……。

　自分は弱いな、と思う。

　自分は狡ずるいな、と思う。

　人を助けたい、という気持ちは確かにある。でもその上に、「自らの身が安全ならば」という条件が無意識のうちについているのだ。

　黒媛は祈るように両手を組み合わせ、唇に押しつけた。

　理刀の姿は、巻き上げられた粉ふん塵じんに吞のまれ、すでに見えなくなっている。

　理刀……、どうか……、無事で……。


　　　☆☆☆



　シィちゃんの角を握り締め、理刀は強風荒れ狂う空を必死で進んだ。

　灼しやく熱ねつの竜巻だった。触れる建物を削り、押し潰つぶし、そして炎に包み込んでいる。

　熱風自体は魔法でつくられたものらしく、理刀に触れた途端、その暴威と破壊力は霧散してしまう。が、一度熱せられた空気は高温のままだし、暴風に舞う建物の破片は『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力でも防ぎようがない。

　ブンッッッと、なにかの大きな塊かたまりが理刀の頭をかすめるように飛んでいった。

　首をすくめて数秒後、背を嫌な汗が流れ落ちていく。それでも理刀は、「戻ろう」という言葉を口にしなかった。

　周囲ではなお、いくつもの竜巻が吼ほえ、うねり、その巨きよ軀くを縦横無尽に走らせている。

　緊張？　恐怖？　シィちゃんの角を握った手が、小刻みに震えていた。他にも、腕が、体が、足が、カタカタと震えている。

　それでも……、塔があった場所へ。キュートがいる場所へ。

　理り刀とは、小さな破片に体を打たれ、熱気で全身を焼かれてもなお……、叫んだ。

「キュートぉっ！」


　　　☆☆☆



「……………………………………………………………………………………きゅぅぅぅ？」

　キュートは、薄く目を開けた。

　視界がぼやけている。背に硬い感触。どうやら自分は、仰あおむけで倒れているようだ。

　ぼんやりとそんなことを考えながら、ゆっくりと目の焦点を合わせていく。

　立ち上がって手を伸ばせば届きそうな高さに、石壁が見える。

　ここは？

　自分はいま、なにを？

　座り込んだ石段が崩れ落ち、絶望と浮遊感に鷲わしづかみにされたあと……、落ちて、落ちて、落ちて……、瓦が礫れきといっしょに地面へ叩たたきつけられたはず、だったのに。

　キュートは、ゆっくりと上体を起こした。足先には、石の破片がたくさん転がっている。左右にあるのは、もとは塔の壁面だったと思われる大きな石の塊かたまりだった。

　どうやら、奇跡的に巨石と巨石が支え合い、そこにできた空間へ転がり込むことができたらしい。身震いするほどのラッキーである。

　しかも、五メートルほど先の隙すき間まから、光が差し込んでいる。

　こんな幸運があってもいいのだろうか？

　跳び上がりたい衝動を胸に抱き締め、キュートは起き上がった。体のあちこちに痛みが走るが、それさえも嬉うれしい。

　そのとき、背後の気配に気づいた。なにか……、いる。

　恐る恐る、振り返った。

「！」

　薄うす闇やみの中に立っていたのは、鉄鋼傀儡あやつりにんぎようだった。塔に入るとき、さんざん邪魔してくれたあの傀く儡ぐつである。

「あんたも無事……」

　だったの？　という言葉は口にできなかった。

　鉄鋼傀儡が、両肩と両腕で支えているモノに気づいたから。

　それは、本来ならキュートを押し潰つぶしていたであろう巨石だった。

　支えて、守って、助けて……、くれたのだ。

「あんた……」

『ニゲテ』

　よく見ると、鉄鋼傀儡の頭の半分がひしゃげていた。巨石を受けとめたせいで……。

『ハヤク、ニゲテ』

「あんたも、いっしょに……」

　グシャン！　と鉄鋼傀儡あやつりにんぎようが地に片かた膝ひざをついた。

　頭上の巨石が、キュートの頭すれすれまで迫ってくる。砂さ塵じんが舞い上がり、目を開けていられなくなった。

『ニゲ、テ』

　キュートはとっさに頭を下げ、光へむかって走った。そして、目に砂すな埃ぼこりが入るのもかまわず、行く手を阻む瓦が礫れきを搔かき分け、ひと抱えもある石を全力で押しやり、小さな石を横へ投げ捨て、自分がなんとかもぐれるほどの隙すき間まをつくり出す。

　すぐさま頭から隙間へ飛び込み、必死で体を外へ押し出した。埃ほこりで目が痛い。涙がボロボロとあふれ出してくる。髪も手も足も砂まみれになりながら、キュートは光の世界へ這はい出した。

　すぐに積み重なった瓦礫へむき直り、大声で呼びかける。

「あんたも急いで出てきなさい！　これは命令よ！　傀く儡ぐつなら命令を聞きなさい！　バカ力を発揮して、いますぐっ！　ほらっ、早くっっっ！」

　最後のほうは、悲鳴のような声になった。そして、それにこたえたのは……。

『ナイス・ファイ、ト』

　グシャン……、という重々しい音に続き、ボフッと隙間から砂塵が噴き出してきた。

「きゅ！」

　つい先ほどまで自分がいた空間がどうなったのか……、考えなくてもわかった。

　鉄鋼傀儡がどうなったのかも。

「ふぇっ、きゅぅぅ……」

　埃のせいだ。こんなに涙が出てくるのは、目にいろいろ入ったからに決まっている。

　ポロポロ、ポロポロ、とまらない。

　と、涙に濡ぬれた頰ほおに、風を感じた。風？　いや、普通の風じゃない。

　ゴ─────ッという熱風にツインテールが激しくなびいたことで、キュートはようやく周囲を見回した。

「……………？」

　一瞬、状況を把握することができなかった。

　身をくねらせている巨大な竜巻が、一本、二本、三本、あちらに四本、むこうにも。

　東庭園の先に見える本邸が、半壊していた。火の手も上がっているようだ。庭もめちゃくちゃに荒らされている。楽園のようだった静せい謐ひつ宮きゆうの面影は、いまやどこにもない。

　これも、スキュースとリイザの諍いさかいが招いた事態なのだろうか？　あのふたりは、塔を破壊するだけにとどまらず、ここまで……。

　キュートは、お姉様たちに聞いた話を思い出した。

｛魔界の至宝スキユース・フオンターナ｝と｛静謐なる禍リイザ・フオンターナ｝の武勇伝を。

　魔界には、スキュースがつくった広大な凍土がいくつかある。そのひとつひとつに、聞くも笑い語るも爆笑の逸話がある。

　リイザが、大泣きして破壊した街や都市は数知れず。彼女が泣けば、近隣や地中に棲せい息そくする魔獣も呼応して暴れ出すから、被害はさらにひどくなる。

　スキュースとリイザのふたりで、数万に及ぶ蛮族の軍勢を殲せん滅めつしたこともあるらしい。

　お姉様たちが面白がって聞かせてくれた話だから、脚色や誇張もあるだろう。それでも、ふたりが想像の領域に収まらない大魔女であることには、なんの変わりもない。

　とにかく、竜巻から逃げなければ。

　キュートは、吹きつけてくる熱風に背をむけ、駆け出そうとした。が、すぐに足をとめる。ゆく手にも……、竜巻が。

　囲まれている。

　残る方法はひとつだけ。

　竜巻と竜巻の間を駆け抜ける以外、助かる道はないようだ。

　どういうわけか、竜巻が自分にむかって集まってくるような気がする。このままでは、あと数分で逃げ道を塞ふさがれてしまうだろう。

　迷っている時間などない。

　助けを待つつもりもない。

　迷わず、尻しり込みせず、やるしかない！

　全力ダッシュ！　と地を蹴けろうとした次の瞬間、地面が大きく揺れた。

「きゅっ？」

　バランスを崩しながらも、キュートはなんとか両足を踏ん張った。

　五メートルほど先の地面が、ボコッと盛り上がった。もぞもぞと動いている。下から、なにかが出てこようとしているらしい。

「な、なに？」

　ボゴォォォッと飛び出してきた巨大なそれは……。

「きゅ──────────────────────────────────っ！」


　　　☆☆☆



　シィちゃんに低空を飛んでもらいながら、理り刀とは周囲に目を配った。

　塔のあった場所は？　この辺りだったはず……。

　遠く離れて浮遊島を眺めたときには、中央付近にあったのだが、いざ接近してみると、それがどの辺なのかわからない。

　熱風が荒れ狂い、吹き飛ばされた様々な破片が乱れ飛ぶ上空とは異なり、地上近くは風もそれほど強くないし、竜巻の位置も目で確認することができた。

　だが逆に、視点が低すぎるため広範囲を見渡すことができない。

　半壊、全壊の建物ばかり。

　もとは美しい庭園だったと思おぼしき場所も、いまでは千切れ、裂け、荒れ、見る影もない。

　森の木々も同様に、葉をむしられ、枝や幹を折られ、無惨な様子となっている。

　塔があった場所は？

　焦り、苛いら立だつ気持ちを抑えつつ、理り刀とは首を巡らせた。直後……。

　なんの前触れもなく、ゴッと骨に響く音に続き、左肩に激痛が走った。

「……………っっっ！　くぅ……………っ」

　堪こらえられないほどの痛みと、耐え難がたい恐怖が、同時に襲いかかってくる。

　なにが飛来してきたのか、まったくわからない。視界の隅にあるのは、残像のみ。

　にゃっ！

　理刀の恐怖が薄らぐ間もなく、今度はシィちゃんの体が揺れた。シィちゃんにも、なにかがぶつかったのか？

　ガクン、と翼が大きく傾いた。

「お、おい!?」

　ふにゃあああぁぁぁ、と気の抜けたような鳴き声をもらしながら、シィちゃんが地上へと落下を始める。

　ちょっ、ちょっと、おい、待て……、待ってくれっっっ！

　臓ぞう腑ふを下から押し上げられるような浮遊感に、理刀は全身を強こわ張ばらせた。

「シィちゃん！」

　シィちゃんの名を叫ぶことしかできない。

　地面が迫ってくる。

　理刀にはどうすることもできない。目を閉じることさえも。

　砕けそうなほど、歯を食いしばった。

　絶望と恐怖と戦せん慄りつが、刹せつ那なに凝縮される。

　にゃあぉっ！

　激突……、と思われた瞬間、理刀の耳にシィちゃんの力強い鳴き声が飛び込んできた。

　大きくひろがった両翼が、地面すれすれで風にのり、弧を描くように再び空へ駆け上る。

　助かった……。でも……、いまだ安全な状況からはほど遠い。

　泡のようにふくれ、すぐにパチンと弾はじけてしまった安あん堵どに続き、すぐさま復活した絶望と恐怖と戦慄が、体の中で弾け飛び、暴れ回り、「いますぐ引き返せ！」と大声で叫び始めた。

　自分はよくやった。臆おく病びよう者ものだなんて、だれにも言われないだろう。ここまでくるなんて、お姉様方だってできなかったじゃないか。ケガもしてるから、みんな同情してくれる。

　生と死が紙一重。

　あなたは、どちらを選びますか？

　悩む必要さえない。こたえは決まっている。

　絶望も、恐怖も、戦せん慄りつも、大嫌いだから。

　理り刀とは、シィちゃんの頭を撫なでた。

「痛かったろ？」

　にゃあっ！

「恐こわいか？」

　にゃあおぉぉぉ～

　次にかける言葉は……。

　戻ろう。もう、これ以上は危険だから。あれだけ高い塔が崩れ、その下敷きになったのなら、キュートはもう……、すでに……。　それでも……、理刀は下唇を嚙かみ締めた。

　なんのために能力者を目指していたんだ？

　もちろん、人助けがしたかったから。

　渇きにも似たそんな想おもいを、常に抱いていた。

　逃げれば、噓うそになる。いままでの想いが、全部、なにもかも、偽りに変わってしまう。

　ふと、キュートの笑顔が、色濃く脳裏に浮かび上がってきた。

　幻術しか取とり柄えのない、魔界のお嬢様。チビで、少々見み栄えっ張りで、気の強い女の子。それでも、彼女の笑顔はスペシャルで。

　あいたい。会いたい。逢あいたい。キュートの笑顔が見たい。

　理刀は、ふうぅぅぅと息を吐いた。

　周囲はいまも、熱風が吹き荒れている。危険だらけだ。

　それでも……。

　なぁんだ、こたえは簡単だった。

　迷ったときは、自分の信念にたずねればいい。

　どっちの方向へ歩けばいいの？　って。

　信そ念こは、絶望も恐怖も戦慄も決して踏み込めない領域だから。

　理刀は、シィちゃんの角を強く強く握り締め、身を前に屈かがめた。

「シィちゃん、オレに命を預けてくれるか？」

　にゃあああああああああああああおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！

　生と死が紙一重。

　退ひくか進むか。

　こたえはもう、心ここにある。





七章　クラッシュ・アイランド







　熱風をまとう竜巻を発生させていたのは、スキュースではなかった。かといって、リイザでもない。

　犯人は風熱鳥だったのだ。

　キュートは、地面から這はい出てきた風熱鳥に、「あたしのほうが強いんだからね！」という気合い全開の視線を突き刺してやった。そうやってにらみつけながらも、ゆっくりと後ろへ下がり続ける。

　リイザが、地下に風熱鳥を眠らせていると言っていたのを思い出す。

　しかし、大きすぎた。

　魔獣図鑑で見たり話を聞いたりしただけで、直接目にしたことはないのだが、普通の風熱鳥は一メートルから一・五メートルほどの体高、つまりキュートとどっこいどっこいであるはずなのに、目の前のヤツは二メートルを楽々と超えている。もしかしたら、三メートルに届いているかもしれない。

　ジャンボ風熱鳥だ。

　体型や体色は、人間界のペンギンという飛べない鳥に酷こく似じしているが、中身のほうはまったく違う。魔界のある地方では、闘鳥として盛んに飼育されていると聞いている。

　キュートとジャンボ風熱鳥との距離は、およそ五メートル。

　闘うことは考えていない。おそらく勝負にならないだろう。問題は、どうやって逃げるのか、である。

　風熱鳥は、体が大きすぎるのに加え、目つきが悪すぎた。ギラリンという鋭さを余裕で通り越し、ギンギンギラギラギンギラリンと黒い光を放はなちまくっている。右目の下には、刃物を受けたような傷きず痕あとまであるから、威圧感も迫力も満点だ。

　炎をまとう竜巻を操り、地中で生活し、空腹になると地上へ出てきて狩りをする肉食魔鳥。それが、風熱鳥である。

　リイザの嘆きに叩たたき起こされ、地上へ出てきたらしい。

　ジャンボ風熱鳥が放出した魔力が、地下道や温泉など、様々なルートを通って地上へ飛び出したため、こうしていくつもの竜巻が発生したのだろう。体が大きいだけあって、魔力量も半端じゃないようだ。

　キュートは、風熱鳥の眼力を必死で押し返しながらも、周囲の様子に意識を配った。

　竜巻が、徐々に迫ってくるのがわかる。操っているのは風熱鳥だから、すぐにでもここへ集まってくるはずだ。

　背をむけて逃げれば、なんらかの攻撃で狙ねらい撃ちにされる。かといって、正面から闘やり合っても勝ち目はない。交渉は……、風熱鳥相手にそんなことをしても無意味だ。

　選択肢は、ひとつだけ……。

　キュートは、頭上に高々と右手を上げた。

「あたしはキュート・フォンターナ！　あんたを焼き鳥にする者の名よ！　覚えておきなさいっ！」

　ペギュゥゥゥゥゥ！

　風熱鳥が、どこか可愛かわいらしい、それでもしっかりとドスの利いた鳴き声をあげる。

　キュートは、強風にツインテールをなびかせながら、右手を勢いよく振り下ろした。

「さあ、かかってきなさいっ！」

　自分には幻こ術れしかない。

　キュートは、ジャンボ風熱鳥の視覚を操作し、竜巻を巨竜に変えた。

　迫りくる数匹の巨大な竜に怯おびえ、風熱鳥が逃げ出してくれれば、そこに活路を見み出いだせるはずだ。

　だが、キュートの狙ねらいは大きく外れた。

　ペギュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！　と風熱鳥が巨きよ軀くを震わせ、気合い全開でペッタンペッタンと走り出したのだ。最も接近していた竜巻にむかって。

「！」

　ペェェェ、ギュゥゥゥゥゥゥゥ！

　バァァァンという炸さく裂れつ音、擦過音、破砕音、その他ほか、様々な音が一気に弾はじけ飛び、天を突くほどの巨大な竜巻が、風熱鳥のタックル一発で消滅してしまった。

　残ったのは、微風のみ。

　キュートは、風熱鳥の背を呆ぼう然ぜんと見ていることしかできなかった。

　なんという破壊力だろう。しかも、自分より数百倍も大きな相手に対し、怯ひるむことなく一直線にぶつかっていく闘争心には、もはや言葉もない。

　ペギュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！　と風熱鳥が、勝利の雄叫おたけびをあげる。

　こんな爆弾魔鳥と闘えば、おそらく骨も残らない。

　でも……、とキュートは考えた。おつむの中身は、体ほど大きくはないようだ。このまま幻術を使い、竜巻を消させれば……。

「まだまだ、あんたの敵はたくさんいるんだからねっ！」

　塔の瓦が礫れきに身を隠しながら、キュートは叫んだ。

　ギュ？　ペギュ！　ペギュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！

　火がついた闘争心は、もはやだれにもとめられないようだ。本鳥ほんにんさえも。風熱鳥が、再びペッタンペッタンと走り始めた。

　多めの脂肪をタップンタップンと震わせながら、ペッタンペッタンとコミカルに走る様は、こんな状と況きじゃなければ、「可愛かわいいぃ！」と叫びたくなってしまうのだが。

　ペギュゥゥゥ！　バァン！　　ペェェギュゥゥゥ！　ズバァ～ン！　と風熱鳥が次々と自らがつくり出した竜巻をパワフルタックルで消滅させていく。

　竜巻がすべて消されれば、またキュートが標的にされてしまう。その前に、この場から逃げなければ。

　キュートは瓦が礫れきからそっと顔を出し、タイミングを計った。

　風熱鳥は、取り憑つかれたように竜巻を威い嚇かくし、タップンタップンと走り、全力で戦い続けている。

　五本目の竜巻が消滅した直後、キュートは地を蹴けった。

　竜巻がなくなった場所を目指し、風熱鳥が背を見せている隙すきを突いて、全力で駆けた。

　パタピタプタペタポタと疾走、しているつもりで足を動かした。

　膝ひざを上げた。

　腕を振った。

　距離を。とにかく距離を稼がなければ。可能なら、このまま逃げきって……。

　ペギュュュウウウウウウウゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！

　走り出してすぐ、背から風熱鳥の鳴き声が聞こえてきた。

　肩越しに振り返ると、ペッタンペッタンと追いかけてくる風熱鳥の姿が見える。

　気づかれた！　距離は、三〇メートルほどしかあけることができなかった。

　巨竜との闘いよりも、キュートのほうに関心があるらしい。

　なぜ？　そんなことは、考えなくてもわかっている。

　風熱鳥は肉食魔鳥だ。巨竜に闘いを挑んだのも、キュートごちそうを横取りされると思ったからだろう。

　ギンギンギラギラギンギラリンの目が、ペッタンペッタンとキュートを追ってくる。

　キュートは、花々が散り果てた東庭園を走った。石像だけが残っているのは、どこか惨めで寂しげだ。

　風熱鳥は、あきらめるということを知らないらしい。しつこくしつこく、嫌になるほどしつこく追いかけてくる。

　ペッタンペッタンと体を左右に揺らして走るし、脂肪をタプタプさせてるし、極めて短足だから、すぐにスタミナ切れになると思っていた。が、風熱鳥はタフだった。

　キュートも風熱鳥も、似たり寄ったりで鈍足だから、互いの距離は離れも縮まりもしない。こうなれば最後は、持久力がものをいう。

　でも、スタミナには自信がない。

　だったら追いつかれる前に……、とキュートは走りながら幻術を使い、庭に置かれた石像を次々と自分の姿に変えていった。

　後ろで、ペギュゥゥゥ！　と風熱鳥が石像へ体ごとぶつかっていく。またすぐに、次の石像へも、強烈なタックルを入れる。

　美しい石像がひとつ、そしてまたひとつと、まるで鉄球でもぶつけられたかのように破壊されていく。

　だがそのお陰で、キュートはさらに二〇メートルほど距離を稼ぐことができた。このまま幻術攻撃を巧みに使えば、なんとか逃げきることができそうだ。

　よしっ、と勝利を確信したそのときだった。

　ゴォォッ、と横から吹きつけてきた強い風にバランスを崩し……、あっ、と思ったときにはもう、両足が地面から離れていた。

「きゅっ！」

　見事なまでに転んだ。

　慌あわてて起き上がり、走りながら後ろを見た。直後、ゴォォッという風に足をとられ、また転んでしまう。

　足にからみついてきたいやらしい風は、風熱鳥が組み上げた風系術式だった。

　逃げる獲物の足を風でとめる、という狩猟法を前にして、それでもキュートはあきらめなかった。

　負けて……、たまるかっ！　と起き上がる。

　しかし、また転ばされてしまった。打ちつけたお尻しりが痛い。悔しさが込み上げてくる。

　風熱鳥がいままで風系術式を使わなかったのは、魔力が回復するのを待っていたからに違いない。巨大な竜巻をいくつも生み出すほど放出したのだから、そう考えるのが妥当である。

　こうして術式を組み上げ、攻撃してくるようになったということはつまり、獲物の足をとめられる程度には魔力が回復した、ということだ。

　キュートは負けじと、近くの石像を自分の姿に変えた。が、風熱鳥がつくり出した熱風により、やすやすと術式を破壊され、幻を吹き飛ばされてしまう。

　魔力量の桁けたが違うし、放出量も違う。

　風熱鳥が、巨体を揺らして近づいてくる。

　あきらめたくない！　キュートは、もう一度起き上がろうと、地面に手をついた。

　でも、腕が震えて思うように動いてくれない。

　足を曲げ、立ち上がろうとした。

　なのに、膝ひざが笑っているせいで、腰を浮かすことさえ難しい。

　キュートはここで、ようやく気づいた。自分がいま腰を抜かしている、ということに。

　情けなくて。

　悔しくて。

　恐こわくて。

　だから……、自らに幻術をかけた。

　情けなさを、悔しさを、恐さをわずかでもやわらげたくて、理刀まぼろしをつくり出す。

　人間界で初めてできた友達。

　彼のお陰で、さらに多くの友達とも知り合うことができた。

　春日かすが理り刀とという男の子がいてくれたから、自分はほんのちょっぴりだけど、変わることができた。

　うつむかず顔を上げ。

　つらくても背筋を伸ばし。

　あるがままの自分でいること。

　理刀に教えてもらった。

　幻の理刀が、自分をやさしく抱き締めてくれる。

「理刀、理刀、あたし、あなたと会えて、とっても、楽しかっ……」

　キュート……、どこか遠くから、理刀の声が聞こえてきたような気がした。

　キュートは、彼の胸に頰ほおを押しつけた。強く強く強く、彼のぬくもりを、やさしさを、鼓動を心に刻み込む。幻だとわかっていても、うれしくて……、心が震えて……。

　ペギュゥ、と風熱鳥がキュートの目の前で足をとめた。

　理刀の幻が霧散する。でも、理勇刀気はいま、胸の中で息づいている。

　すでに、手足の震えは消えていた。

　キュートはゆっくりと立ち上がり、両の足で地面を踏みしめた。

　風熱鳥と正面からむかい合う。

　フォンターナ公爵家の娘として、誇りと勇気を胸に、前へ！

「キュートっ！」

　また、声が聞こえた。

　え？　まさか!?　そんな……。声は、どこから？　キュートは、慌あわてて周囲を見回した。荒れ果てた東庭園には、だれもいない。

「おりゃあああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　にゃあああああああああああああああおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉっ！

　声は、空から降ってきた。


　　　☆☆☆



　理刀は、滑空するシィちゃんの勢いそのままに、巨大ペンギンへ体ごとぶつかった。シィちゃんの強烈な頭突きもプラスされ、かなりの攻撃力となったはずだ。

　強い衝撃ではあったものの、巨大ペンギンの皮下脂肪がクッションとなり、それほど大きな痛みは感じない。

　地面を転がったあと、理り刀とは素早く起き上がった。そして、吹っ飛んだ巨大ペンギンを視界の隅に捉とらえながらも、すぐにキュートへむき直る。

　シィちゃんと上空を飛びながら、竜巻が一カ所へ集まっていることに気がついた。その竜巻が次々と消えていくから急いできてみれば、大きすぎるペンギンの姿が目に飛び込んできたではないか。

　その巨大ペンギンに追われていたのが、銀色のツインテールを揺らす少女だったから、考えるよりも先に突っ込んだ、というわけである。

　理刀は、濡ぬれた空色の瞳ひとみを受けとめた。

　キュートが、目を大きく見開いている。彼女が口を開こうとしたそのとき、にゃあっ！　と理刀の後ろで、シィちゃんが低い声で鳴いた。

　巨大ペンギンが、むくりと起き上がってきたからだ。

「理刀、どうしてここに……」

「話はあとだ」

　キュートを背にかばい、理刀は巨大ペンギンと対たい峙じした。

　上空から見ていてわかった。コイツは、明らかにキュートを追いかけ、襲おうとしていた。彼女を怯おびえさせ、泣かせたのだ。

　許せるはずがない。












　理り刀とは、巨大ペンギンと視線をぶつけ合った。重々しいほどの威圧感だが、退ひくわけにはいかない。

　ペギュゥゥゥッと、巨大ペンギンが渦巻く風をつくり出し、問答無用とばかりにそれを放はなってきた。が、理刀にとっては微風以下でしかない。

　ペギュ？　巨大ペンギンが、次々と竜巻を放ってくるが、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の前では無駄な足あ搔がきである。

「理刀、アイツ、風系術だけじゃないわよ。体当たりしてくるから、気をつけ……」

　キュートが言い終わらないうちに、巨大ペンギンが甲高く鳴いた。

　ペギュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！

「きゅっ、く、くるわよ！」

　確かに、あの巨体からのぶちかましは脅威である。下へ手たにくらえば、骨の一歩や二本じゃすまないかもしれない。

　ここはひとまず、逃げよう。

　理刀はそう考えた。が、シィちゃんは違ったようだ。

　にゃあっ！　と一歩前に歩み出た。

　ペギュゥッ！　と巨大ペンギンが鈍重な動きで突っ込んでくる。

「シィちゃん！」

「き、きたわよっ！」

　にゃああああああああああああああああおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！

　ボゴォ────────ッとシィちゃんが吐き出した炎が、巨大ペンギンに炸さく裂れつした。

　凄すさまじい炎である。

　二ヶ月ほど前、シィちゃんが理刀の頭にくっついていた頃ころと比べ、その勢いと破壊力は信じられないほどふくれあがっていた。さすがは始し祖そ竜りゆう、というべきなのだろう。

　その一撃で、巨大ペンギンが吹っ飛んだ。丸い体がゴロゴロと転がっていく。

「すごいな、シィちゃん！」

「すごいすごい、理刀とシィちゃんのコンビだったら、楽に勝てるじゃない！」

　にゃあぁお、とシィちゃんがご機嫌な様子で鳴いた。

　勝利の確信を胸に、理刀は余裕を持って巨大ペンギンが起き上がるのを待った。

　魔法攻撃を自分が防ぎ、シィちゃんが炎で反撃する。まさに無敵コンビだ。

　巨大ペンギンが、丸い体を器用に動かし、ムクッと起き上がった。

　さあ、かかってこいとばかりに身構えた理刀は、次の瞬間、ゴクリと息を吞のみ込んだ。

　巨大ペンギンの目が、激怒一色に染まっていたから。

　野生を生き抜いてきたからこそ身についた眼力に、殺気を練り込み、必殺の気合いをまぶし、撃滅の誓いでコーティングしたその鋭さに、素人しろうとの理刀が勝てるはずもない。

「なんか、すっごく怒ってない？」

　キュートも、腰が退ひけているようだ。

　にゃあっ！　とシィちゃんだけが、気合い十分の様子である。

　そうだ、気合いで負けるわけにはいかない、とばかりに理り刀とは叫んだ。

「かかってこい！」

　直後、ペギュゥゥゥッ！　と巨大ペンギンが吼ほえた。

　巨大ペンギンを中心に発生した風が、芝生を削り、花壇を破壊し、木をなぎ倒しながら、空へむかってどんどん伸びていく。

　にゃあああっ！　とシィちゃんが大砲のような炎をぶつけるが、風に巻き込まれ、瞬時に竜巻の一部にされてしまう。

　竜巻の中心にいる巨大ペンギンには、毛ほどの傷もつけることができない。

　土砂を巻き上げ、またたく間に天まで届くほど成長した竜巻を前に、理刀は即断した。

　迷っていたら、時間がなくなってしまう。

　自分の信念はいま、こう叫んでいる。「キュートを助けろ！」と。

　方法は簡単。シィちゃんにのせて、彼女を逃がせばいいだけ。

　ただ、不用意に空を飛べば、きっと巨大ペンギンに狙ねらい撃たれるだろう。

　巨大ペンギンがつくり出した竜巻が、どんどんどんどん大きくなっていく。このままでは、空へ逃げることも難しくなる。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力があっても、竜巻に巻き込まれた木や石がぶつかってくれば、その衝撃を防ぐことはできない。

　でも……、それがどうした？

　問題なのは信念こころだろ？

　キュートはいま、自分の背に隠れるようにして身を縮めている。理刀はそんな彼女へ、精いっぱい微笑ほほえみかけた。

　彼女は絶対、「ひとりで逃げろ」という言葉には耳を貸さないはずだ。

　だから……。

「キュート、オレが時間を稼ぐから、シィちゃんにのって助けを呼んできてくれ」

　言って、シィちゃんの頭をポンと叩たたいたあと、理刀はスタートを切った。

「助けって、ちょっ、理刀っ！」

　にゃあっ！

　キュートとシィちゃんの声には、振り返らない。巨大ペンギンにむかって、足の筋が引き裂けそうなほど全力で走った。

　小石の雨の中を、泥のシャワーの下を、駆け抜けた。

　竜巻に飛び込んで消滅させる。運がよければ、かすり傷程度ですむだろう。だが、運が悪ければ……。

　正直、恐こわい。全力で走らなければ、弱音を吐いてしまいそうだ。座り込んでしまいそうだ。泣き出してしまいそうだ。

　走った。走った。走った。走った。走った。走った。走った。走った。走った。走った。

　キュートを助けたいから、走った。信念を貫きたいから、走った。

　理り刀とぉぉぉっ、風の音に紛れ、微かすかな声が聞こえてくる。

　だから、走ることができた。

　恐怖や怯おびえを振り払い、理刀は竜巻の中心へ……。

　全力疾走っ！


　　　☆☆☆



　キュートは、胸の前で両手を握り合わせた。

　理刀が、竜巻に突っ込んでいく。彼は、自分の身を犠牲にするつもりなのだ。

　とても理刀らしいが、こんな状況でこんならしさなんて発揮してほしくない。

　キュートを逃がすために「助けを呼んできてくれ」なんて……、腹立たしい。

　あんまり腹が立って……、でもなんだか嬉うれしくて。そしてまた、そんな感情を抱いている自分に腹が立ってきて……。

　もはや、理刀を連れ戻すことはできない。だから、彼のためにも助けを呼びにいかなければ。まだ、絶望は舞い下りてきてはいないのだから。

「シィちゃん、飛んでちょうだい！」

　キュートは、シィちゃんの首に手をかけた。が、動いてくれない。

「シィちゃん？」

　にゃあぁぁおぉぅ、とどこか甘えを含んだ声をもらすだけだ。

　もたもたしているうちに、理刀が竜巻に飛び込んでいく。

「！」

　次の瞬間、空が墜落おちてきた。いや、違う。絶大な魔法力が空から降ってきたのだ。

　まさに刹せつ那な。風熱鳥がつくり出した巨大な竜巻が、搔かき消えた。まるで、最初からなにもなかったかのように。

　渦に巻き込まれた石も、土も、木も、草も、その他ほかもろもろも、すべて消え失うせた。どこかに跳ばされたのだろう。

　風熱鳥のお腹なかにぶつかった理刀が、地面に尻しり餅もちをつく。

　でも、もう大丈夫。

　キュートは胸を撫なで下ろし、シィちゃんの首に抱きついた。

　そして、ゆっくりと理刀にむかって歩き出す。


　　　☆☆☆



　竜巻に飛び込んだ理り刀とは、その勢いのまま巨大ペンギンに肩からぶつかった。が、ぶよぉぉぉんという弾力に負け、弾はじき飛ばされてしまった。

　無様に転こけてしまったが、すぐさま立ち上がり、拳こぶしを固める。

　かかってこい、この野郎っ！

　気合いを入れながらも、勢いよくバックステップをとった。体重差を克服するためには、軽快なフットワークが重要になってくる。

　と……、理刀はそこでようやく、巨大ペンギンの目から鋭さが消えていることに気がついた。それどころか、怯おびえてる？　なんか、震えてるようですが？　タックルをくらって戦意喪失？　それくらいで？

「おひさしぶりね」

　突然、背から声をかけられた。

　振りむいて、「！」と驚いて、理刀はすかさず姿勢を正した。

「あ、どうも、おひさしぶり、です」

　ペコッと頭を下げる。

　立っていたのは、スキュースとリイザのふたりだった。なぜか、スキュースが毒どく舌ぜつ丸まるをお姫様抱っこしている。毒舌丸は、どうやら気絶しているようだ。

　理刀の知らないところで、いろいろあったのだろう。根掘り葉掘りたずねようとは思わないけど……、恐こわいし。

　どうやら、彼女たちに助けられたようだ。

　フォンターナ公爵家の長女と三女が肩をならべていると、華がありすぎるし、艶つややかすぎるし、なんとも恐すぎる。いろんな意味で、破壊的という表現がピッタリだ。

　ふと、リイザの目が赤くなっていることに気がついた。泣いたから？　今回の騒動はスキュースとリイザの口くち喧げん嘩かが発端だ、とスイートが言っていたのを思い出す。

　これもまた、いろいろあったのだろう。

　彼女の泣きの凄すさまじさは、理刀もよぉ～く知っているから、下へ手たな質問はしないでおく。

　そのリイザが、理刀を通り越し、後ろの巨大ペンギンへ視線を移した。途端、ペギュゥゥゥ、と怯えたように鳴きながら、巨大ペンギンが地面の下へもぐり込んでいく。

　あれだけ暴れ狂っていた巨大ペンギンも、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝の前ではピヨピヨちゃんでしかないようだ。

　巨大ペンギンが、もぐら顔負けのスピードで地下へ姿を消してしまったのと入れ替わりに、キュートが歩み寄ってきた。シィちゃんも、彼女の後ろからよちよちとついてくる。

「ったく、リイザお姉様のせいで、さんざんな目に遭ったわ」

　キュートの言葉で、リイザがすぐさま泣きそうな顔になる。

　と同時に、なんの前触れもなく、地面がぐらりと揺れた。

「きゅ？　な、なに？」

　キュートが、そばにいたシィちゃんにしがみつく。

　震動はとまらない。地震？　でもここは、魔法で浮かぶ島だから……、あ……、と理り刀とは足もとに目を落とした。

　自分はいま、浮遊島の上に立っている。先ほど転んだときも、地面をベタベタと触ったはず。『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者である自分が……。

　片かた眉まゆをわずかに上げたスキュースが、ふぅーっと艶つやっぽい息を吐いた。

「この島、あと数分で落ちるわよ。さすがに、『混沌とした実在』と接触し続けたら、浮遊術式を維持できないわ」

　体脂肪が気になるから脂っこいものは食べられないわ、といったノリである。少なくとも、理刀はそう感じた。

　さほど慌あわてた様子も見せず、リイザが理刀へ目をむけてきた。

「島が落ちるから、あなたをここに招待よべなかったの。その始し祖そ竜りゆうも、いつ『混沌とした実在』の能力が発現するかわからなかったから、あなたに預けておいたんだけど……いろいろと、ごめんなさいね」

「あ、いえ、こちらこそ」

　理刀は、とにかく頭を下げた。自分が地面に降り立ったせいで、浮遊術式を破壊してしまった。結果、島が落ちるという。でも、その重大性がいまいちピンとこない。

　理刀から視線を外したリイザが、キュートへ声をかけた。

「キュート、いきましょう」

「あたし、理刀と帰る」

「キュート……」

　理刀に駆け寄ってきたキュートが、サッと手を握ってくる。そして、

「理刀と帰るから」

　末っ娘この強い眼まな差ざしと静かな口調を前に、リイザがまた泣きそうな顔になる。

　理刀はどうしていいのかわからず、スキュースへ目を投げた。

　彼女が、対する相手を凍えさせてしまいそうな、しかしどこかあたたかな笑みを浮かべ、リイザへ声をかける。

「キュートの好きにさせなさい。あまりかまいすぎてばかりだと……わかるでしょ？」

　下唇を突き出したリイザが、瞳ひとみに涙を溜ためたままコクンとうなずく。そんな仕草は、本当に幼い少女にしか見えないのだが……。

　リイザがすぐに、涙目を理刀へむけてくる。

「それじゃあ、キュートのこと、お願いしてもいいかしら？」

「え、あ、はい。もちろんです」

　理り刀とは、慌あわてて背筋を伸ばした。

　毒どく舌ぜつ丸まるを抱えたスキュースが、薄い笑みを浮かべたまま姿を消した。続けて、細い指先で目元をぬぐいながら、リイザも消える。

　キュートがすぐに、手を放はなすことなく理刀の顔を見上げてきた。

「ひどい顔」

「そんなに？」

「ひどい顔よ」

　キュートの眉まゆ根ねに、細かなしわが寄った。

　ロムに殴られ、シィちゃんの背にのって熱風の中を飛び、土砂が吹き荒れる暴風の中を突っ走れば、ひどい顔にもなろうというものだ。

　キュートが、ぎゅ───っと理刀の手を握り締めてきた。でも彼女の握力はとことん弱いから、どんなに力を入れられても、やわらかさしか伝わってこない。

「ひどい、顔」

　キュートの声に、涙色が混ざり始めた。

「キュートも、泥だらけだよ？」

「お互い、ひどい有り様ね」

「だね」

「ご、ごめん、な、さ、きゅぅぅぅぅぅ」

　キュートが不意に、涙を堪こらえきれないといった様子で目と口をきつく閉じた。

　なめらかなアゴの線が、薄い肩が、細い腕が、小さな体が、ふるふると震えている。

　理刀は、キュートの手を引いた。

「ほら、早く逃げないと島が落ちるよ」

「きゅぅぅぅ」

「シィちゃん、頼むっ」

　にゃあっ！

　シィちゃんの首にまたがった理刀は、キュートに手を貸し、後ろにのせた。

　キュートが、理刀の腰にしっかりと抱きついてくる。そしてひと呼吸後、背に顔を押しつけ、声を押し殺して泣き始めた。

　理刀は気づかないフリをして、シィちゃんの頭を撫なでた。

「シィちゃん、よろしくっ！」

　にゃあああああおおおおおぉぉぉぉぉっ！　と雄々しく翼をひろげたシィちゃんが、空へ駆け上がる。

　心躍る浮遊感に、理刀は体をゆだねた。背に感じるのは、大切なぬくもり。

　シィちゃんが、風を切って高く高く高く飛ひ翔しようする。

　──ダ　　　イ　　　ス　　　キ

　ささやきは風にさらわれ、耳に届いた欠片かけらはほんのわずか。

　確かに聞こえたような……、でも自信なんかなく、聞き返す勇気もないから、理り刀とはただただ空を駆けることだけに心を砕いた。

　いまはなにも望まない。

　キュートの涙こころを背に感じている。

　それだけで、最高の気分なのだから。












エピローグ







　浮遊島が浮遊島ではなくなってから一週間後、理り刀とたちはアンダーレゾン学院へ遊びにきていた。

　理刀、キュート、スイートの三人でマンションを出て、レゾン学院の一階ホールで黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人と合流し、みんなで地下学院アンダーレゾンへ降りていく。

　午後に入ってすぐの強い日差しも、ひんやりと涼しい地下には届かない。

　内装も整い、あとは九月の入学式を待つばかりだと聞いている。

　言霊ゴスペル学科、魔導書バイブル学科、魔画アポスル学科、封印庭アーク学科と、どんな授業が行われるのか、いまから楽しみである。

　廊下には、等間隔に色とりどりの花が飾られ、そこを通る生徒たちに心地ここちいい香りを楽しんでもらえるようになっていたし、照明の光も明るすぎず暗すぎず、落ち着いた気持ちにさせてくれるし、各教室の壁には一〇〇インチほどの大型テレビが埋め込まれ、幅広い授業ができるような配慮がなされていた。

　そんな地下学院を見て回っている途中、地下五階の一室で、彼女の姿を見つけた。

　リイザである。

　足もとまであるはずの銀髪を頭上でひとつにまとめ、メイドのような服を着て、机の上でなにやら懸命に手を動かしている。

　握っているのは、雑ぞう巾きん？

「きゅ、リイザお姉様、なにしてるの？」

「リイザお姉様が、まさか、お掃除をなさってるのですか？」

　キュートとスイートの問いに、リイザがふぅ～っと疲れたようなため息をついた。

「スキュ姉様が、罰だっていうの……アンダーレゾン学院の机を、入学式が始まるまで毎日、きれいに手を使って磨きなさいって……新品の机なのに……」

　また泣きそうになっている。ここで泣かれたら、せっかく完成した地下学院が……。

　先日、理刀の『混沌とした実在カオテイツク・リアル』のせいで落下を始めた浮遊島は、スキュースが再び浮ふ遊ゆう呪じゆをかけ直したことで、海面への自由落下だけはまぬがれていた。

　お姉様方やロムやスターライトたちや地下学院の生徒たちが全員帰ったあと、地図上に新しく加わった魔界産の島『フォンターナ・アイランド』は、長女のひと言で日本へ寄贈されることが決定した。

　寄贈？　いや、押しつけ、かもしれないが……。

　前々からそこに棲すんでいた住民たちは？　魔界の動物は？　虫は？　植物は？　ニッポン国内に入り込めば、生態系を崩してしまうのよ？　というリイザの反論は……、「あなたが責任を持って対処しなさい」というスキュースのひと言で瞬時に跳ね返された。

　長女の冷ややかな視線を前に、空色の瞳ひとみをうるうるさせていたリイザの顔が、いまでも脳裏にへばりついている。

　一週間前と同じ泣きそうな顔のリイザを見て、理り刀とはすぐさま決意した。

　黒くろ媛ひめや巴ともえへ目をむける。

　黒媛が、微笑ほほえみながらうなずいてくれた。巴も、やさしく目を細めている。

　どうやら、同じ意見のようだ。

「オレたち、手伝いますよ」

　理刀は、教室の後ろにある掃除用具入れに歩み寄り、そこにかかっていた新品の布を取り出した。雑ぞう巾きんというには、あまりにもきれいな布だが、どんな道具でも、使い込まれて年季が入っていくものである。

　この雑巾だって、これから多くの生徒が手にするはずだ。自分が、その第一号である。

「わたしも手伝いまぁ～す」

　百もも香かも、元気よく雑巾を手に取った。

　黒媛と巴も、すかさず雑巾へ手を伸ばす。

　スイートも、「リイザお姉様のお手伝いができるなら」とひと言の文句も口にせず、雑巾を手に机を磨き始めた。

「あなたたち……」

　リイザが瞳を潤うるませ、突き出した胸の前で雑巾を握り締めている。

「しかたないから、手伝ってあげようかしら」

　最後まで動こうとしなかったキュートも、渋々といった様子ながら手伝い始めた。

　みんなでピカピカの机を磨くというのは、なんだか変な気分だが、妙に楽しかった。

「それにしても、大きなテレビね」

　机を拭ふきながら、キュートが壁に埋め込まれたテレビのスイッチを押した。

『さぁて、シィちゃんはどんな芸を見せてくれるのでしょうかぁ？』

　突然テレビから流れ出てきた声に、みんなの動きがとまった。

　画面に映っているのは、シィちゃんである。

「え？　シィちゃん？　どうしてシィちゃんがテレビに？」

　キュートが、ぽかぁんと口を開け、テレビ画面を覗のぞき込んでいる。

　もしかして……、これは……。

　理刀は、浮遊島が落ちる前日のことを思い出した。『ペット自慢コンテスト』が放送されるのは、きょうだったようだ。

「あら、理刀じゃありません？　え!?　隣にいらっしゃる方は……」

　スイートが、テレビ画面に鋭い目を突き刺した。同時に、キュートも。

　画面には、理り刀とと黒くろ媛ひめが仲よく映っている。

「黒姉様、いつの間に？」

「ああ、これは先週、百もも香かたちが空の上でパーティをしているときだ。公園を理刀と散歩してたら、出てみないかってテレビ局の人に声をかけられた」

「すごぉい」

「主役はシィちゃんだけどな」

　黒媛と百香が微笑ほほえみを交わしている横で、巴ともえがジ───ッと湿った視線を理刀へ突き刺してくる。悲しそうな、泣きそうな、なんだかこちらが不安になってくるような目だ。

　でも、視線をむけてくるだけならまだいい。すぐに歩み寄ってきたキュートが、キッと表情を引き締め、理刀を見上げてきた。

「黒媛が〝理刀〟って呼ぶようになってるから、ちょっと気になってたんだけど、あの日、なんかあったの？」

「なんかって……べつに黒媛とはなにも……」

「ほら……〝黒媛〟って呼んでるし……前は〝亜あ威いさん〟だったのに」

　キュートが、悲しそうな、それでもどこか怒っているような瞳ひとみのまま、半歩だけ距離を縮めてきた。

　こんな場合なのに、理刀は彼女の銀髪から漂ってくる甘いイチゴの香りが気になった。それだけ至近距離まで詰め寄られている、ということなのだが。

　キュートの問いにこたえる間もなく、横からスイートもにじり寄ってくる。

「わたくし、理刀が外に女をつくっても、口くち喧やかましいことを言うつもりはありませんわ。でも、大っぴらにやられたのでは話が別になってきます」

　間髪入れず、キュートとスイートの視線がぶつかり合った。火花を散らしながら、いつものパターンに突入である。

「外に女って、バカじゃないのあんた」

「ふふん、お嬢ちゃまは引っ込んでなさい。こういった駆け引きは、まだまだあなたには難易度が高いでしょうから」

「きゅっ！　だいたいあんたが入ってくるから、話がややこしくなるんでしょ！」

「ややこしくしてらっしゃるのは、あなたのほうじゃなくて？　まずは、その下品なお口を閉じて、血の巡りの悪い頭でよぉ～く考えてからお話しになることをお勧めしますわ」

「きゅ───っ！」

　ふたりの口こう撃げきを聞きながら、苦笑いしか浮かべることのできない理刀である。

　黒媛と百香は、キュートたちの衝突を気にすることもなく、テレビを観みている。キュートとスイートの口くち喧げん嘩かは、もはや日常でよく耳にしているＢＧＭでしかないのだろう。

　その声は突然、理刀の背後からぽそぽそと聞こえてきた。

「あ、あの、その、く、黒くろ媛ひめを、よ、呼び捨てにするなら、わ、わ、わた、わたしのことも、と、とと、巴ともえって、よ、呼んで、ほしい……」

　小さな声で、それでも懸命な様子で、顔どころか耳も首も真っ赤にした巴が、ぎゅーっと目を閉じたまま言いきった。

　キュートにもスイートにも、そして巴にも、どんなこたえを返せばいいのかサッパリわからない理り刀とである。ただただ、心臓の鼓動だけが急ぎ足になっていく。

「きゅ！」

「宣戦布告、と見なしてもよろしいですか？」

　キュートが目を見開き、スイートが目を細め、それぞれ巴へ視線を突き刺した。が、すぐさま、再び視線をぶつけ合う。

　ギャーギャーと言い合うキュートとスイート。ただただ赤い顔のまま動かない巴。

　どうすればいいのだろう……。

　と、そこで、ぽんぽんと後ろからやさしく肩を叩たたかれ、理刀は振り返った。リイザの意味深な微笑ほほえみが飛び込んでくる。

「あなた、もしかしてあの黒髪の子のことが好……」

「きゅっ！　リイザお姉様はあっちにいってて！　もっと話がややこしくなるでしょ！」

　キュートの裏返った声で、リイザがまた泣きそうな顔になる。涙を浮かべた彼女は、あまりにも綺き麗れいで、とんでもなく色気があるのだが、泣かれるとやっぱり困る。












　ピッカピカの教室内で、キュートとスイートの口くち喧げん嘩かが続く。

　巴ともえは真っ赤な顔。

　リイザは泣きそうな顔。

　テレビを指差しながら、亜あ威い姉妹が笑い合っている。

　ふと、ロム・アリアスの言葉が耳の奥で反響した。

『魔族ボクらと人間キミたちは、結局相あい容いれない種族なんだよ？　住む世界が違いすぎるからね』

　言われなくても、わかっている。

　魔族であるキュートとスイートが口こう撃げきを交わし合い、リイザが泣きそうになっているのを見ても……、それでもこの空間が心地ここちいい。

　だからこそ、不安になったのかもしれない。

　心地よさは永続しないということを、ちゃんと理解しているから。

　頭では……。

　でも、気持ちでは……。

『魔族と人間は、相容れない種族』

　確かに、その通りかもしれない。

『住む世界が違いすぎる』

　人間界と魔界だから、文化も習慣も価値観も、いろいろ違って当然だ。

　それでも、彼女たちにずっといつまでもいてほしいと思うのは、いけないことなのか？　欲張りすぎだろうか？

　理り刀とは思った。

　自分は『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者。決して魔界の土は踏めない人間。魔族の天敵。魔法による攻撃は受けつけず、同時に魔法の庇ひ護ごも拒絶してしまう存在。

　それでも。

　いま、この場にいる仲間たちといっしょにずっと……、と願わずにはいられない。

　みんな、いっしょに。

　ずっと、いっしょに。

　望めば、きっと。

　強く強く望みさえすれば。

　きっと……。





あとがき




　空を飛んでみたい、と思ったことはありませんか？




　大空には、夢があります。

　ボクら人間は、神様に翼をもらえませんでした。だからこそ、頭上にひろがる世界に憧あこがれるのでしょう。

　飛びたいな。

　でも飛べない。

　飛行機にのればいいじゃん？

　でもそれじゃあ、飛んでる実感ないし、体感できないし、感動も味わえないよ？

　だから……、想像します。

　もし自分が、自由に空を飛べたなら。

　地面を離れ、風を切り、胸一杯に青空を吸い込むことができたなら。

　……でもやっぱり、ボクらは重力に逆らうことができなくて。

　だったら、せめて物語の中だけでも。

　というわけで、今回の主な舞台は空です。

　空に浮かぶ島、『フォンターナ・アイランド』へキュートが連れていかれてしまいます。

　地上に残された理り刀とは彼女のことを考えながらも、別の女の子と○●したり、△▲やったり、ついでに□■なんかも……。

　もちろん、空も飛びます。ピーター・パンやスーパーマンのように格好よく……、とはいきませんが。

　いつものように、お姉様たちも大集合！

　でも、理刀が○●、△▲、□■したりする女の子って？　だれ？　え？




　四巻もたくさんの方々に助けていただきました。

　いつもボクと楽しくおしゃべりしてくれるＨくん。

　イラストの隅々にまで『愛らしさ』を込めまくって下さる武む藤とう此史くりひと先生。

　毎回プロットに手間取るボクをカバーして下さる笹ささ尾おさん、陰ながら支えて下さる佐さ藤とうさん、そして出版に尽力して下さった編集部の皆様。

　本を手にとっていただいた読者の皆様。

　ありがとうございました。
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